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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　世界は魔法で覆われている。

　全すべての大陸、海洋の上空を覆い尽くしている「瘴しよう気き流りゆう」を魔法と呼ぶのは、早計だとの意見は確かにある。だがあらゆる国の科学者がなにもかもなげうって研究しても、瘴気流の全てを解明することはできなかったのだ。だから魔法と呼ぶのがふさわしかった。

　こんなわけの分からない現象、深く考えない方がいいに決まっている。

　だって三百メートルより上を飛べなくなっちまったのだ。




　瘴気流は頭痛の種どころか災さい厄やくだった。なにしろ空飛ぶ機械を片っ端から墜おとしていくのだ。海抜三百メートルより上に上昇しようとすると外板が急速に腐ふ蝕しよくし、あっという間にぼろぼろになってしまう。金属だろうとプラスチックだろうとガラス繊維だろうと、およそ人類の手が加わったものは劣化して分解されてしまった。そのため空は禁断の場所となり、鳥だけが自由気ままに飛び回っていた。

　問題はそこに留とどまらない。なぜなら直後に冥めい竜りゆうが攻めてきたからだ。

　そう、やつらは冥竜と呼ばれている。人類からしてみれば冥竜はインチキもいいところで、いかにも鉱石を燃やして溶かして引っぱたいて伸ばしてこしらえた金属っぽいもので覆われているくせに、海抜三百メートル以上を平気で飛んだ。おまけに浮遊と推進はどんな理屈だかさっぱり分からないときている。こんな連中が地球の空を我がものとしているなんて、どう考えてもインチキだが現実であった。

　冥竜の大きさは様々だ。その形は地球上の生物、あるいは空想上、あるいは幾き何か学がく的てきななにかを模していた。もしかしたらどこかの星のなんとかという生物に似せていたのかもしれない。ともかく冥竜は化ばけ物もので、なにより人類とコミュニケーションを取るつもりが欠片かけらもなかったのだ。

　連中はただ攻めてきた。海抜三百メートル以上の高空から、地上すれすれまで幾度も、あらゆるところに。

　そして世界は戦いによって一変する。

　国家がいくつか吹き飛び、地上が綺き麗れいにならされるなか、人類はぎりぎりのところで踏みとどまり、反撃に成功する。戦いは均衡を保ち、やがて人類はとりあえずの勝利に成功する。

　その立役者となったのがユーラット。そして、乗り込む少女たちであった。





　　　　　○






　瑞みず穂ほ国武ぶ州しゆう海上都市で暮らす十七歳高校二年生の鳴門なるとミミを襲ったのは、ナンパでも水商売のスカウトでもなく、バイト難であった。

　ミミはつい先日から一人暮らしをはじめたばかりで、嫌ってほど金を欲していた。わずかな貯金は敷金礼金で消え去ってしまい、家賃電気水道ガス代など用意しなければならないものは多い。先立つものが必要だった。

　ところが時代はミミに厳しい。どこの企業でも門前払い、あるいは面接一回で落とされた。バイトなんて誰でも受かるなんて言うなかれ。高額を目指すとなると難易度は上がる。

　だったらコンビニのレジ打ちでもやればいいというのはその通りなのだが、ミミにそれは不可能に近かった。彼女はどうしてか要領が悪い。計算はもたつくし、袋詰めもうまくできない。そもそも「右」と言われてもとっさに判断できず、箸はしと茶ちや碗わんを持つ恰かつ好こうをする必要があり、それでも間違えるのだ。

　なにより高いバイト代が欲しいわけなので、時給の安い仕事はノーサンキュー。相手方でもミミはお断りだろうから、意見の一致を得ている。問題は高額バイトの会社も断ってくることだった。

　彼女は路面電車トラムの停留所で声を上げた。

「一体どういうことよ！」

　ミミは天を仰ぎ、思わず大声を出した。

「今どきの女子高生っていったら、どこの会社でも引く手あまた、バイトだろうとなんだろうと、人事の方から来てくれないかと頭下げて、大金でオファーしてくれるんじゃないの!?」

　交差点を二つほどすぎた先には、大きなビルがある。ビルには丸々大手企業が入っていて、ミミはそこの面接を受けたのだが、体よくあしらわれたのであった。

　近くにいた子供がびくっとしてこちらを見ていた。ごめんねと両手を合わせて頭を下げ、また叫ぶ。

「いーわよ、そんな会社こっちから願い下げ！　あたしが将来有名になってテレビとか出まくってから慌ててやってきたって、ぜーったいに入ってやんないんだから！」

　怒りまくったところで聞こえはしない。どうせなら会社前で怒鳴り散らした方が効果的だったかと思うものの、当分は前を歩くのだってお断りだった。だって面接担当にセクハラまがいのことを言われたし、頭にきて帰り際に看板を蹴け飛とばしたせいで警備員に追いかけられたのだ。

　怒鳴ったので力が抜けた。停留所にあるベンチに腰かける。

「あー……」

　注意力が削がれていたせいか、乗るはずだったトラムが通りすぎていく。

　通りすぎたトラムの最後尾を眺めながら、ぼんやりと自身のことを見つめ直した。

「……あたし、この仕事やんない方がいいのかなあ」

　空を仰ぐ。ウェーブのきいた髪が揺れた。小さいころは癖毛のおかげで散々からかわれたが、今となってはわりと見られるものになっている。人によっては美少女だと褒ほめ称たたえてくれた。

　とはいえ、ミミは自らの容姿を美しいと思ったことはない。真の意味で美少女なのは妹の方である。

　そこまで考えてから、彼女は力を込めて首を振った。いやいや、いかんいかん。ネガティブな思考をすると心にネガティブさんが住み着いてしまう。そしてやることなすことに災いをもたらすのだ。

「そうよ。いつまでも落ち込んでいちゃいけない。今日が駄目でも明日あした、明日が駄目でも明後日あさつてがあるわ！」

　拳こぶしを作って己を奮い立たせる。ちょうどやってきたトラムに乗り込んだ。行き先は確かめなかったが、この際どこでもいい。走り出したポジティブなシンキングは失敗を恐れないのである。

　だが終点で降りたとき、ミミは早くもポジティブな方針を転換したくなった。

　下ろされた場所は街の端っこ、小高い丘に作られた武州海上都市記念公園だったのである。

　公園からは海がよく見える。ずっと行った先には陸地があるはずだが、それはちょっと見えない。武州は瑞穂の国で最初に作られた海上都市であり、この公園にはそれを記念したモニュメントが、ちょうどミミの右手側にある。

　ミミが思うに、海が見える公園なんてのは幸せ満載のカップルか、仕事をリタイヤした老人の来るところであり、どちらでもない彼女には不似合いの場所であった。つまりどんよりした気分になる。真後ろの男女がいちゃいちゃしているのが、余計その気持ちに拍車をかけた。

　とはいえ次のトラムまでにはまだ時間があり、カップルの視界を防いでやるためにも立ち去りたくなかった。

　カップルは見えるだの見えないだの、しばらくぶつぶつ会話をしてから立ち去った。ミミはささやかな勝利感を得てから、視線を左に向けた。

　そこには黒曜石による巨大な一枚岩、「冥竜撃退記念碑」が据えられている。下部には大きく彫られた「寄贈　川かわ菱びしグループ」の文字。

　人類は冥竜相手に大立ち回りを演じ、かろうじて勝利していた。

　冥竜相手に引き分けに近い辛勝に持ち込んだとき、地球上の人口は減少して様相はがらりと変わっていた。「滅亡しなかったのだから人類の勝ち」という言説には一定の説得力があるが、それまでの社会システムは変へん貌ぼうしていて元がどうだったか忘れられてしまっていた。

　冥竜撃退戦の初期に人類を牽けん引いんした国家という枠組みは、ぼろぼろになって小さくなり、代わりに台頭したのが企業群である。コンツェルンだの軍産複合体だの財閥だのという存在が戦いを先導し、最終的に冥竜を食い止めた。結果、これら企業が国家を主導することになったのだ。

　このとき主導的役割を担った企業はいくつかある。瑞穂国の代表的な企業が、川菱グループの川菱重工業なのであった。どれだけ大企業にアレルギーがある人間でも、川菱がなければ、人類は今のさらに半分にまで減少していたことは認めている。

　ミミは記念碑の真ん中を眺める。そこにはごつい芋虫のような乗り物の絵が彫られていた。

　攻め込んできた冥竜と戦い、ぎりぎりの局面で人類を滅亡の淵ふちから救った存在。誰もが知っている兵器。

　ＵＬＡＴユーラツトである。

　超低空戦車Ultra Low Altitude Tankのことを人はユーラットと発音する。口の悪い人間は缶詰戦車キヤンタンクと呼んだ。海抜三百メートル以上を飛行できないのなら、三百メートル以下で戦えばいいとばかりに、川菱をはじめとする企業によって開発されたのだ。当初は無む限げん軌き道どうを履き地面を走り回る存在だったが、なにしろ敵が飛んでいるのでこっちも飛ぼうということになり、敵の撃破と乗員の生存率を高めるために重装甲化された。

　だがこの兵器にも欠点がある。少女たちにしか扱えないのだ。

　そしてミミはユーラットの操縦ができる。

　だがそれを披露する機会は、今のところ、ない。

　しばらくぼんやりしてから、彼女は記念碑前から離れた。

　ベンチがあったので腰を下ろす。なんとなく空を眺めていた。

　青空。太古から眺めていた風景と変わりない。だが、三百メートル以上には昇れない。

　と、腹に響くサイレンが鳴り出した。

　高いところに取りつけられたスピーカーから、割れた感じの女性の声が流れている。

『冥竜警報発令。繰り返します、冥竜警報発令。西北西より冥竜群が接近中。小規模なれど総数は不明。繰り返します……』

　彼女はびくっとした。同時に公園の下から騒がしい野音が伝わってくるのが分かった。

　恐る恐る覗のぞき込こむ。すると舗装された発着場が海上に突き出すように伸びていた。両側に格納庫ハンガーがずらりと並んでいる。

　ユーラットの発着場だ。この公園は、発着場の見学施設も兼ねていたのであった。

　整備員らしき人間が、慌ただしく格納庫ハンガーの扉を開けている。

　ユーラットを引き出すのだろう。大規模な侵攻こそ収まったが、冥竜群はしばしば出現し、人類の生活を脅かしている。そのため各海上都市には、ユーラットの発着場が備えられていて、このような出撃をおこなっていた。

　大きな装甲で覆われ、砲ほう塔とうを備えたユーラットが何両も引き出される。

　ミミは、「自分には縁がなくなった」と思いつつも、吸い込まれるように、その車体を見つめる。

　いきなり後ろから、今度ははっきりした人間の声がした。

「あちゃー、こりゃ先を越されちまうな」

　驚いて振り返る。背の高い女性が発着場を見ながら頭を掻かいていた。

　ジーンズにシャツというラフな恰好だが、すらりとした長身によく似合っている。顔立ちも大人っぽかった。

　彼女は渋い表情をしていた。

「時間食いすぎたか」

「希き実み香かさんがビーフジャーキーなんかで悩むからでしょう」

　そう言ったのは、その隣にいる女の子だ。見たところミミと同じくらいの背丈で同じくらいの年。ただやたら胸が大きかった。スーパーのビニール袋を抱えているが、それでも大きさがよく分かった。

　背の高い女性が隣を向く。

「おい瑠る璃り。あたしはいつもなら悩まねえよ。あのスーパーがいきなり種類を増やしたのがいけねえんだ」

「ビーフジャーキーなんかどれを食べても同じでしょう」

「香辛料の味付けが違うんだよ。まずいの食ったら寝込んじまう」

「しょっぱいだけです」

　彼女たちのさらに横には、エキゾチックな印象を与える少女が立っているが、会話には加わっていない。知り合いなのだろうが、口を開いていなかった。

　希実香と呼ばれた女性が言った。クールな顔立ちのわりには、言葉遣いが乱暴だ。

「遅れちまったもんは仕方ねえ。あたしらも出撃するぞ」

　彼女は二人にそう告げ、駆け出そうとした。

「……足りない……」

　いきなり、それまでずっと黙っていた少女が喋しやべった。その言葉に二人は足を止める。

「足りないから……無理……」

　瑠璃がはっとして言う。

「そうです。先週辞めた分がいません。確か今日、新しいバイトが来るはずでしたよね？」

「そいつなら今朝断りの電話をしてきたって弓ゆみ子こが言ってた」

　希実香の返事に瑠璃が驚く。

「え!?　それでは戦えませんよ!?」

「飛ぶだけならなんとかなんだろ」

「いい的になるだけです！」

　二人は言い合いをはじめた。ずっと聞いていたミミだったが、それを機に、ゆっくりとこの場から離れようとした。

　いきなり身体からだが引っ張られた。

　先ほどの無口な少女が服の袖そでを摘つまんでいる。彼女の方が背が低いので、ミミを見上げる感じになっていた。

　まったく喋らず、なにかを訴えている。瑠璃が気づいた。

「レン、一体なにを……あら」

　瑠璃は摑つかまれたままのミミを見つめた。

　上から下までためつすがめつしてから言う。

「……あなた、できます？」

「え……」

　ミミはたじろいだ。












「できるってなにを」

「ここは発着場なんですから、ユーラットの操縦に決まってます。どうなんですか？」

　真顔の問いかけに、ミミは思わずうなずいた。

「できるけど……」

　希実香が手を叩たたく。

「よし、決まりだ」

「えっ……？　ま、待ってください」

　ミミは慌てて言う。

「操縦できるけど、なんていうかそんなに熱心ってわけでも……いやさっきまで熱心だったけど、なんていうかこんなことならレジ打ちとか伝票整理とか、いっそ接客も歓迎であたしはちょっと……」

「人が足りないんだ」

　希実香はミミの台詞せりふを一切考慮せずに続けた。

「バイト代はちゃんと払う。いいな」

　戸惑うミミのことを瑠璃が摑む。レンのように服を摘まむのではなく。腕と腕を絡めていた。

「走るぞ。これ以上遅れたら大損だ」

　希実香の号令と共に、瑠璃とレンは駆け出した。

「うええええー!?」

　ミミも走った。というより、走らざるを得なかった。瑠璃が大真面目に駆けているからだ。

　三人とミミは、大きな発着場の敷地内に入る。そのまま格納庫ハンガー群の一角に着いた。

　格納庫ハンガーの側面と前面には、大きいが擦れた文字で「幸こう塚づか対たい竜りゆう社しや」と書かれていた。

　ぽかんとしていると、再び瑠璃に引っ張られる。開け放たれた人間用の扉をくぐった。

　そこには眼鏡めがねをかけた少女と、鈍く輝くユーラットが待っていた。

　ごつごつした車体に太い着陸脚。不格好な砲塔。こんな近くで実物を眺めたのはいつ以来だろうか。

「乗ってください」

　瑠璃にうながされた。ユーラットの側面下部の昇降用ハッチが開いていた。

　躊ちゆう躇ちよしていると、希実香が先にハッチをくぐった。顔だけ出して眼鏡の少女に告げる。

「しおり、一人連れてきたぞ。これで出撃できる」

　ユーラットの隣にいた少女が、驚いた表情を見せた。

「ふぇ？　バイトの人、断ったって聞きましたけど……」

「別人だ。いいだろ」

「は、はい。それでその、せめてもう一人欲しいんですけど……」

「お前が乗れ」

　しおりは「ですよね……」と呟つぶやくと、希実香に続いてユーラットに乗り込む。さらにレンが無言で乗った。

「行きますよ」

　最後に瑠璃が、ミミを引きずるようにして足を踏み入れた。

　戦車と名付けられてはいるが、内部はそこそこの広さだった。ユーラットは数日、あるいは数週間にわたって活動する場合があるので、居住設備も備えられているのだ。

　ハッチをくぐってすぐのところにシートが据えられていた。全部で六つ。前方には強化ガラスのはまった目視用の小窓と、外部カメラと連動している液晶モニター。操縦席前にあるステアリングにはバーが二本装着されており、これで車体の全てを操る。その他は副操縦手兼航法担当とか副砲塔担当とか誘導弾担当兼応急処置担当とか砲手とか車長とか。

　大きなユーラットではないので、人間が動けるスペースはここと貨物室で全部だ。天井近くに丸まったハンモックがぶら下がっており、隣の隙すき間まには缶詰が詰め込まれている。唯一、奥に扉があるが、これはトイレだろう。

　そして側面の、一番目立つところに透明ケースに収まったクリスタルが五つある。ある意味、これがユーラットの心臓部だった。

「そこ座れ」

　ミミは希実香によって副操縦手兼航法担当のシートに座らされた。

「レンが操縦するが、たまに方向間違えるんだ。ナビゲーションしてくれ」

「ええー！　あたしも左右音痴ですよ」

「なんとかしろ」

　ミミはまだ状況が把握できていない。隣の操縦席には先ほどの無言少女が座ってヘッドセットをつけていた。

「よ、よろしく」

　とりあえず挨あい拶さつすると、レンは小さくうなずいた。

　希実香が車長らしく一段高いところに着席する。しおりは大きなコンソールにかじりつき、瑠璃は砲手。副砲塔担当の席だけが空っぽだった。

　レンがスイッチをいくつか操作し、ユーラットを始動させる。鈍い音と共にハッチが閉まり、同時に起動音が響いた。

　眼前のパネルにずらずらと数字が表示される。軽い震動がして、車体がふわりと浮き上がった。

「行くぞ！」

　希実香が号令する。レンが操縦桿かんを動かした。ユーラットがゆっくりと前進する。

　開け放たれた格納庫ハンガーから発着場に出た。

「管制塔コントロール、幸塚一イチ〇マル一イチ、出るぞ！」

　無線からは「お前さんたちが一番最後だ、さっさと行け」などと声が流れてくる。希実香は聞こえるように舌打ちをすると、レンに命じた。

「上昇！」

　ユーラットが斜め上に傾く。その姿勢で上昇して行った。

「高度に注意しろ。百五十で水平を維持だ」

　希実香がレンに告げる。

「冥竜群のデータは管制塔コントロールからもらえ。そいつを元に、えーと」

　彼女はミミに訊きいた。

「お前、なんて名前だっけ」

「鳴門です。鳴門ミミ」

「鳴門……？」

　希実香は一瞬不思議そうな顔をしたが、すぐに言った。

「まあいい。あたしは尾お鈴すず希実香。こっちのおっぱいでかいのが佐さ々さ山やま瑠璃」

　瑠璃はミミに微笑ほほえんだが、希実香には「でかいってなんですか」と文句を言っていた。

「眼鏡かけてんのが菜な種たねしおりで操縦してんのがサルテポーン・スルハット。通称レン。空席が一つあるけど、そこだけはどうにもなんねえ。鳴門がいなけりゃもっとどうにもなんなかった」

　ミミは小声で「どうも」と呟く。

「いきなりで悪いけどな。ここで稼いだ分でバイト代は払うから心配すんな。航法は任せる」

「はい……」

　ミミはしょうがないと覚悟を決め、管制塔コントロールとデータのやりとりをする。気象と冥竜群のデータが転送されてきた。

　希実香が指示して前部のハッチを開ける。冷たい風が車内に吹き込んできて、どことなくほっとした雰囲気が流れた。

　しおりがスイッチをいくつか操作すると、パネルに外の風景が映し出される。後方には発着場と、武州海上都市の姿が小さくなろうとしていた。

　瑞穂は冥竜侵攻時に、比較的損害を受けなかった国だ。ただしそれは気象変動による海面上昇時に思い切って海上都市を建設し、多くを移住させていたことによる。冥竜の侵攻範囲に海はそれほど含まれていなかったのだ。

　ここの全てを握るのは川菱重工業であり、瑞穂の国を動かす四大財閥の一つだ。当たり前だが就職先としての人気も高い。そしてユーラットの大手メーカーでもある。

　ミミが見たところ、今乗っている幸塚一〇一は川菱製ではなく中なか富とみ工業製だ。ただ改造が施されているのか、面影があまりない。

　冥竜群の場所に到着するまでまだ時間がある。ミミは色々質問することにした。

「ねえ」

　希実香はハッチから顔を出していたので、瑠璃に訊いた。

　瑠璃は二〇〇ミリ対竜滑かつ腔こう砲ほうのマニュアルと睨にらめっこしていた。慌てて顔を上げる。

「はい？」

「あ、ごめん。邪魔しちゃった」

「いえ、単なる復習ですから気にしないでください。なんでしょう」

「あたし……どこにいるんだろ？」

　ミミは心底困った顔を見せる。瑠璃はきょとんとしていたが、教えてくれた。

「乗ってるところなら幸塚対竜社唯一のユーラット、幸塚一〇一です。場所なら武州海上都市から西北西二〇キロくらいですか。航法やってる鳴門さんの方が分かるはずです」

「あ、ミミでいいよ。みんなそう呼ぶから」

「ではミミさん。私のことも瑠璃と呼んでください」

　ミミはなんとなく気恥ずかしかった。瑠璃が胸の大きさを引いても、たいした美少女だったからかもしれない。

「あのね、瑠璃ちゃん」

　もう一度訊いた。

「場所はもちろん分かるんだけど、幸塚対竜社ってどんなとこ？　メーカー？」

「メーカーではありません」

　瑠璃は答えた。

「冥竜専門のＰＭＣです。ＰＭＣ、分かりますよね」

「うん。もちろん」

　この時代の民間軍事会社private military companyは人間同士が争っていたときと違い、主に冥竜を相手にする。多数のユーラットを所有し、依頼主、あるいは自らの意思で戦っていた。大きなＰＭＣともなると、企業と長期契約を結んで豊富な機材提供を受け、大々的に冥竜と交戦することもあった。

　ＰＭＣの規模は様々で、大きなものになると企業の方から頭を下げて契約をお願いしに来る。小さいと自ら売り込みにいく。

　ミミは感心した。と同時に首を傾かしげた。

「ユーラットが唯一というのは……」

「幸塚対竜社は中小企業。むしろ零れい細さいということです」

　あっさりと瑠璃は認めた。

「規模も小さく予算も少なく、本来は整備担当のしおりさんにまで乗ってもらってます。幸塚のＰＭＣランキング、下から数えた方が早いですよ」

「おーおー、零細とは言ってくれるじゃねえか」

　希実香が言った。会話を聞いていたようだ。もっとも怒った口調ではない。

「社歴だけはそこそこ長ぇぞ。幸塚も昔は両手両足じゃきかねえくらいユーラットを所有していたもんだ。現場じゃ幸塚のユーラットが到着したら他よ者そが譲ったもんよ」

　瑠璃が首をすくめる。ミミが質問した。

「尾鈴さんはそのころから……」

「んなわけあるか。あたしが入社したときから、ユーラットってったらこいつだけだったよ」

　希実香はぽんぽんとシートを叩いた。

「廃業せずにすんでるのはこいつのおかげだから、大事に使えっていつも弓子に言われてる」

「弓子？」

「幸塚弓子。幸塚対竜社の跡継ぎで社長。戻ったら会わせる」

　彼女は「それと、あたしのことは希実香って呼びな」と言い残し、またハッチから顔を出した。

　瑠璃が小声で言った。

「希実香さんと弓子社長はご友人なのです」

「へー。じゃあ友達だからって入社したんだ」

「弓子社長の引きらしいんですけど、希実香さんは元々別のＰＭＣにいたらしいのです」

「それが零細企業に？」

「はい」

　瑠璃がうなずいた。そのあたりにも事情があるようだが、瑠璃も知らないらしく、なにも言わなかった。

「瑠璃ちゃんはどうしてこの会社に？」

「私もバイトです」

　彼女は笑ったが、直後に顔を曇らせた。

「入ったのには、その、事情がありまして……」

　彼女は語尾を濁らせていた。それから振り払うように頭を振る。

「この会社には満足してます。お給料は少ないですけど」

「少ないって、どれくらい？」

　瑠璃は一瞬ためらったが、耳元に口を近づけ、囁ささやく。

　ミミは仰天した。

「わっ、少な！」

「仕事というのは給料ではなくやりがいだというのが、弓子社長の口癖です」

「それってお金がない会社の言い訳だよ……」

　これではバイト代も期待できそうにない。ミミはがくりと肩を落とした。

　瑠璃が気の毒そうに言う。

「すみません。いきなり安いバイト代でお願いすることになって」

「まあ……しょうがないけど」

「ミミさんは、別の会社で働くつもりだったんですか？」

「うん……。まだ高校生だから、バイトのつもりだけど。いくつも面接したよ」

　彼女は思い出しながら指を折った。

「トロピカルグリーンでしょ、武州広ひろ中なかでしょ、ＧＤハイでしょ、富ふ士じ六ろつ甲こうＤＫにグリューエンにミーティアカンパニー……」

「大手ばかりですね」

「そこらで雇ってくれないかなって思ったんだ。ほら、女子高生って引く手あまたじゃない」

「ちょっと不穏な言い方ですが……」

　と瑠璃は口にしてから、

「大手ＰＭＣでもユーラットの乗員は常に募集しているはずです。どうだったんですか？」

「……全部落ちた」

　ミミは力なく笑った。

　ユーラットは少女たちにしか扱えない。これは動力及び冥竜の攻撃から防護するための特殊装甲板が、思春期の少女たちの力に強く反応するためだ。端的に言って、女の子が乗ると相手の攻撃を防ぐことができるのだ。

　これは撃破した冥竜のテクノロジーを利用していた。冥竜の攻撃を防ぐには冥竜の力を使うのが一番手っ取り早い。その力は思春期の少女でなければ利用できなかった。

　また企業も自前でユーラットを運用するのは都合がよくなかったので、ＰＭＣと契約して機材を売ったり無償提供したりしていた。そしてＰＭＣは乗員確保のため、才能のありそうな少女を片っ端からスカウトしたのである。おかげで現在は空前の売り手市場である。

　三十歳くらいになると力も衰えるが、若くて度胸があれば引っ張りだこだ。なのでミミもバイトでどうだと売り込みに行ったものの、謀ったかのように拒否されたのである。

「だからもう止やめて、別のバイトにしようかって思ってたんだよねえ。けど、ここに拾われた……ことになるのかなあ」

「そうですか……」

　瑠璃はなにか考える仕草をしていたが、特に言わなかった。

　そろそろ海の上から地上に出る。希実香が「高度二十上げ」と命じた。

　ユーラットはスムーズに上昇する。眼下は砂浜になり、すぐ緑の大地となった。

　地域にもよるが、植物は生育が旺おう盛せいだ。冥竜が攻めてこようと遠慮なく芽吹き、根を張って周囲を緑に変えていく。放棄された都市の中には一面木々で覆い尽くされたところもあった。

　地上は人が住んでいるところと放棄されたところの差が極端だ。特に瑞穂は国家の基盤が海上都市に移行しているので、地上の復興は後回しにされているか、放棄されている。

　ミミは浮遊システムの数値に目をやった。まれにこの表示が狂っていて、出力が低下しているのに気づかないことがあるのだ。

　レンは無言でスティックを操っている。

　話をしようかと思ったが、本人が望んでいないのに声をかけるのもあれなので、そのままにした。各種データはレンの目の前にある液晶ディスプレイに転送しておいたから、大丈夫だろう。

　後ろを向いた。

「瑠璃ちゃん、これって中富のユーラットだよね？」

「ええ。でも年代物ですよ」

「だよねえ。今のはもっと装甲板が傾斜してるし、砲身だって長いもん。乗員もこの大きさにしては多いし」

「最近のは副操縦席、ありませんからね。他ともっと兼任させています」

「こんな型、あったっけ」

「あちこち直したり改良してるので、原形がないんです」

　瑠璃が答える。道理でごちゃごちゃしているわけだ。最近のユーラットは暗くら闇やみでも手探りでなんとかなるよう気を配っているから、こんなにややこしい配置にしていないのだ。

　ミミは壁際に目をやる。

「あのクリスタルも年代物？」

「いいえ」

　瑠璃は首を振る。

「さすがにこの間、新しいものを入れました。一番左端は何年も前から使ってるそうですけど」

　透明なアクリルケースに収まった手のひらサイズのクリスタルは、前部で五つ。小さく虹にじ色いろに輝いていた。

　このクリスタルこそが、ユーラットをユーラットたらしめている心臓部である。一種のエネルギーコアであり、元は冥竜の心臓部にあったものだ。

　瘴気流内で人工物は原形を保っていられないのだが、なんともインチキなことに冥竜は自由に活動していた。なにしろ三百メートル以上でも平気で飛び回っているのだ。人類はやっきになってその理由を探り、ついに撃墜した冥竜内部からクリスタルを取り出した。

　このクリスタルこそが冥竜を飛び回らせ、かつ瘴気流内でも原形を留めていられるエネルギー源であった。さらには冥竜の外板が腐蝕しないよう特殊な波動を伝達する。むろん攻撃時にも利用されており、これによって空を支配したのである。

　技術者は撃墜した冥竜のクリスタルと外板を利用し、人類が再利用できる兵器システムを開発する。これがユーラットの原型であり、クリスタルを動力源とし、装甲として外板を利用した戦車となったのだ。

　クリスタルは思春期の少女が近くにいることにより強く反応する。乗員が少女たちによって占められた原因はここにあった。

　ともあれ、クリスタルの波動を受けた外板は、冥竜の攻撃にかなり耐えた。しかも瘴気流にある程度の耐性を見せ、高度三百メートル以上に上昇することすら可能になったのである。

　ただ、なにをどうしたところでユーラットは冥竜のように自由な活動ができなかった。クリスタルエネルギーの効率的な伝達に問題があるらしく、三百メートル付近から徐々に外板は腐蝕し始め、五百メートルあたりで完全に崩壊するのである。これが冥竜となるとなんの問題もないのだから、やはり人類の技術は劣っているか相手が魔法を使っているとしか思えなかった。

　ともあれ人類は三百メートル以下で戦闘することに決めた。冥竜の残ざん骸がいはクリスタル以外にも産業復興に役立つものが目白押しだったので、大手の企業やＰＭＣは、自然と冥竜撃墜を飯の種とするようになる。こうして人類を守るためクリスタルのため、ユーラットは日々出撃しては冥竜を撃墜し、残骸を回収するのであった。

「普通、ユーラット自体も十年すれば更新されてしまうのです」

　と瑠璃。

「ここのは長持ちですよね」

「それ、あたしも聞いたことある」

　ミミは首を後ろに向けた。

「大手のユーラットだと三年で換えちゃうこともあるんだって。でも乗り慣れた方がいいから、更新嫌がる人も多いって……」

　瑠璃が目をしばたたかせながらミミを見る。

「詳しいですね」

「……う、うん。まあね」

　ミミは急いで話を打ち切ると、前方に集中した。

　まだハッチを開け放してある。三百メートル以上は瘴気流の天下だが、人間そのものには有害ではない。それに太陽光は地球創世から変わらず注ぎ込んでいた。なので下から見ても空にはなんの変化もなく、電でん離り層そうもちゃんとあるので電波反射による長距離通信も可能。これで冥竜さえいなければ昔の地球と変わりない。

「んー……」

　頭を出したままの希実香が唸うなった。

「レーダーになんか映ってねえか」

　ミミは急いでレーダーを確認する。

「……今のところはありません。えーと、ユーラットらしき物体がいくつかこっちに来ます。帰りみたいです」

　しばらくすると、様々なＰＭＣのユーラットが接近してくる。

　次々にミミたちを載せた幸塚一〇一とすれ違った。そのたびに「遅い出動ね」「ご苦労さま。もうおいしいとこは残ってないわよ」などの通信が入る。

「くそ。しおり、無線を切れ。あいつら自慢ばかりしてきやがる」

　希実香が毒づいた。しおりは言われたとおりに、無線のチャンネルを変えた。

　やがて帰還するユーラットもいなくなり、ひたすら進む幸塚一〇一だけとなる。

「あいつらが撃ち漏らした獲物がいねえかな」

　希実香の呟きが聞こえてくる。

「大手はいつだってこっちの分まで盗とっていっちまう」

「昔は幸塚がその大手だったんですよね」

　ミミが言う。希実香はうなずいた。

「そうだ」

「どうしてユーラットがひとつだけになったんでしょう」

「弓子に直に訊きな。酔っ払うと、たまーにそこらの話をするよ。飲みにつきあってやんな」

「あたし、高校生なんですけど……」

「弓子は気にしないから平気だ」

　あたしは気にしますとミミは呟いた。瑞穂の飲酒可能年齢は十八歳からだが、そもそもミミは酒を飲もうと思ったことがない。

　幸塚一〇一はさらに進む。冥竜群が出現したとおぼしき空域はとっくにすぎた。そして冥竜らしき物体は影も形もない。

「レン、ここを中心にして周回しろ。周回半径は二キロ」

　操縦手のレンは無言で操縦桿を動かす。幸塚一〇一は時計回りに動きはじめた。

　ぐるぐる回ってから、場所を移動してもう一度。

　特に成果はなかった。

「くそ。今日も坊主か」

　希実香が椅い子すを叩く。

「経費がかかるぜ」

　瑠璃が訊く。

「帰ります？」

「そうしたら、また弓子に文句言われる」

「いないものはしょうがないです」

「せめてどっかに残骸でも落ちてねえかな……」

　二人の会話を聞きながら、ミミは目を擦こすった。レーダーモニターと外部カメラのモニターを見つめていたので、疲れてきていた。どこかに目薬ってあったっけなとぼんやり考える。

　不意に、レーダーの一部が明滅した。

「レーダーに反応！」

　希実香が会話を中断した。

「冥竜か!?」

「分かりませんけど、ユーラットじゃないのは確かです」

「レン。そっちに移動だ」

　レンがスティックを操作し、出力を上げる。幸塚一〇一の速力が増した。

　やがて、前方モニターにいびつな形の飛行体が映し出された。

「冥竜だ……」

　ミミは呟く。久しぶりに目撃する冥竜だった。

　形は竜というよりは蜘く蛛もで、中央の塊かたまりから脚らしきものを六本、左右に突き出している。ただし蜘蛛に似てるのもその程度であり、黒っぽい色合いは石炭に近かった。

「中型ですね」

　瑠璃も覗き込むようにして確認していた。ユーラットの倍ほどの大きさの冥竜を、一般的には中型と呼ぶ。

　冥竜は一体だけだった。幸塚一〇一と同じように上空を旋回している。

「気づいているんでしょうか？」

　瑠璃の言葉にミミは首を振る。

「こっちには気づいていないと思うよ。一対一だと分かったら冥竜は必ず攻撃かけてくるはずだから」

「よくお分かりですね……。希実香さん」

　瑠璃は希実香をうながす。

　希実香は答えた。

「やるぞ。戦闘用意！」

　幸塚一〇一の中が慌ただしくなった。

　各ハッチが閉められ、車内気圧が高められる。全周確認をおこない、非常発射スイッチと消火スイッチの蓋ふたが開けられた。

「主砲に対竜弾を装そう塡てん。副砲は……動かすやつがいねえからそのまま。しおり、ミサイルは？」

　しおりが眼鏡をかけ直しながら返事をする。

「左右二発ずつしか入ってません」

「貧乏はつれえな」

「しかも煙幕弾です」

「最悪だ。瑠璃、主砲だけで決着つけるぞ」

　瑠璃はうなずき、やや緊張しながら非貫通式照準器を覗き込んだ。

「レン、高度を冥竜と同じにして後方から接近しろ」

　幸塚一〇一の進路が定まる。水平飛行のまま等速で接近する。

　冥竜は六本の脚をしきりと動かしていた。どのような目的でそんなことをしているのかは不明。そもそも冥竜の行動パターンは分かっていないことが多すぎた。

　幸塚一〇一は慎重に、かつ遅くならないように距離を詰める。

「いいぞ……うまくいけば、一度で仕留められる」

　希実香が唇を舐なめた。と、そのとき。

　冥竜が動きを止めた。

　空中に静止した思うと、いきなり前後が逆転してこちらを向く。

「気づかれた！　瑠璃、撃て！」

　瑠璃はトリガーを引く。重い音がして主砲弾が放たれる。

　だが希実香の号令は一瞬遅く、二〇〇ミリ対竜弾は冥竜すれすれを通過してしまう。

「ちっ、スライドしやがった！」

　中型の冥竜はいったん滑りながら左方向に動くと、前部パネルから青白い炎を放った。

　正確には炎ではなく、実体弾と同じ破壊力がある。幸塚一〇一の左側面に命中し、装甲板ごと車体を揺さぶった。

「きゃーっ！」

　しおりが悲鳴を上げる。希実香は座席の手すりを摑みながら、続けざまに命令を発した。

「出力全開！　レン、高度二十上げ！　頭を抑えるぞ！　上に出たら前方五度下げ！」

　エンジンがうなる。排気炎を発しながら幸塚一〇一は速力を増し、冥竜よりも高度を上げた。

　レンはスティックを調整し、車体前部を下げる。こうしないと斜め下の目標を攻撃できないからだ。

　液晶モニターに無機質な冥竜が大きく映った。

「発射！」

　瑠璃がトリガーを引く。発射の振動で車体がぶれる。自動装塡装置が次弾を砲尾から押し込む音が伝わってくる。

　今度の弾は命中した。

　中型の冥竜が揺れる。外板が剝はがれるのが見えた。

「よし、当たった！」

　希実香が手を叩く。だが瑠璃は冷静に「まだです」と言った。

　確かに冥竜は損傷したものの、まだまだ元気であった。

　お返しとばかりに炎がいくつも放たれる。

「回避！　左！」

　希実香の号令と共にレンが操縦桿を倒す。炎は最初の一発が空中を通過し、もう一発が右側をかすめる。

　三発目は正面に当たった。

　幸塚一〇一が大きく揺れる。押し込まれていた缶詰がいくつか落っこちて、騒々しい音色を奏でる。

　希実香が怒鳴る。

「損害は!?」

「は、はい、エンジン問題なし。主砲塔問題なし。ミサイルポッド問題なし。緊急ランプは全て緑。クリスタルは……」

　しおりがちらりとアクリルケースに目を走らせる。クリスタルは虹色に輝いたままだった。

「問題なし」

「よし。あの野郎、墜としてやる！」

　幸塚一〇一は冥竜の側面から後方に回り込もうと旋回する。瑠璃は砲塔を操作し、立て続けに撃った。

　砲弾は冥竜をかすめ、あるいは直撃する。空中にいくつも炎の花が咲き、煙が舞った。

「硬ぇな！」

　希実香がうめく。冥竜はユーラットの連続攻撃をものともせず、動きを止めていなかった。

「瑠璃、もっとちゃんと当てろ！」

「無茶言わないでください。一発撃つごとに車体が振動するんです」

　発砲の振動のため、照準にブレが生じるのである。

「だから砲安定装置スタビライザーをいい物に換えてくださいって言ってるのに」

「そんな金あるか」

　にも拘かかわらず命中弾を与えているのだから、瑠璃の腕前も相当なものだった。

「ならもっと接近してください！」

「レン！」

　操縦手のレンは返事をせず、冥竜に正面を向け、急速に接近させる。真正面に冥竜の側面がきた。

　発砲。対竜弾が直撃し、脚が一本、根元から破断される。

　幸塚一〇一は冥竜の下を潜るようにして抜ける。車体が旋回して、改めて向き直る。

　いきなり、冥竜が光った。

　今度は先ほどまでの攻撃ではない。残った五本の脚の先端から光線が放たれたのだ。

　幸塚一〇一にいくつも着弾する。光線なのに車体が揺さぶられた。クリスタルが明滅する。

「きゃー、きゃー！」

　しおりが悲鳴を上げる。希実香が怒鳴る。

「やかましい！　それでもユーラット乗りか！」

「私整備担当なんですけど……」

「乗っちまったんだから腹くくれ！　瑠璃、反撃しろ！」

　瑠璃は「はい！」と返事をして撃ちまくった。ユーラットと冥竜の間で火線が激しく応酬される。

　ミミはひたすら計器のチェックと自車の高度確認に忙ぼう殺さつされた。高くなりすぎたらバラバラになるし、低くなりすぎると地面に激突する。

　高度の維持は問題なし。レンが巧みに操縦していた。ならばあとは攻撃力の問題。

　だが先にへたったのは幸塚一〇一だった。

　瑠璃の放とうとした砲弾が不発だったのに比べ、冥竜の光線は確実にヒットしたのである。

　しおりのコンソールにいくつか赤ランプが灯ともる。

「正面装甲板に命中！　左前部着陸脚に損傷！」

　瑠璃が振り返って希実香に叫ぶ。

「次からは正規品の弾を買ってください！」

「弓子に言っとくよ！」

「不発弾強制排出！」

　瑠璃が力を込めて非貫通式照準器の右横にある赤いボタンを叩いた。発射し損ねた対竜弾が砲口から押し出される。その間にも敵の攻撃は次々に命中した。

「エンジン出力低下！　左ミサイルポッド脱落！　車内気圧低下！」

　しおりが早口で損害を報告する。その言葉を縫ぬうようにして瑠璃が言った。

「装塡完了！　発射！」

　対竜弾が命中。冥竜がぐらりと揺れた。

　一瞬車内が歓喜で満たされそうになる。だがそれは、冥竜の攻撃で消え去った。

　青白い炎が側面に直撃したのである。

　これまでとは比べものにならない衝撃が幸塚一〇一を襲った。ミミはミキサーに放ほうり込まれたような感覚に見舞われた。

　車体が大きく右に傾き、今度は左に傾く。車体安定装置が過敏な反応を示して必要以上に揺らしていた。

「痛いてててて！」

　希実香が車長席から転がり落ちた。左肩を押さえている。

「だっ、大丈夫ですか!?」

　しおりが慌てて駆け寄った。希実香は手を振った。

「平気だ。それより損害は!?」

「わりとあります……」

「限界だな。逃げるぞ！」

　無念そうにしていたが、希実香は引き際を心得ていた。レンは車体を正面に向けたまま、幸塚一〇一を後退させる。

　冥竜は襲ってこなかった。

　攻撃を打ち切ると、今まで旋回していた場所に戻った。そしてしばらく遊ゆう弋よくすると、地上に向けて攻撃をはじめたのである。

「なんでしょう……？」

　瑠璃が呟く。希実香は言った。

「なんでもいい。ずらかるぞ」

「待ってください」

　車内の視線が、発言した少女に向く。

　発したのはミミだった。

「瑠璃ちゃん、弾はまだあるよね」

「ありますけど……」

「あいつを仕留めよう」

　ミミは液晶モニターに映る冥竜を見ながら言った。

「なんか変だ。こっちに構ってる暇はないみたい。もしかしたら、地上に誰かいるのかも」

「冥竜が人間を襲っているんですか？」

　瑠璃が訊き返した。

　かつて、冥竜に国家が立ち向っていたころ、冥竜は人類ではなく人工物を襲っているのではないかとの指摘は根強くあった。冥竜の攻撃で倒壊した建物に巻き込まれた人が多かったためである。だがそれも人間を狙ねらう個体の出現によって否定された。

　以降、冥竜の狙いは人類との見解が主流を占めたが、人工物しか攻撃しない個体も確かに存在するため、型タイプによって差があるのだろうと推察されている。

　ここ最近瑞穂国付近に人間を狙う個体は存在していなかった。それが出現したとなると、かなり珍しい。

「助けた方がいいと思う」

　ミミが言う。

　車長の希実香は渋い顔を作った。

「人間とは限らねえだろ。こっちも損傷してんだ。反撃されたら目も当てられねえ」

「だから一発で仕留めるんです」

　ミミは続けた。

「最初の攻撃で外板剝がしましたよね。そこを狙います」

　再び瑠璃の方を向いた。

「できるよね？」

　驚く瑠璃。

「随分な無茶ぶりですね」

「できないの？」

「……できます」

　瑠璃は言った。

「ただし一回だけです。あとは車体がぶれますし、冥竜も気づくでしょうから、不可能です」

　彼女は請け負った。聞いた希実香は肩をすくめた。

「分かった。撃っても撃たなくても、バレたら即撤退だからな」

「はい」

　ミミは高度計を確認する。海抜二百二十メートル。冥竜との戦闘ではよくある高さだ。

　希実香が命じた。

「レン、冥竜の損傷部に向ってゆっくり近づけ。瑠璃はいつでも撃てるようにしとけよ。鳴門はレーダーを見てろ」

　後進を停止。車体が震え、今度は前進をはじめた。

　冥竜は気づいていない。ただ地上に向って射撃を続けている。レンは慎重に幸塚一〇一を操った。

　いきなり、地上からなにかの爆発音がする。冥竜の動きが止まった。

　損傷部がこちらに晒さらされる。

「撃て！」

　希実香の号令と瑠璃の射撃が同時。轟ごう音おんがして二〇〇ミリ対竜弾が放たれる。

　狙い違わず、冥竜の損傷部に命中した。

　信管が作動し、炸さく裂れつ弾頭が起爆する。一瞬のちに大きな炎が冥竜を包んだ。

　爆発と共に冥竜が二つに割れる。無機質な身体が空中でバラバラになって、破片が地上に落ちていった。

「やったあ！」

　ミミは両手を上げると、後ろを向く。

　瑠璃は彼女とハイタッチをした。ミミは拍手。

「瑠璃ちゃん、凄すごい！」

「緊張しました」

　瑠璃は額ひたいの汗を拭ぬぐった。

　希実香は外部モニターを確認していた。周囲に他の冥竜がいないことを確かめてから言う。

「着陸するぞ。本当に人がいるなら救出する。使える外板とクリスタルがあったら回収」

　レンは小さくうなずき、高度を下げはじめた。

　ミミは急いで向き直り、計器類のチェックをする。しおりの声が響いた。

「着陸脚に損傷がありますが、着陸自体に支障はないはずです」

「不整地着陸もいけるか？」

「転倒はしないはずです……」

　希実香の問いに、しおりは語尾を濁していた。目視で確認できない以上、推測に頼ることになる。

　幸塚一〇一は一度空中で旋回してから、着陸態勢に入った。

　ミミが計器を見ながら言う。

「高度下がります。五十……四十……」

「着陸脚下げ」

　久しぶりにレンの声。損傷した左前部着陸脚も含めて、四本の鉄の脚が下がった。

「十……五……着陸」

　軽い振動。やや左前に傾きながら、幸塚一〇一は着陸した。

「周囲に敵影なし。大気中に危険物質なし」

「ハッチ開け」

　しおりのデータを確認してから、希実香が命じた。昇降用の側面ハッチと、上部のハッチが開放される。

　希実香が真っ先に降りた。続いて瑠璃、ミミ、しおり、レンの順。

　ミミは地面に足を付けると、懐かしい感覚に襲われた。実際ずっと海上都市にいたため、ちゃんとした地上は久しぶりである。

　このあたりは木々が少なく、わりと開けていた。そこかしこに冥竜の残骸が点在していて、一部からは煙が上がっている。

　希実香があたりを見回した。

「あたしと瑠璃で使えそうな部品がないか探す。鳴門とレンは人間がいないか確認しろ」

「はい。あの……」

　ミミは言った。

「なんでミミって呼んでくれないんですか？」

「めんどくせえな。鳴門でいいだろ。しおりは車体の損傷度合いをチェックしてくれ」

　希実香が開始の合図代わりに手を振る。それぞれに分かれて仕事をはじめた。

　ミミは無口な少女と共に人捜しである。

　草地だが、あちこちが焦こげている。上空から冥竜が攻撃していたためだろう。もしこの攻撃を人間が受けていたらひとたまりもない。なるべくグロい場面に遭遇しませんようにと、ミミは願いながら捜索を続けた。

　歩き回る。いない。残骸はあるが、人間どころか動物もいなかった。

　彼女は地面から顔を上げた。

「スルハットさん」

「…………」

　返事がないので言い換える。

「レンちゃん」

「…………」

　やはりない。無口なためか、それとも嫌われたのかと思いながら近寄った。

「レンちゃん、こっちは誰もいないけどそっちは……」

「あれ……」

　レンがいきなり前方を指さした。

　目を凝らして指の先を見る。草地の中に誰かが横たわっているようにも思えた。二人は急いで近づく。

　それは確かに人だった。背の低い草の中に、うつぶせで倒れ込んでいる。ぱっとみて外傷はなさそう。ただし意識もなかった。

「女の子……？」

　ミミの言葉にレンがうなずく。

　二人は協力して仰向けにした。

　気絶している人は、少女と言っていい年齢だった。恐らくミミと同じくらい。外見年齢なので本当のところは分からない。髪は銀色で長く、腰まであった。白いワンピースのようなものを身につけている。












　意識を取り戻す気配はない。とりあえずミミは手を振って、声を張り上げた。

「こっち！　いました！」

　希実香と瑠璃が小走りにやってくる。

　二人も少女を覗き込んだ。

「これが戦果か」

　と希実香。ミミは眉まゆを顰ひそめる。

「戦果とか言わないでください。そっちはどうだったんですか」

「なし。瑠璃の攻撃が絶妙すぎて、綺麗にクリスタルを砕いていた」

　希実香は手を上に向けてぱっと開いた。

　瑠璃は苦笑いしてから言う。

「でも変なんです。冥竜の残骸が多すぎます」

「え？　そりゃ撃墜したんだから」

　ミミの言葉を瑠璃はいったん認める。

「はい。ですが、どう考えても二体分はあるんです。あの冥竜は地上にいた冥竜を攻撃していたとしか思えません」

「あー、だからあのとき爆発があったんだ」

　瑠璃は再び「はい」と言った。

　冥竜が冥竜を攻撃するなんてあるのだろうか。あまり、というかまったく聞いたことがない。偶発的な同士撃ちはあっても、この連中は人間みたいに同族に牙きばを向けないのである。

　そうなるとあの中型冥竜は、この少女ではなく別の冥竜を探していたことになる。あるいは少女が冥竜にまたがっていたか。

　希実香が手を叩いた。

「まあいい。考えても分かりゃしないんだ、戻るぞ」

　暗くなったらことだと彼女は付け加えた。

　同感だったので、ミミと瑠璃は二人がかりで少女を抱えた。身体は大変軽く、一人でも運べるのではと思えた。

「……なんか羨うらやましいな」

　ミミが呟く。

「あたしこないだ、一キロ太ったんだよね」

「ミミさんは痩やせている方でしょう」

　瑠璃が応こたえる。

「もう少し食べた方がいいと思います」

「食べたら瑠璃ちゃんみたいに肉がつくかな。胸に」

「それは知りません」

「どうしたらそうなるの？」

「私のことは放っておいてください」

　雑談をしているうちに、ユーラットまでたどり着いた。

　しおりは損傷箇所のチェックを終えたところらしく、液晶タブレットにペンで書き込みをしていた。

「だいたい確認が終りました。思ったより損害は少なくて、十分武州に帰れます……その人は？」

　希実香が言う。

「冥竜が攻撃していた被害者だ」

「綺麗な人ですね……」

「鳴門の勘が当たってたな」

　彼女は武州までの帰還を指示した。

　なんとか気絶した少女を幸塚一〇一の車内に運び、ハッチを閉める。

　レンの操縦の下、武州への帰路を取った。

　少女は空席になっている副砲塔席に座らされた。気絶したままなので、なるべく座席をリクライニングさせる。なお副砲塔は遠隔操作をするので小型かつ無人。

　ミミは航法データをレンに送りながら訊いた。

「クリスタル以外に、なにかあった？」

　瑠璃が返事をする。

「ありません。なんとか使えそうな外板があるにはあったんですが、回収装置が攻撃で故障してまして」

　彼女は残念そうにしていた。冥竜の外板は結構な重量があるので、回収には専用の装置を使う。

　希実香が換気のためハッチを開けながら言った。

「結局赤字だなあ」

　瑠璃は申し訳なさそうにする。

「すみません。あたしが余計なこと言っちゃって」

「いいさ。どうせあのまま帰っても同じだったんだ」

　そう言ってから、希実香は側面ハッチから顔を出した。

　すぐに引っ込める。

「おい、前方に山がないか？」

　ミミは急いで確認をした。

「えーと、あります」

　レーダーにも山影が映っていた。出撃時にはなかったから、冥竜を捜索、戦闘しているうちにかなり流されたのだ。

　ミミは地図を確認した。

「高さは三百三十メートル……ちょっとありますね。このあたりは地面が隆起していて、どこもこんな感じです」

　海面上昇で高さこそ低くなったが、瑞穂は山地が多い。ユーラットの運用には注意が必要だった。

　希実香は少し考える素振りを見せた。

「迂う回かいすると時間かかりそうだな。飛び越えるか」

　彼女は「上昇。瘴気流に入るぞ」と告げる。多少の緊張が車内を包んだ。

　三百メートル前後の高さの障害物に遭遇すると、ユーラットはあえて上昇して飛び越えることがある。時間が節約できるためだ。幸塚一〇一のような旧式のユーラットだと、クリスタルによるエネルギーはエンジン部に限られており、その他は化石燃料が使われているからなおさらだ。これが海抜一千メートルとかの連峰になると、迂回しか手はなくなる。

　ハッチが閉められた。

「瘴気流飛行準備」

　しおりが操作して、車内の気圧を高めにした。そうしないと瘴気が流入し、内部からユーラットを浸食する。

　レンが車体を上昇させる。ミミの眼前にある高度計の数値が増した。

「高度二百八十……二百九十……」

　数値はモニターにも映し出されているので皆分かっているのだが、カウントは必要だ。心の準備ということもある。

「三百オーバー」

　車体が揺さぶられた、気がした。

　瘴気流は「流」というだけあって、風のように吹いていることが多い。そよ風に近いものから、ジェット気流みたいに激しいものまで様々だ。

　このあたりは穏やかだった。

「高度三百十……三百二十……」

「瘴気流計測計、イエローゾーンに突入。が、外板、クリスタルは現在のところ異常ありません」

　ミミのカウントにしおりの上ずった声がかぶさった。

　やがて小さいが、「びし」「ぴん」という音が伝わってくる。外板が瘴気流に反応し、わずかだが腐蝕をはじめたのだ。

　全員緊張する。普通の航空機なら、ここでもう分解して墜落している。

「三百三十メートル」

　レンが車体を水平にした。三百三十四メートルを保ち、そのまま前進させる。

　山のなるべく低そうな所を狙って進ませた。

　山肌をかすめる。モニターに滑落していく石が映った。

　頂上を越えた。

　レンはすぐに車体を降下させる。外板の腐蝕音が消えた。

　高度計が三百を切り、ようやく安心の雰囲気が流れた。

「ふー、これくらいなら平気って分かっていても、緊張するな」

　希実香が手を団扇うちわがわりにして顔を扇ぐ。

　他の面々も一様にほっとした顔だった。ただしレンだけは無表情。

「あたしが最初に瘴気流飛行やったときは、車長のやつがいきなり三百八十まで上げやがってさあ」

　希実香は胸元のボタンを外しながら言った。

「こっちはびびりまくりだ。危うく漏らすところだったよ。新人にはオムツの支給が必要だよなあ」

　ミミは笑ったが、瑠璃は眉根を寄せていた。

「あまり品のないことは言わないでください」

「これのどこが下品なんだ。おめーは漏らさなかったのか」

「漏らしませんよ！」

　瑠璃が言い返す。「ん……」という声がした。

　彼女はきょとんとした。

「今の、誰です？」

　全員が振り返った。

　瑠璃の声ではないのは明らかだった。もちろん希実香でもない。

　声は副砲塔席から聞こえた。

　救出した少女がうめいているのだ。唇から声が漏れている。

　しおりが席から離れて近づいた。

「……大丈夫ですか？　私の声、聞こえますか……？」

「ん……」

　先ほどよりは大きな声になる。

　少女の口が小さく開かれ、やがて瞼まぶたが動く。

「……あ……」

　彼女は目を開いた。

　ぼんやりしているのか、身体は動かさず、眼球だけが左右に振れた。

　身じろぎした。しおりが慌てた。

「じっとしていてください。気絶していたんですから」

「……気絶……」

　意識がはっきりしていないせいで、オウム返しに反応している。

「私たちのこと、見えますか？」

　少女は小さくうなずいた。

　とりあえず意思疎通ができることは分かった。言葉も理解できている。

「ここ……は……」

　これには希実香が答えた。

「幸塚一〇一ってユーラットの中だ。お前さんが倒れていたところを助けたんだよ。助けようっていったのが、そこにいる鳴門だ。感謝しときな」

　少女は再びうなずいた。ミミは照れて「えへへ……」と言った。

　ついでに訊いた。

「えーと、名前なんていうの？」

「……スーリア……」

　少女は返事をする。ミミは微笑むと、

「いい名前だね。どこから来たの？　なんであんなところに」

　スーリアはしばらく考えた。うつむき加減になる。

　やがて顔を上げた。

「分からない……」

「へ？」

「私、誰なんだろう……」

　スーリアは心底困ったような表情で、そう言っていた。
















　幸こう塚づか一イチ〇マル一イチは、ときおりふらふらしながらも、武ぶ州しゆう海上都市への帰還コースを取っていた。

　損害はあるが、車体を放棄するほどでもない。幸塚対たい竜りゆう社しやにとってユーラットは命よりも貴重である。なんとしても持って帰らねばならなかった。

　陸上から海上に出る。周囲に冥めい竜りゆうの気配はない。

　ミミは航法データを操縦席に転送してから自らの席を離れる。副ふく砲ほう手しゆ席に行った。

　スーリアはぼんやりとしたまま、目線を宙に漂わせていた。

「大丈夫？」

　ミミが数回話しかけ、スーリアはようやくうなずいた。

「うん……」

「具合悪いところがあったら言って」

　そう言ってから、ミミは自己紹介をして、他の乗員も紹介した。

「緊張してるかもしれないけど、あたしもここの会社はじめてだから仲間だよ」

「それにしちゃ馴な染じんでるけどな」

　希き実み香かの台詞せりふに、ミミはちょっと恥ずかしくなる。

　スーリアに訊きいてみた。

「生まれたところとか、覚えている？」

　スーリアは首を横に振る。

「じゃ、住んでいたところは？」

　これも分からない。

「御両親や、きょうだいのこととか」

　返答なし。

「名前だけしか覚えてないんだ」

　ようやく肯定の返事があった。

　ミミはうーむと考えると、

「ねえ、実はスーリアって、冥竜に追われていたみたいなんだ」

　スーリアがぴくりとする。

「ずっと冥竜に攻撃されていたんだ。だから気絶したんだと思う。心当たりあるかな？」

「冥竜に……攻撃……？」

「うん」

　ミミはうなずく。スーリアはしばらくうつむき加減になり、考えていた。

「……分からない。ごめんなさい」

「いいよ。意識を失うくらいだったんだもん。仕方ないよ」

　安心させようと笑いかける。

「ここは安全だから、横になっててね」

「あの……」

　ミミは聞き返した。

「ん？」

「ありがとう……」

　スーリアが小さく言う。ミミは微笑ほほえむと、自分の席に戻った。

　幸塚一〇一は経済速度を保ったまま飛行していく。

　陽ひは傾きつつあり、そろそろ夜になろうとしていた。ようやく武州海上都市と滑走路が見えてくる。

「我が家だ」

　希実香が着陸を命令した。

　格納庫ハンガー内に着陸し、希実香はほっとしたような息を吐いた。

「よーし、ご苦労さん。修理と補給は明日にしよう。鳴門なると」

　ミミは車長席を向いた。

「はい？」

「お前、ユーラットの指揮経験あんのか？」

　いきなり言われ、ミミはたじろいだ。

「え……なんででしょう」

「冥竜を攻撃しようって言ったとき、やたら肝が据わっていたぞ。ユーラット乗りは多くても、土壇場で冷静になれるやつってのはそういないんだ。車長どころか部隊長経験までありそうだったぞ」

「いえ、そこまでは」

　彼女は語尾を濁した。

「ないわけじゃないっていうか」

　曖あい昧まいな言葉に終始する。希実香はしばらく胡う散さん臭くさそうな表情をしていたものの、「まあいいか」と言った。

「なんだろうとたいしたもんだったよ。バイト代は弾はずむよう弓ゆみ子こに言っておく」

「すみません」

　ミミは身体からだを小さくして頭を下げた。

　話が終ったと見計らったか、瑠る璃りが声をかけてくる。

「希実香さん。この娘このことは」

「あー、そうか」

　今思い出したと言いたげに、希実香は手を叩たたく。

　副砲手席のスーリアは、ずっときょとんとしていた。

　陸上で拾ってきた、と言ってしまっては聞こえが悪いが、とにかく救出した彼女をどうするか決めなければならないのだ。

　なにしろ記憶がない。帰還途中に色々訊いてみたものの、名前以外はなにも思い出せないのだ。

「武州に市民登録は……してねえよな」

　希実香の言葉に、スーリアはうなずく。

「他の都市の市民かね……。なんにせよ、はいさようならってわけにもいかねえよな」

　彼女は腕組みをする。しばらく考える素振りを見せていた。

　そこにしおりが言った。

「あの、弓子社長、待ってますよ」

「あ、いけね」

　希実香は外部カメラの確認をする。格納庫ハンガー内にスーツを着た女性が立っていた。

「おいみんな、早く降りろ」

　急かすようにして降車させる。ミミとスーリアも慌てて降りた。

　スーツの女性は昇降用ハッチの側そばにいた。希実香が手を上げる。

「やあ弓子、出迎えありがとう」

　幸塚対竜社の女性社長、幸塚弓子はどこか達観した表情で皆が降りるのを待っていた。

　赤いロングヘアーにタイトスカート。タバコを咥くわえているが火は点ついていない。身長は希実香と同じくらいだった。

　希実香はにこにこしながら弓子の肩を叩く。

「さすがだなあ。社長自ら出迎えてくれるなんて、社員の士気も上がるよ」

「希実香」

　弓子は咥えタバコのまま言った。

「また戦果なしか？」

　ずばり言い当てられ、希実香はたじろいだ。

「……なんで分かった？」

「お前が不必要に明るいときは大抵ろくな結果じゃないからだ」

「ちょっと待った。ただの戦果なしじゃない。あちこちに損害がある」

「大赤字だ！」

　と弓子は言ったものの、語調ほどには怒った様子ではなかった。むしろ希実香の方が恐縮している。

「面目ない」

「……やっぱりユーラットが一台じゃキツイか」

「しょうがねえよ。一台じゃ頑張ったって冥竜墜おとすのに限界がある。故障したらもう出撃できねえ。大手みたいにローテーションも組めやしない」

「うちがなくなる日も近いな」

　弓子は口紅のついた紙巻きタバコをいったん離すと、また咥えた。

「だけどな」

　と希実香。

「冥竜を墜とすには墜としたんだよ。しかも中型。でもクリスタルまでぶち抜いちまった」

「意味がないな……待て、撃墜したのか？」

　はじめて弓子は驚いたような表情を見せた。希実香は自慢げにうなずく。

「弾を当てたのは瑠璃だけどな。航法にいいバイトが入った」

「このあいだみんな辞めただろ。お前が性欲剝むき出だしで襲いかかるから」

「襲ってねーよ！　バイト代が安すぎたからだ。とにかく、乗ってもらった」

　希実香がミミとスーリアに、前に出るよう言った。

　二人は弓子の前に立つ。

　ミミはどことなく緊張した。弓子は美人だが目つきが穏やかではない。値踏みされているように感じてしまうのだ。これが彼女の地であると知ったのは、もう少しあとのこと。

　希実香は一度咳せき払ばらいしてから紹介した。

「こっちが鳴門ミミでこっちがスーリア。鳴門はそこの記念公園にいたから引っ張ってきた。スーリアは……話すと長くなる」

「なんだそれは」

「簡単に言うと拾ってきた」

「猫じゃあるまいし……ん？　鳴門？」

　弓子がミミのことをじっと見つめる。

「鳴門ユキとなにか関係あるのか？」

　鋭い視線を浴びせられる。ミミはどう答えたらいいものか逡しゆん巡じゆんしたが、諦あきらめて正直に答えた。

「……えっと、ユキはその、妹です」

　弓子は「やっぱり」という顔をする。希実香は「そうか、どっかで聞いたことがあると思ったら、鳴門ユキか」と言い、しおりは驚いて口を開けた。興味なさげなレンですら少しだけ眉まゆを上げた。

　瑠璃も驚いていた。独り言のように言葉を漏もらす。

「ミミさん、鳴門ユキの……お姉さんなんですか」

「う、うん」

「道理でユーラットに慣れているはずです。腕利きなんですね」

「腕利きなのは妹の方なんだけどね……」

　ミミは恐縮して縮こまった。

　彼女の妹、ユキは武州海上都市の、どうかすると他の都市にすら名前の知られたユーラット乗りである。

　ユーラットの心臓部であるクリスタルは、思春期の少女だけが強く輝かせられる。これは才能によるところが大きく、個人によって差がある。無論それだけではなく、操縦するための技量もないとユーラットは動かない。

　ユキはこの二つが抜きんでているのだ。才能と技術を兼ね備えているのである。

　彼女は現在十六歳だが、十二歳になったころから頭角を現わし、注目の的となっていた。ユーラット関係の雑誌に載らないときはないと言ってもいい。

　皆の視線が集中する。ミミは仕方なく喋しやべり出した。

「半年前にユキはミストラル社にスカウトされたんです。学校との掛け持ちを認められたから入ったって言ってました」

「ああ、川かわ菱びし重工と契約してるあそこか」

　弓子が呟つぶやいた。ミミは続ける。

「凄すごいスカウト合戦で、獲得したミストラル社の株価が急上昇したってお母さん言ってました。毎日家にスカウトの人やマスコミが押しかけるんですよ。あたしもミミのおかげで民間軍事会社ＰＭＣとの面接まではこぎ着けるんですけど、まあ、そのあとは……」

　本人ではないので、相手の興味が急になくなるのである。ミミ自身が妹とは違うと強調してしまうこともある。

「ユキはあんまり家に帰ってこなくなっちゃったし、お父さんとお母さんもそわそわしっぱなしだし、あたしはバイトは決まらないしで居づらくなって」

　一人暮らしをはじめたところですと彼女は説明した。

　ミミはユキと比較されるのが好きではなかった。努力と才能の塊かたまりみたいな妹を前にすると、持ち前の明るさが引っ込んで「わたくしは石の下のダンゴムシでございます」と丸まりたくなってくる。意識する必要はないと分かってはいるのだが。

　ただ世間はそうもいかない。あの鳴門ユキの姉ともなれば、期待をかけるのも無理なからぬことであった。

「妹はユーラットの授業でもトップでしたから、あたしはどうしてもそれ以下になるし、引け目を感じるっていうか」

「だろうな。気持ちは分かるよ」

　意外にも、希実香が同情してくれた。

「肉親が有名人だと苦労するもんだ」

「どうも……。希実香さんも、なにかあるんですか」

「まあな」

　希実香は曖あい昧まいな返事をしてから、弓子に向き直る。

「まあそんなわけで、バイト代を弾はずんでやって欲しいんだけど」

　顔をしかめる弓子。

「そんな余分な金、あると思うか？」

「やっぱない？」

「……ま、ある程度は考えておく。瑠璃も撃墜したんだから賞与を出す」

　その言葉にミミはほっと胸を撫なで下おろした。なにかと物入りなので、給金は多ければ多いほどいいのである。

　にこっとして瑠璃の方を向く。

「やった。瑠璃ちゃんもよかったね」

「…………」

「瑠璃ちゃん？」

「……お先に失礼します」

　瑠璃は誰とも目線を合わせないようにすると、小走りに格納庫ハンガーから出ていった。

　きょとんとして立ち尽くすミミ。

「……えーと、どうしちゃったんだろ」

「あいつも悩み多き乙女なんだよ」

　希実香が言う。弓子も咎とがめたりはしなかった。

「それで、もう一人はスーリアというのか？」

　その疑問に希実香が、どうしてユーラットに乗せることになったのか、事情を説明した。

　弓子は呆あきれていた。

「本当に野良猫を拾ってきたのと変わらないじゃないか」

「ほったらかすわけにはいかないだろ」

　と希実香。弓子が言った。

「スーリア、本当に記憶がないのか？」

　問いかけに、スーリアはびくっとするとミミの後ろに隠れた。

「ますます猫じみてきたな……。すまんが保健所、じゃない役所に行ってくれ。あとは向こうに任せる」

「えっ、それは酷ひどいです」

　そう言ったのはスーリアではなくミミだった。

　彼女は思わず弓子に食ってかかる。

「お役所に任せたらスーリアがどうなっちゃうか分かりません。あっちで狭いところに閉じこめられて、引き取り手が現われなかったら……」

「だからそれは猫だろ」

「せっかく助けたのに無責任なことはできません」

「役所に任せない方が無責任だぞ」

「厄介者扱いなんて、絶対に駄目です」

　彼女は言い切った。知らず知らずのうちに、自らと境遇を重ね合わせていた。

　居場所を見つけられなくなり、身の置き所に困るあの感覚。

　あれは本当に、頭を掻かきむしりたくなるのだ。

　ミミは真剣な表情で弓子に言った。

「せめてこの会社で雇ってもらえませんか？」

　弓子が「は？」と言った。

「バイト初日の人間がもう要求談判か？」

「居場所があればスーリアも安心します」

「猫にベッドを作るのか」

「同じです。助けたんだから、記憶が戻るまで置いてあげてください」

　彼女は言い切った。

　弓子はまいったと言いたげな顔だった。スーリアに訊く。

「お前はどうしたいんだ？」

「……私、ミミといた方が……」

　スーリアはミミの後ろに隠れながら答える。

「ミミといるとほっとする」

「母猫に頼る子猫だな」

「お願いします」

　スーリアは頭を下げた。ミミも同じように「お願いします」と頭を下げる。

　見ていた希実香が口添えした。

「そういや、副砲手の席、空いたままなんだよな」

「おい希実香」

「どうせ乗員をフルで雇うつもりでいたんだろ。いいんじゃないのか」

　弓子はタバコを咥えたまま複雑な顔をしていたが、不承不承認めた。

「ま、いいか」

「ありがとうございます！」

　ミミは思わずスーリアの手を取った。

「よかったね。これで安心だよ」

　スーリアもミミを握り返す。

「うん。ありがとう」

　ほっとした空気が流れる。そこに弓子の声がかぶさった。

「ただし、さっきのバイト代に色をつける話はなしだ」

「えー！」

　ミミが飛び上がる。

「お家賃払えなくなっちゃいます！」

「乗員一人分削って上乗せを捻ねん出しゆつするつもりでいたんだ。増やしたんだから我慢してもらう」

「とほほ……」

　がくっと肩を落とした。自分から無理を言った手前、反論するわけにもいかなかった。

「バイト増やすか……」

「解決策が一つある」

　弓子が言った。

「うちは以前、大勢の乗員を抱えていたから寮があるんだ。部屋が空いているから格安で提供してもいい」

「本当ですか!?」

　ミミの瞳ひとみが輝いた。

「社長のことが天使に見えます！」

「もっと褒ほめてもいいぞ」

「いえ結構です」

「……ただし、建て直す金がないから古いままの寮だぞ」

「安いなら十分です」

「スーリアもそこに住め。どうせ行くところがないんだから、鳴門と一緒の部屋だ」

　スーリアは素直にうなずいた。

　ミミは心底安心して両手を上げた。

「やった、全部解決した。衣食住、全部揃そろった！」

　喜びのあまり飛び上がり、スーリアの手を取ると、ダンスのようにぐるぐる回る。

「これで安泰だー！」

　しばらく歓喜の踊りを踊ると、

「他の皆さんも寮住まいなんですか？」

「私はそうだ。社長だからって余裕あるわけじゃないからな。あとはレン」

「希実香さんは？」

　水を向けられた希実香は、ぴくりとして手を振った。

「あ、あたしは別のとこだよ。寮ってのはどうも肌に合わなくて」

「はあ。しおりちゃんは……」

「わっ、私も寮はちょっと……」

　しおりは何な故ぜか怯おびえながら後ずさっていた。

「ふーん……瑠璃ちゃんはどうなんでしょう」

「あいつも寮じゃないよ。あいつの性格的にあそこは無理だ」

　希実香が答える。ミミはますます怪け訝げんな顔になっていった。

　しばらく疑問符が乱舞していたものの、まあいいやと頭を振る。せっかく低家賃で寝床を確保できたのだ。あまり文句をつけて追い出されたらかなわない。満足しなければ罰ばちが当たるというものだ。

「じゃあこれでいいな」

　弓子が疑念を終らせる。

「修理は明日に回すとして、鳴門とスーリアは引越しの準備をするといい。寮の鍵かぎは渡しておく」

　これで解散となった。一同はぞろぞろと格納庫ハンガーから出て行く。

　ミミは改めてスーリアに向いた。

「これからよろしくね、スーリア」

　スーリアはにこりとすると頭を下げた。





　　　　　○






　ミミはその日の夜、スーリアを自分のアパートに泊めた。誰かを連れ込むと近所の目が厳しくなるが、どうせ女の子同士だしすぐに引っ越すのである。どういう評判が立とうと知ったことではない。

　翌日、契約を仲介した不動産屋に堂々と「また引っ越すんで」と告げると、スーリアと一緒にトラムに乗った。

　スーリアは色白で、他の人間とは違った雰囲気をもつ少女である。砂利の中に発光ダイオードを混ぜたようなもので、否いやが応でも車内の注目を引いていた。

　本人は身の置き所がなさそうにしていたが、ミミは「羨うらやましいだろう。あたしの連れだ」と自慢げであった。

　弓子に教えられた停留所で降りる。手元のメモを見ながら歩いて行った。

「ええと、このあたりだけど」

　ミミは周囲を見回す。繁華街から離れていて、ちょっと寂しい。倉庫街にほど近い場所だった。ユーラットの格納庫ハンガーや部品工場からも近く、いかにも寮がありそうなところだ。

　小こ綺ぎ麗れいなマンションが目に入った。

「あっ、あれかな」

　背が高く、セキュリティもしっかりしてそうなマンションである。さすが元は大手ＰＭＣだけあって、寮の質もいいのだろうか。

　横からスーリアもメモを覗のぞき込こんでいた。

「違うと思う」

「そう？」

「あのマンションだと住所別だから。多分、あっち」

　スーリアは反対方向を指さす。確かに道路を渡ってちょっと行ったあたりのようだ。

　車が来ないときを見計らって道路を横断。小走りで向った。

　さらに信号のない十字路を直進する。もうそろそろ見えてもおかしくないはずである。

「あっ、ここ」

　ミミは立ち止まった。同時に顔が引きつった。

「ここ……？」

　隣のスーリアも目をぱちくりさせていた。

　二人の眼前にあるのは、二階建てのアパートらしきものであった。

「らしきもの」というのは、アパートと形容するのに躊躇ためらわれるからだ。どう見ても築四十年以上は経過しており、しかもリフォームした様子がない。外壁はくすんでいて元の色がなんだか分からず、屋根はぼろぼろ。扉を開けたらその衝撃だけで崩れそうで、どうして立っていられるのかも不明だった。

　周囲からも完全に浮いている。幽霊屋敷と言ってしまっては、幽霊に失礼だろう。墓場の方がマシだと文句をつけるはずだ。

　ようするに「えらくボロい建物」なのである。

「間違いかな……」

「ここだと思う」

　スーリアが無情な指摘をした。

　外壁には簡素な「幸塚対竜社寮」と書かれた看板がかかっている。よって住むべき場所がここだというのは間違いなかった。












　ミミは早くも目の前が真っ暗になった。

「あたし花も恥じらう女子高校生なんだけど、ここに住まなきゃならないの……？」

「でも、安いよ」

　そうなのだ。昨日の帰り際に聞かされた家賃はびっくりするほど低額で、敷金も礼金も必要なかった。

　この誘惑にはあらがいがたい。逡しゆん巡じゆんしたが、とりあえず中に入ることにした。

　玄関扉を手で開ける。部屋の出入り口が外に直結しておらず、しかも防犯用のオートロックなど存在しないあたりが、また古めかしい。

　廊下は薄暗く、電灯もどことなくぼんやりしている。

　弓子とレンは一階に住んでいるらしいが気配がない。本当にいるのかと思っていたら、手前の部屋の扉が開いた。

「待ってた……」

　レンが顔を出した。昨日と同じ服を着たままだ。

「待っててくれたの？」

　ミミが聞き返すと、レンは首肯した。

「社長に、案内するよう頼まれた……」

　肝心の社長は休日出勤しているとのこと。人がいないのでユーラットの修理を手伝うのだ。

　レンは「こっち……」とうながした。

　端にある階段を登る。ミミが訊いた。

「この寮って部屋数多いの？」

「一階に四部屋、二階に六部屋」

「結構あるね。あたしとスーリアは別部屋でもいいんじゃない」

「他は全部床が抜けていたり、壁に穴が開いているから……」

　それでもいいなら止めないとレンは言う。ミミは即座に断った。

　奥の二〇六号室に案内された。

　鍵は渡されていたのでミミが開ける。薄暗い廊下と違い、ぱっと明るくなった。

　畳敷きの部屋だった。広さは十畳ほど。入ってすぐが三た和た土きで隣にトイレのドア。壁際には押し入れがあり、窓が大きく取られているので日光がよく入っていた。

　ミミは意外に感じた。あくまで外観に比してだが、そこそこ綺麗である。気が遠くなるくらい汚いものだと思っていたのだ。

　疑問を察したかレンが言う。

「昨日掃除したから……」

「わっ、そうなんだ」

　ミミとスーリアは驚くと共に恐縮し、何度も礼を言った。

「部屋にあるのはトイレだけだから……。風ふ呂ろと食堂は一階。共用」

「ご飯はどうするの」

「自分で作る」

　ずっと以前は食事の係を雇っていたのだが、とっくの昔にいなくなったらしい。

　案内を終え、レンは自分の部屋に引っ込んだ。

　二人は部屋に残されたが、ぼんやりして一日を潰つぶすわけにもいかない。本格的に引越しをおこなうことにした。

　幸いなことに、実家からアパートに送り出した荷物はまだ業者の手元にあった。送り先を寮にするよう手配し、あとは寝具だけを運べばいい。

　台車を借りて布団を載せ、アパートから寮まで長いこと運ぶのは正直恥ずかしかったが、これも節約のため。

　とはいえトラム数駅分を歩くのはさすがにだるい。スーリアが手伝ってくれなければ、その辺に放置していたところである。

　苦労して寮に布団を運び入れると、もう夜である。

　とりあえず一息をつく。

「……やっぱり二人で住むには狭いかなあ」

　ミミは室内を見回しながら呟いた。一部屋しかないので、二人で住むと手狭感は否めない。

「そんなことない」

　スーリアは首を振った。

「前はもっと広かったけど、つまらなかったから。この方が楽しいと思う」

　そう口にしてから、彼女ははっとした。

「私……前って言った？」

「言った！」

　ミミが思わず近寄る。

「記憶が戻ったの!?」

　スーリアはしばらくなにかを思い出すように、目を泳がせていた。

　やがて言う。

「……分からない」

「そっか……」

　先ほどの一瞬だけ、想おもい出がよみがえったらしい。パズルのピースがテーブルの下から出てきたようなもので、ある出来事だけが独立しているのだ。芋いも蔓づる式しきではなかった。

　二人して少し落ち込む。

　滅め入いったためなのか、空腹を覚えた。

「食堂行こうか」

　食材は恐らく自分で買う必要があるだろう。それは仕方ないとして、どんな調味料と調理器具が置いてあるかだけでも確認したかった。

　下に降りる。思った通り、食堂に隣接した炊事場には、冷蔵庫はあるものの、食材は入っていなかった。

　たまたまレンがいたので、ミミは訊いた。

「ちょうどよかった。近くにスーパーない？　なんか買ってこようって思って」

「？」

　レンが首をかしげる。

「今日は私が作るけど……？」

「え、レンちゃんが作ってくれるの？」

「うん……」

　なんでもレンはここで、弓子の分まで食事を作ることによって、多めに給料を貰もらっているのだそうだ。場合によっては昼の弁当まで作ることがあるという。

「でもそれ社長の分だけだよね。なんであたしたちのまで」

「歓迎会……」

　彼女は簡潔にそれだけ言った。

　食事を用意、しかも歓迎会までしてくれるというなら断る理由はない。ミミとスーリアは喜んでレンにお願いをした。

　自室で待つことしばし、呼びに来たので食堂に行く。

「わあ！」

　ミミは歓喜の声を上げた。

「人間らしい食事ができる！」

　テーブルの上に用意されていたのは、トムヤンクン、パッタイ（焼きそばの一種）、サイコーイサーン（ソーセージの一種）、エビのチャーハンなどであった。

　金がなかったので二日ほどパンの端切れしか食べておらず、今のミミにとっては目も眩くらむようなご馳ち走そうである。

「あまり辛からくしないように作った……」

「レンちゃんありがとう！」

　ミミに感謝されて、レンは顔をほんのりと赤くしていた。

　やがて弓子が、さらに希実香、瑠璃、しおりとやってくる。皆、飲み物を持参していた。

　瑠璃がジュース、しおりはお茶をあれこれ、弓子はワインで希実香がビールとブランデーである。希実香は席に着くと早々に缶ビールのプルタブを開けた。

「早く乾杯しようぜ」

「急せかすんじゃない。気の早いやつだ」

　弓子は自ら飲み物をミミとスーリアに注つごうとした。

「酒は？」

「い、いえ、飲みません」

　ミミとスーリアは同時に首を振る。弓子は苦笑。

「つまらんな。早く覚えろ」

　そう言いながらも、オレンジジュースを二人のコップに注いだ。

　瑠璃としおりは烏龍ウーロン茶ちやである。弓子は自分のワインをコップに入れてから、手に持った。

「まあ、あまり長々と喋るのもあれだ。新しいバイトが入って、ようやくうちのユーラットもちゃんと運用できるようになった。あとは売り上げを上げるだけだ。この幸運が長続きするよう祈ろう」

　ということで乾杯。ガラスのコップがちんと鳴らされる。

　歓迎会がはじまった。

　少人数の会社である。社長もバイトもほとんど区別がない。同じ皿から好きなだけ料理を取り、安いコップで飲む。

「どれもおいしいね、レンちゃん」

　ミミはパッタイを大量に頰ほお張ばりながら言った。

「どこで覚えたの？」

「おばあちゃんからと、あとは独学……」

　かすかに照れながらレンは答える。ミミは食べ物を飲み込むまで、いったん喋るのを止めた。

　ついでに訊いてみる。

「なんでこの会社に入ったの？　バイトじゃないよね」

「おじいちゃんがここで働いていたから……」

「え？　男性なのに？」

　この疑問には弓子が答えた。

「営業だよ。腕がよかったって、うちの先代が言ってたぞ」

　彼女はコップを傾けつつ、

「先代ってのは私の母親だ。レンの祖父がいなくなってから、幸塚の凋ちよう落らくがはじまったってよく話してたな」

　淡々と語っている。見ると、ワインボトルが一本、すでに空になっていた。言葉に澱よどみはないが、ひょっとすると酔っているのだろうか。

「こんな小さくなっちまって、レンを入れるのも悪いと思ったんだが、どうしても入りたいとレンがいうんでね」

「はあ……」

　どう返事をしていいか分からず、ミミは気の抜けた台詞を言う。レンは烏龍茶を飲みながら「不満はないから……」と呟いていた。

　その隣ではしおりがエビチャーハンばかり食べていた。

「しおりちゃんはなんで入ったの？」

「え……私ですか……むぐ」

　驚いたのかエビを喉のどに詰まらせている。しばらくじたばたしてから、冷たいほうじ茶で胃に流し込んだ。

「ふう……私もバイトです。募集の張り紙がありましたからダメ元で」

「なんでダメ元だったの」

「整備が好きなんです。でもユーラットの整備担当って普通は男の人じゃないですか」

　ユーラットの部品が重いので、男性がおこなうことが多いのである。もちろん女性にも可能だが、大半は乗員になる。

「駄目かなって思ってたんですけど、社長は即採用してくれました。整備、楽しいですから満足してます」

　しおりは嬉うれしそうにしていた。

「あのときも整備が辞めた直後だったんだ」

　これも弓子である。

「まあまあ腕のいいやつだったんだが、なんか駿すん州しゆう海上都市にいる父親が病気だから帰るとか言ってな。止めるわけにもいかなかったが、他のＰＭＣに引き抜かれたんじゃないかと睨にらんでる。父親が病気かどうかも怪しい……こら、希実香、くっつくな」

　実は先ほどから、希実香が弓子にしなだれかかっているのだ。弓子は何度も引き離そうとするのだが、そのたびに首や肩に手を回していた。

「いいじゃん弓子ぉ」

　希実香はすでにできあがっていた。とろんとした目つきで右手に缶ビールを持ち、左手で弓子の身体を触っている。

「んふ……弓子と一緒に働けて、あたし幸せなんだからさぁ」

　首筋に息を吹きかけられて、弓子は顔をしかめた。

「幸せとなんの関係がある」

「給料安いから、こうやって元とってんの」

「ハラスメントじゃないのか？」

「部下は上司になにしたっていーの」

　けらけら笑いながら、腰や胸までべたべた触っていた。弓子は邪じや険けんにしつつも、その場からは動かない。

　瑠璃がミミに囁ささやいた。

「希実香さんはお酒に弱いんです」

　確かに、缶ビールは一本しか空になっていない。

「でも大好きで、いつも飲んではああやって弓子さんにくっつこうとするんです」

「仲いいんだね」

「いいって言うんでしょうか」

　瑠璃は手の中でコップをいじり回していた。

「その……ミミさん」

「なあに？」

「昨日はすみません。不愉快な思いをさせたと思います」

　いきなり帰ってしまったことを言っている。ミミは笑った。

「ああ、別に気にしてないよ」

「ならいいんですが……」

「なんかあったの？　お腹痛くなったとか」

「違います。妹さんのことで……」

　ミミは少しだけ頭を巡らせる。

「あ、ユキのこと。どうかしたの」

「私、以前は別のＰＭＣにいたんです。そこで、妹さんとちょっと……」

「ユキとって……ひょっとしてミストラル社にいたの？」

　瑠璃は「はい」と言って肯定した。

　ミストラル社はＰＭＣの中でも最大手だ。本社はローラシア連合国。各地に支社を持っており、瑞みず穂ほでは武州に置いている。

　最新型のユーラットをずらりと揃え、冥竜を駆く逐ちくするこの会社は就職先としても人気が高い。なにしろ給料がいいのである。これで福利厚生もしっかりしているとなれば、多少の危険は視界から消える。

「私はユキさんと入れ替わる形で辞めたんです。そのあとここに拾ってもらいました」

「えー、ひょっとしたらユキが追い出すことになっちゃったの。だとしたらごめん。姉として謝る」

　ミミはぺこぺこ頭を下げる。瑠璃は首を振った。

「そういうわけではないのですが……」

「じゃあなんで？」

「多分明日、分かると思います」

「そうなの？」

　きょとんとするミミ。瑠璃が不思議そうにする。

「知らないんですか？」

「なにを？」

　どうやら瑠璃は呆あきれたらしく、「明日まで待ってください」とだけ答え、あとはなにも教えてくれなかった。

　歓迎会もそろそろ終る。レンが少しずつ食器の片付けをはじめる。しおりも手伝っていた。希実香は弓子とベタベタし続けているので役には立たない。

「だから弓子ぉー。ここから引っ越せばいいのにー。あたしんとこ来なよー」

　希実香は弓子の身体を揺すっていた。

　弓子がさりげなく希実香からビールを取り上げる。

「残念だな。こんなボロでも愛着はあるんだ」

「えー、じゃああたしがここに引っ越すー」

「本当か？　ゴキブリ出るぞ」

「……じゃあ越さない。ゴキブリ嫌い」

　文句を言うと、希実香はいきなりテーブルに突っ伏した。すぐにいびきをかき出す。

　弓子は希実香の顔にかかった前髪をそっと上げた。

「すまないが、片付けを頼んでいいか。私はこいつを送って行く」

「手伝いましょうか？」

　ミミが言うが、弓子はゆっくり手を振った。

「私一人で何とかなる。マンションに押し込んでおく」

「なにかされません？」

「こいつにそんな度胸があるものか。レン、明日の出社は午後からでいいぞ」

　彼女は希実香を肩で支えると、食堂から出て行った。

　ミミは片付けを手伝うことにした。

「スーリア、まだ食べてる？」

　言われたスーリアは、慌ててパッタイを口の中に押し込んだ。

「もう平気。お腹いっぱい」

「よく食べたねえ」

「おいしくて」

「食べてるスーリアも可か愛わいいよ」

　スーリアは照れくさそうにしながら、オレンジジュースを飲み干した。

　やりとりを見ていた瑠璃が、なにやら複雑な顔をしていた。

「ミミさんは、スーリアさんのことを呼び捨てにするんですか？」

「あー……そういえばそうかも、なんでだろね」

　あははと笑う。実際、自分で意識した行為ではなかった。

「呼びやすいからかな」

「……そうですか」

　それきり瑠璃は黙る。どことなくつまらなそうな雰囲気を漂わせながら、彼女はテーブルを拭ふいていた。





　　　　　○






　翌日。

　月曜日なのでミミは学校に行かねばならぬ。ここ数日のどたばたで忘れそうになるが、本業は高校生なのだ。

　制服に着替えて朝食（昨日の歓迎会の残り）を摂とると、足早に出かける。

　スーリアが見送ってくれた。さすがにどことなく寂しそうであった。

　彼女が通っている武州第一高等学校は、元々ユーラット乗りのために作られたものなので、専門の課程がある。ユーラットで実戦に出撃すると、ある程度は出席扱いになるのだ。それなりにレベルが高いので生徒も多く、ユーラット科だけでもクラスは五つに分れていた。

　二年Ａ組がミミのクラスである。入って席について早々、ミミはクラスメートから声をかけられた。

「ミミ、今日は企業見学だから校庭集合だよ」

「あ、そうだった！」

　彼女は急いで引き返した。

　校庭の中央にはすでに生徒たちが集まっている。登校時にも見たはずなのだが、ここ数日のことを思い出していて、「人多いな」くらいにしか感じていなかった。

　ユーラット科の二年生が全員見学に行くことになっていた。自分のクラスを探し、一番後ろに並ぼうとする。

　と、声をかけられた。

「ミミさん」

　振り返ると瑠璃がいる。ミミは喫きつ驚きようした。












「え!?　瑠璃ちゃん!?　なんで？」

「なんでって……同じ高校ですよ。知らなかったんですか？」

「知らなかった……」

　言われてみれば確かに同じ制服を着ている。徽き章しようはＥ組のものだった。

　瑠璃は「やっぱり」と言っていた。

「そんなことじゃないかと思っていました」

「ごめん……。あんま他のクラスのこと興味なかった」

　手を合せて拝む仕草。

「いやまさかこんな胸の大きい娘こが同じ学校だとは」

「それ、やめてください……私も出撃だなんだで出席してないことも多かったですから」

「じゃあ同い年なんだ。入学式にいた？」

「いえ、休んでました」

　その頃はまだミストラル社にいて、ちょうど出撃と重なったと彼女は説明してくれた。

「私はミミさんのこと知ってましたよ」

「そうなの？」

「なんとなくですけど。一昨日おととい帰ってから名簿を確認して、やっぱりそうだったって思いました」

　ミミはそんなことすらしていなかった。ひたすら恐縮し、小さくなった。

　全員揃うと、引率の教師が先頭に立ち、チャーターしたバスに乗り込む。

　五台連なって、武州の西側地区へ向う。

　このあたりになるとユーラットの関連企業がぐんと多くなる。バスはさらに進み、やがてひときわ大きなビルとずらりと並んだ工場が見えてきた。

　バスは敷地に入る。ミミは窓から門に掲げられた看板を眺めた。

「川菱重工業……」

　川菱グループの総本山、川菱重工業が企業見学の目的地であった。

　バスが止まり、生徒たちは降りる。今日は川菱重工業ユーラット部門の研究所と、隣接した工場の見学である。

　細々とした注意事項が言い渡され、生徒一人一人にゲスト用ＩＤカードが渡される。さすが大企業、セキュリティがしっかりしていた。

　まずは工場。ユーラットの生産過程が説明され、内部に案内される。

　天井の高い工場内は驚くほど明るい。ユーラット車体がいくつも並んでおり、装備を取りつけていた。

「うわ、見たことないタイプだ」

　ミミが呟く。案内の係員によるとまだ市場に出回っていない新型で、ここが初の生産ラインとのこと。なので当然写真撮影は禁止。

「こんなのが幸塚にあればいいなあ」

「難しいでしょうね。今の部品も中古市場から調達してるくらいですから」

　いつの間にか瑠璃が隣に来ており、説明してくれた。

　見学しながら、女の子たちは係員に様々な質問を浴びせていた。ユーラット科の生徒らしく、エンジンの出力や装甲、最大上昇限度などの専門的な質問が多い。係員は困り顔で「それは企業秘密です」を連呼していた。

　続いて研究所へ。ここは見学スペースが限られる。絶対に指定されたところ以外は立ち入らないようにと釘くぎを刺された。

　図面を元になにやら話し合っているところや、着陸脚の稼働研究、居住改善提案や電装系の複雑極まりない回線の決め方など。クリスタルや装甲の研究設備は見せてもらえなかった。

「ここではユーラットのデータを常に収集し、フィードバックしています」

　女性の係員が説明した。

「実戦のデータを細かく反映することによって生存率を高め、冥竜撃退に役立てます」

　生徒の一人が手を上げる。

「ユーラットの椅い子すが硬くてお尻が痛いってのもなんとかならないんですか？」

「それは……そうですね。貴重なご意見です」

　女性係員は細かくうなずいた。

　研究所の広場に出る。そこには様々な試作車しや輌りようが並んでいた。左から年代順に展示されている。初期の車輌は洗練されておらず、まるで缶詰に砲ほう塔とうがついているみたいだ。ユーラットの別称がどうして「缶詰戦車キヤンタンク」なのかがよく理解できる。

「ここはある意味川菱の歴史です。こうやって作られたユーラットが冥竜から人類を守る役に立っているのです」

　女性係員の声もどこか誇らしい。

「当社では契約したＰＭＣに試作車輌を提供することによって、より完成された車輌を量産する体制としております。あ……ちょうど帰ってきたところですね」

　工場には滑走路が併設されている。そこからユーラット乗りがやってきた。

　彼女たちを見た生徒がざわついた。ユーラット科の生徒たちにとって、あの特徴的な、ネイビーブルーのユーラットジャケットを知らない人間はいない。ミストラル社の服なのだ。

　先頭にいるのは背が低く童顔で、それでいて気の強そうな表情をした少女であった。

　物腰はしっかりしており、ポニーテールが風に揺れている。威厳に満ちた足取りは、女王のようでもあった。

　ミミが唾つばを飲み込む。反射的に他の生徒の後ろに隠れた。

　その生徒は「鳴門ユキだ……」と呟いていた。

　ユキをはじめとするユーラット乗りは武州第一高校の生徒たちを一いち瞥べつする。特に話しかけたりせず、通りすぎていった。

　生徒たちは「はじめて鳴門ユキを見た」「可愛いのにかっこいい」と感想を言い合っている。ミミはほっと胸を撫なで下おろしていた。

（ミミさん……）

　瑠璃が囁ささやいた。

（挨あい拶さつしないんですか？）

（うん……劣等感あるから）

　えへへと笑う。

（あの娘も話しかけて欲しくないだろうし）

（ひょっとしてクラスの人たちに、姉だって言ってないんですか？）

（言ってない……。名字のことで訊かれてもごまかしていた）

　クラスで言い触らしたりはしたくなかった。ユキは別の高校に進学したのだが、そこのユーラット科は武州海上都市どころか瑞穂でもトップなのである。比べられてはたまらない。

（だから瑠璃ちゃんも黙っていて）

　片手を上げて拝む。瑠璃は承諾した。

（いいですけど。でもどうして弓子さんには鳴門ユキの姉だって答えたんですか）

（なんでだろうね。あの人には正直に話したくなったのかも）

　見かけより優しそうだからとミミは答えた。

　一通りの見学が終わり、帰る前に一休みとなる。生徒たちは休憩所で暇を潰したり、ジュースを買って芝生に座ったりした。

　ミミはトイレに行く。何な故ぜか瑠璃と一緒だった。

「あたし、女同士で連れだってトイレに行くって、変な風習だと思う」

　ミミの言葉に瑠璃は同意する。

「男子に見られたら誤解されそうです」

「あたし、覗く趣味ないよ」

「あったら大変です」

　研究所内のトイレは大変綺麗で清潔だった。学校にあるものとは設備が違う。寮とも大違いで、「ここなら住んでもいいかも」と思ったくらいだ。

　トイレから出て瑠璃を待つ。二人でバスの駐車場に戻ろうとした。

　研究所から出て、ミミは足を止めた。

　瑠璃が不思議そうにしたが、彼女もすぐに理由を察した。

　二人の前には一人の少女がいた。先ほど見かけた、ミストラル社のジャケットを羽織ったユーラット乗りだ。

　ミミの妹、ユキだった。

　いつの間に、とミミは思った。どうもさっきすれ違ったときに見つけられたらしい。

　ユキはさっきよりも険しい目つきでミミを見つめていた。

「……お姉ちゃん」

　ユキは口を開いた。

「なにしてるの、ここは川菱の工場だけど」

　予想以上の冷たい台詞に、ミミはたじろいだ。

「いや、企業見学……」

「ふーん。将来川菱に入るつもり？　お姉ちゃんの学校じゃ無理だと思うけど」

「そんなことないんじゃないかな……」

　口の中でごにょごにょと反論した。確かに、武州第一高校はレベルが低いわけではないが、川菱に入れるかというと微妙だ。なにしろ相手は武州以外からも社員を募っているのである。

　ユキが口を開く。

「あたし先週実家帰ったんだけど、お姉ちゃんいなかった」

「うん、一人暮らしはじめたんだ」

「あたしに知らせなかったよね」

「知りたかったの……？」

　思わず聞き返す。ユキはむっとした表情をしていた。

「まだバイト探してるんだよね？　見つからないんじゃない？」

「見つかったよ。幸塚対竜社」

「幸塚……あの小さいとこ!?」

　ユキははじめて驚いた顔した。

「どうして!?　なんで大手じゃないの？　ミストラルにすればよかったじゃない！　あたしが偉い人に頼んであげるから！」

「そういうのはちょっとねえ。幸塚も悪くないよ」

「幸塚がいいＰＭＣだったのは、ずっと前の話じゃない！」

「いい人多いよ。瑠璃ちゃんだって一流の砲手だし。あ、そうそう、瑠璃ちゃんミストラルにいたんだよ。知ってた？」

　親切のつもりで教えたのだが、ユキは瑠璃にちらりと視線を走らせるだけで、またミミに戻った。

　首を振っている。

「信じらんない……。勝手にＰＭＣに入るなんて」

「なんで妹の許可がいるの……」

「そんなとこ早く辞めてよ」

「そっちのがよっぽど信じられないって」

　強引ではあったがバイトとして受け入れてもらえたのだ。歓迎会までやってもらったのに辞めてしまっては、あの一角に近づけなくなる。

　ユキはむっとした表情で腰に手を当てていた。しばらくその恰かつ好こうのまま睨にらんでいる。

「……いいけど。お姉ちゃんのことはあたしに関係ないし」

「あたしもそう思う」

「せいぜい冥竜にやられないよう気をつけてね。幸塚のようなポンコツユーラットじゃ難しいでしょうけど。それと」

　ようやく瑠璃の顔を見た。

「有名人に足を引っ張られない方がいいよ」

「なにそれ。もしかして瑠璃ちゃんのこと？」

　瑠璃はなにも言わない。うつむき気味になったままだ。ユキが言う。

「他に誰がいるの」

「瑠璃ちゃんが有名人って、胸が大きくて可愛いから？」

「そうじゃない。メーカーやＰＭＣの中じゃ結構有名なんだから」

「……あ、分かった」

　ミミは一歩進み出た。

「やっぱりあんたがミストラルから瑠璃ちゃんを追い出したんでしょう。エリートのイジメって隠されるもんね。謝んなさい。あたしも一緒に頭下げるから」

「そんなことしてない！　あたしが入って数日して勝手に辞めたの！」

　憤然とするユキ。

「あたしはかばった方よ。でも辞められちゃどうしようもないの。負け犬嫌いだし」

「なんで？」

「自分で訊いてみたら」

　ユキは捨て台詞のように言うと、背を向けて去って行った。

　二人は取り残された恰好になった。沈黙が支配する。

　ミミはどうしたものかと逡巡し、結局謝ることにした。

「ごめんね瑠璃ちゃん。妹があんなこと言って」

「……いえ、いいんです。ユキさんの言うとおりですから」

　瑠璃は答えた。どこかさばさばしてるようにも見える。

「確かに辞める必要はなかったんですよね。私のせいってわけではなかったんですから」

　彼女はミミのことを見つめた。

「私の父、佐さ々さ山やま正まさ春はるはユーラットの主任設計技師だったんです」

「え、そうなの!?」

　これにはミミも仰天した。そんな素振りはまったく見せていなかったからだ。

「どこのメーカー？」

「中なか富とみ工業です。父の設計したユーラットは好評で、各国に輸出されて使われてました。当時は忙しくてほとんど家に帰ってこなかったって、母は言ってます。私が生まれてからも仕事づくめだったって」

　正春は中富の中でも評判が上がり、順調に出世していった。彼の設計したユーラットはいくつも売れ、川菱、ユニオンメタルと並ぶブランド名を確立していく。

　そんな中、ある事故が起こった。

「半年前、冥竜との戦闘中に、新型のユーラットが立て続けに墜落したんです。戦闘中、被害もないのに突然」

　瑠璃は小さい声で言った。

「全すべて父が設計したユーラットでした。原因が調査されて、動力まわりの設計ミスということになったんです」

「うわ……」

　とミミは言ってから、

「でもそのニュース知らないなあ」

「中富がメディアにお願いしてあまり報道されないようにしましたから……。母は事故の原因は他にあって、父をスケープゴートにするための陰謀だって言ってます。本当のことは分かりません。でも父は責任を取る形で辞職しました。今ではもうユーラットに未練をなくして引退してます。退職金もたくさんもらいましたから」

　額がとても大きかったので、口止め料込みかもしれないと瑠璃は付け加えた。

「ミストラルにも同タイプのユーラットはあったんです。全てが飛行停止となって廃棄されました。この事件がきっかけで、ミストラルは契約先を中富から川菱に変更したくらいです。皆さん私の父だと知ってましたから、居づらくなって……」

　思わずミミは口を出した。

「でもそれってさ、瑠璃ちゃんのせいじゃないじゃない。関係ないよ」

「ですけど、やっぱりそう思わない人もいますから。私も気にして辞めたんです。……ユキさんの言うとおり、負け犬だと思います」

　瑠璃は言う。

「ミストラルを辞めたあと、なんとなくＰＭＣの雑誌を眺めていたら、隅すみっこに小さく、父が昔設計したユーラットが載っていたんです」

　それが幸塚対竜社の幸塚一〇一であった。瑠璃は見つけた瞬間、弓子のところに電話をかけて雇ってもらえるよう頼み込んだ。

「私は父のユーラットで戦って、名誉を取り戻したいんです。父の設計したユーラットは欠陥品じゃない、世界一だって証明するために、乗っています。それも負け犬の発想だと思いますけど」

　彼女は喋り終え、大きく息を吐いた。

　ミミはしばらく彼女の横顔を見つめる。とても綺麗だ。その顔の下は、小さくても強い決意で占められている。

「瑠璃ちゃんは負け犬じゃないよ」

　ミミは彼女の手を握った。

「瑠璃ちゃんはとっても強い娘だよ。それが負け犬だったら、妹に引け目感じてるあたしなんか、負けミジンコだよ」

「ミジンコ……」

「あたしも瑠璃ちゃんに協力する！」

　ミミはぐっと瑠璃に顔を近づけた。

「お父さんの名誉を取り戻そう。ユキの鼻も明かしてやるんだ！」

「本気ですか？」

「もちろん」

「……ありがとうございます」

　瑠璃は礼を言う。

「私もミミさんが、ユキさんよりもいいユーラット乗りだって証明するのに協力します」

「うん。二人で一緒にやろう！」

　ミミとユキは固く手を握りあった。

　いないことに気づいた引率の教師が捜しに来るまで、二人はずっとそのままでいた。
















「今日も一日頑張ろうね、瑠る璃りちゃん！」

　ミミは幸こう塚づか対たい竜りゆう社しやの格納庫ハンガーで、瑠璃の手をぎゅっと握りしめていた。

「はい、頑張りましょう」

　瑠璃もそう返事をする。二人は改めて決意を固くした。

　見ていた希き実み香かがスーリアの方を向いた。

「なんだありゃ」

「……さっぱり」

　昨日、ミミは寮に帰るなり「世界一のユーラット乗りになる！」と宣言してスーリアの度肝を抜いた。そしてやおらユーラット関係の技術書を取り出すと、一心不乱に読み出したのである。

　分からない言葉や数式が出てきたら印をつけ、一度通読してから改めて読み直し、今度は納得するまで調べる徹底ぶりである。なにかあったのかと心配するスーリアに、彼女は言った。

「頑張って世界一になるんだよ。妹が世界一だからね、妹を越えたければ世界一になるしかないんだ」

　世界一を連呼して、勉強に耽ふけった。

　次の日の朝、ミミは幸塚対竜社に出向いた。そして朝っぱらからなんだこの暑苦しい女はとの視線を無視し、瑠璃と誓い合ってから登校したのである。

　下校後も直接会社に向った。社屋は格納庫ハンガーに隣接した建物の二階にある。二階建てのこぢんまりとした建物で、一階は倉庫。

　彼女は事務室で一服している弓ゆみ子こに直談判をした。

「すぐに出撃して、幸塚を有名にしましょう！」

「お前はなにを言っているんだ」

　弓子はタバコの火を消すと言った。

「言われなくても幸塚は有名だ。あまりいい意味じゃないが」

「名実共にトップにするんです！」

「冥めい竜りゆう警報も出ていないのに出撃なんかできるか」

　瑞みず穂ほでは、冥竜が出現すると各地に張り巡らされた監視システムによって捕ほ捉そくされ、各海上都市にある管制塔コントロールに知らされる。そこが警報を発することでユーラットは出撃するのだ。

　まれにユーラットを出現予想地点に張り付かせる手段をとることもあるが、経費がかかる上に空振りが多いので好まれていなかった。

　ミミは諦あきらめない。

「じゃあ訓練ってことで出撃しましょう」

「金がかかる。だいたい今は修理中だ」

　そうだったとミミは思った。前回の戦闘で損傷したままなのである。

「どれくらいかかるんでしょう」

「そういうのはしおりに訊きけ。さっきからやっている。なんなら修理を手伝ってくるといい」

　バイト代も払うと言われたので、ミミは承諾した。

　格納庫ハンガーに行こうとしたら、また弓子に呼び止められた。

「その恰かつ好こうじゃ汚れるぞ。せめて上に羽織れ」

「上着、置いてきちゃいました」

「そういえば案内してなかったな。隣がロッカー室だ。ジャケットが余ってるから勝手に選べ。ロッカーも好きにしていいぞ」

　ロッカー室は事務室に隣接していた。中にはロッカーがざっと二十は並んでいる。まだ社員が多かった時代の名残なのだろう。恐らくこれでも少ない方で、全盛期なら百を越えていたはず。

　ミミは適当なロッカーを選択し、紙に「鳴門なるとミミ」と書くと名前のスペースに挟んだ。なんとなく「会社勤め」という気分になる。

　ユーラット乗り用タンカースジャケットは、ダンボールに詰め込まれていた。大きさ別に分けられていなかったので、自分に合うサイズを探すのが少し骨だ。

　何枚もあって、色も各種あった。これも人数が多かった時代の名残だろう。

「これがいいや」

　オリーブドラブ色のジャケットにした。左胸には幸塚の「幸」マークが刺し繡しゆうされており、背中には大きく「幸塚対竜社」のロゴ。

「なんかお醬しよう油ゆ屋さんみたい……」

　いや、これでいい。揃そろいの服を着ればやる気も出る。

　羽織ってから自動販売機で飲み物を数本買った。格納庫ハンガーへ向う。

　格納庫ハンガーの中央に、幸塚一イチ〇マル一イチはでんと置かれていた。着陸脚の周囲でしおりとレンが作業をしている。

「手伝いに来たよー」

　ミミは声をかけた。

「はい差し入れ」

　しおりが顔を上げると、嬉うれしそうに笑う。

「ありがとうございます」

　彼女とレンはアイスコーヒーを受け取った。ペール缶をひっくり返して椅い子すがわりにして座る。

「希実香さんはどうしたの？」

「ちょっと外しています。すぐに帰ってきますよ」

「ユーラットの具合はどう？」

「もうすぐ直ります」

　しおりが答えた。

「エンジンは平気でしたし、装甲も問題ありません。一番厄やつ介かいなのが着陸脚の付け根ですね。ここが甘いと折れちゃって大変なことになりますから」

　ミミは幸塚一〇一を眺め、首を傾かしげた。

「んー……なんか違和感ない？」

「ミサイルポッドがないからですよ。左側が脱落しちゃいまして、予備がないんです。バランス悪いので右も外しました」

「攻撃手段が減るんじゃない？」

「どうせお金がなくて実弾装そう塡てんできないんですから、いいんです」

　しおりはアイスコーヒーをすすった。

「お金がないのは首が回らないのと同じです」

「幸塚ってそんなに貧乏なの？」

「借金してないだけ、まだマシな方ですよ。ユーラットもとっくに支払いを終えて減げん価か償却も終ってますから。これで借金したら会社が潰つぶれます」

「こないだも、結局戦果ゼロで帰ってきたもんねえ」

「ユーラットは動かすだけでお金がかかりますから」

　そもそもいつ出撃してもいいように整備するだけで金がかかった。この格納庫ハンガーだって安くない使用料を払っている。

「じゃ、あたしたちで頑張って稼がないとね！」

　ミミはぐっと拳こぶしを作る。しおりは少し笑った。

「あはは。私たちは整備に戻りますから」

　レンはすでにアイスコーヒーを飲み終わって、着陸脚のチェックをしている。しおりも立ち上がった。

　ミミは空き缶をゴミ箱に捨てる。

「あたしにもなにかやらせて」

「じゃあ、中にスーリアさんがいますから、手伝ってあげてください」

　言われたとおり、開け放たれたままのハッチを潜って幸塚一〇一内に入った。

　中ではスーリアが車内の掃除をしていた。

「ミミ……？」

　振り返った彼女に軽く手を振り、「手伝う」と告げる。

「スーリア、ずっといたの？」

「うん。寮にいてもやることない」

　ごろごろしていてもつまらないからと付け加えていた。

　彼女もオリーブドラブ色のジャケットを着ていた。銀色の髪によくマッチしている。

「なんか似合うね」

「そうかな……」

　スーリアは照れくさそうにしていた。

　ユーラットの車内は土つち埃ぼこりやらなにやらで汚れるものと相場が決まっている。あまり放置していると機器によくない影響を与えるので、定期的な清掃は不可欠であった。

　床はスーリアに任せ、ミミはパネルやレバーを拭ふいた。

　それほど汚れはない。きちんと掃除をしているのだろう。こんな古いユーラットが動き続けている理由の一つであった。

　アクリルケースに仕舞われたクリスタルが目についた。

　かなり大きく輝いている。まぶしくはないが虹にじ色いろに光っていた。

　ミミは首を傾げた。

「あれ？　エンジン動かしているの？」

「ううん」

　スーリアは首を振る。

「運転試験はまだだって」

　それにしては輝きが大きかった。クリスタルは思春期の少女に強く反応するのだが、エンジンを動かして接続しないとあまり意味がない。

　修理中なのでエンジンが止まっているのは当たり前だ。なのによく光っていた。

　スーリアも不思議そうにしている。

「ずっとこんな感じで光ってるけど」

「なんだろね。クリスタルが光るのはいいことだけど」

　それだけ動力がよく動き、装甲が強化されるという意味である。

　二人は掃除を続ける。ほとんどスーリアが終らせていたので、たいして時間はかからなかった。

　バケツを持って外に出る。いつの間にか希実香と瑠璃も来ていた。

　瑠璃が意外そうな顔をしている。

「掃除なら、私がやりましたのに」

「いいって。二人でやったからはかどったよ」

　ね、とスーリアに言う。

　瑠璃はちらりと彼女のことを見てから、

「でしたら、訓練飛行やりましょうか？」

「いいよ。あ、でも、修理終ってないんじゃないかな」

　聞いていたしおりが手を挙げた。

「今終ったところです。まだいくつか直したいですけど、飛ばすのは問題ありません」

　ミミは、じゃあいいやとばかりにうなずく。

「ならみんなでやろう！　希実香さんはどうです？」

「別に構わねえぞ。どのみちお前さんやスーリアとの呼吸を合せておきてえんだ」

　希実香は「一応弓子の許可を取ってくる」と言って事務所へ歩いた。

　レンも訓練に異存はなかった。というか拒否しなかった。しおりはエンジンの調子が見たいというのでむしろ積極的に賛成。

　ミミは瑠璃に言った。

「大勢になっちゃったけど、別にいいよね？」

「え、ええ。もちろんです」

　瑠璃は小声で答えた。

　洋上に加え、瑞穂の本土まで出張って訓練をおこなう。人口の大半が洋上で暮らしている国なので、場所に気を遣う必要はない。

　幸塚一〇一に乗り込み、滑走路に出る。

　希実香が管制塔コントロールと「さっさと許可を出せ」「うるせえ黙っていけ」などのやりとりを交わし、幸塚一〇一は少しの滑空後ふわりと浮かび上がった。

「高度二百を維持」

　希実香がレンに命じた。

　乗員配置はこの間と同じである。スーリアは副ふく砲ほう手しゆとなる。元々ここは一番覚えることが少ないが、彼女は特に教えなくても使いこなしていた。

　さすがに驚くミミ。

「どうして知ってんの？」

「……自分でもよく分からない……」

　スーリア自身も困惑していた。

「手が勝手に動いた」

「へえ……」

「教える方は楽でいいけどな」

　希実香が言った。

「スーリア、副砲以外もやれるか？」

「できると思う」

「いいぞ。こりゃ拾いもののバイトだ」

　トラブルがあった場合に備え、乗員は複数の役割をこなせることが求められている。スーリアができるなら願ったりであった。

　ミミが瑠璃に訊く。

「瑠璃ちゃんは砲手が一番得意なんだっけ」

「ええ、はい。前からそうです。ミストラルにいたときから」

　彼女は答えてから、逆に質問した。

「ミミさんはどうなんです？」

「あたし……かあ」

　ミミは腕組みをすると、しばらく考えた。

「操縦はまあまあだし、航こう法ほうもまあまあ。砲手もまあまあで……。なんか得意なのがないや。やる気、とかかな」

　ちょっと落ち込む。

「こんなんだから妹に愛想尽かされるんだ……」

「妹さんは愛想を尽かしたりしてないと思うんですけど」

　瑠璃の台詞せりふを、ミミは大きく否定した。

「ユキは絶対あたしのこと嫌いだって。ご飯だってあたしが食べ終わるまで席立たないで、早く食べろって言うし、洗濯物だってちゃんと出さないと洗わないって言うし、あたしがユキのお煎せん餅べいとアイスとケーキを食べたときだって凄すごく怒るし」

　瑠璃が呆あきれて首を振る。

「それは怒ると思います。……でも自分の所に来て欲しいみたいなこと言ってませんでした？」

「あたしを毎日いびりたいからだよ」

「…………」

「妹って姉をいじめるために生まれてくるんだ。きっとそうだ」

　ぶつぶつ呟つぶやきながら進路を確定する。瑠璃はもうなにも言わなかった。

　幸塚一〇一はまっすぐ進んだ。

　数日前の、冥竜群が出現した方向に飛ぶ。危険と言えば危険だが、一度出現したのなら最低半月は大丈夫だろうとの推測による。

　冥竜の出現パターンに法則性はないが、同じところに繰り返し出てくることは滅多にない。出現方法も空中からの降下が多い。人類は海抜三百メートル以上に上昇できないため目視、レーダーによる観測に頼ることになるのだが、いきなり現われたケースも多いので、「空中に穴でも開くのでは」と真剣に議論されていた。

　幸塚一〇一の前部にある外部ハッチは開け放たれたままになっている。風が入ってきて気持ちよかった。

　陸地が見える。さらに進むと木々が生えるだけの無人の地となった。

「よし、訓練本番といこう」

　希実香が気合いを入れる。

「レン、自動浮上状態。高度は百で待機。じゃあまずスーリアに副砲の経験を……」

　そこまで口にしてから言い直した。

「鳴門、お前がやってみるか？」

「なにをです？」

　きょとんとするミミ。希実香は自分の席をとんとんと叩たたいた。

「戦車長」

「……えー!!」

　ミミは仰天した。

「あたしやったことないですよ！」

「訓練を言い出したのはお前だろ。色んな役割を経験するのがいいことくらい、知ってるだろ」

「だから無経験ですってば！」

「誰だって最初はそうだ」

　半ば強引にミミは車長席に座らされた。

　ミミはおろおろしたが、車内全員の視線が自分を向いているのを知って、腹をくくった。

　息を大きく吸って、吐く。

「え、えーとね、じゃあ訓練やりましゅ」

　嚙かんだ。顔を覆いたくなる。

　気を取り直してもう一度。

「訓練やります。今回は乗員の習熟度を上げるために、えっと、持ち場以外を体験」

　少しだけ頭の中で配置を考えてから続ける。

「操縦手は瑠璃ちゃん。副操縦手はしおりちゃん。砲手がレンちゃん。誘導弾が希実香さん。副砲手がスーリア」

　皆、ミミの言うとおりに座席を替える。彼女はさらに「ハッチ閉めて」と命令した。

「じゃあいきます。幸塚一〇一、直進。速度六十」

　対地速度六十キロで進む。経済巡航速度が百キロ前後なので、わりと遅い。これは万が一障害物があった場合、回避できるようにするため。

　幸塚一〇一は前進する。

　が、ミミはすぐに進路が左へずれていることに気づいた。

「瑠璃ちゃん、どうしたの？」

「ごめんなさい」

　瑠璃はわびながら、操縦桿かんをしきりと動かしている。だがユーラットはどんどん流されていった。

　ミミはまた言う。

「風がそんなに強い？」

「いえ……この車体、変な癖くせがついてます」

　瑠璃は悪戦苦闘しながら答えた。

「普通の感覚で飛ばそうとするとまっすぐ進まないんです」

　ミミは砲手席のレンを見る。レンは小さくうなずいていた。

　戻ってから詳しく聞いたのだが、車体が古い上に操縦系統の更新がされていないので、飛ばすのにコツがいるのだという。レンは一種の勘でそのあたりを補っていた。ここしばらく彼女しか操縦していなかったので、誰も知らなかったのだ。

　車体はふらふらと進み、どうも安定しない。ミミは言った。

「なんとか安定させて。しおりちゃん、現在位置は？」

「あ、はい。えーとですね……」

　しばらく液晶パネルと睨にらめっこ。返答がなかったので、ミミは痺しびれを切らす。

「答えるより先に、あたしと操縦席にデータを転送してくれればいいよ」

　しおりは「は、はい」と返事をすると、データを転送しようとして、三回ほど手順を間違った。

「希実香さんはミサイルの射撃用意」

　希実香が返事をする。

「脱落したままだ。ねえぞ」

　そうだった。予備部品もないので、装着部が剝むき出だしのままなのである。

「じゃあそのままで……。スーリア、副砲を自動射撃モードにして」

　これはスイッチを入れるだけので、特にトラブルはない。手動射撃になると面倒だが、スーリアはさほど問題なくこなしていた。

「次は……えーと、主砲」

　主砲手はレンだ。彼女は座席に座ったまま身じろぎもしていない。

　ミミは言った。

「レンちゃん、なにか狙ねらって撃って」

　彼女はわずかに首を傾げている。指示が悪かったと思い直し、ミミは訂正した。

「あそこに石いし切きり場ば跡があるでしょ。あの中央狙って」

　正面やや左に、石切場らしき跡地が見える。その一帯は草木がほとんど生えていなかった。あそこなら人が住んでいることもないだろう。

　レンは無言で照準をつける。トリガーを引いた。

　鈍い轟ごう音おんと共に二〇〇ミリ弾頭が吐き出される。同時に幸塚一〇一が大幅に後退した。

　ミミがひっくり返りそうになるのを懸命に支えながら叫ぶ。

「ちょっと！　車体側の反動抑制がなってないわよ！　どうなってんの!?」

　ユーラットの主砲は大口径のものが多く、撃つと大きな反動がある。そのため射撃の反動で照準が狂うことがあった。これを防ぐために車体にはエア・アンカーと呼ばれる装置があり、発砲と同時に反動と同じ力を前方に発するようになっていた。こうすることによって車体の移動を防ぐのだ。それでも微細な振動は発生するため、砲には砲安定装置スタビライザーが装着されていた。

　エア・アンカーの展開は副操縦手の仕事である。ただエア・アンカーが作動していないときは照準器の下部に赤いマークが表示される。レンはおかまいなく撃ったらしい。

　ミミは急いで命じた。

「しおりちゃん、エア・アンカーを作動させて！」

　しおりが返事をする前に、レンがまた発砲する。ずどんという音と同時に幸塚一〇一はまた後退した。

「きゃー、きゃー」

　しおりが椅子から転げ落ちる。弾は明後日あさつての方角に着弾する。当たらないのでレンがまた発砲。そして幸塚一〇一はまた後退。

「ストップ、ストーップ！」

　ミミが叫ぶ。ようやく射撃が止まった。

「ふう……。レンちゃん、発砲手順守ってよ」

「撃てって言ったから……」

「そりゃそうだけど」

　弾は全すべて命中しなかった。砲手にはあまり向かないのかなと思いはじめる。そういえば瑠璃の操縦手も微妙だし、しおりの副操縦手もうまいとは言い難かった。

（訓練でなんとかなる範囲かな……）

　と考える。彼女は知らず知らずのうちに、戦車長の思考となっていた。

　改めて訓練をやるかと思い直し、言う。

「スーリア、副砲の射撃をオフにして。……スーリア？」

　見ると、スーリアは顔をしかめてこめかみのあたりを押さえていた。

「どうしたの？」

「分かんない……ちょっと頭が痛くて」

　苦しそうにしていた。

「平気？　訓練中止しようか」

「そこまでは……」

　そのとき、しおりがレーダー表示を拡大させた。

「ええと、八時の方角からなにか来ます。飛行物体です」

　ミミはスーリアに休んでいるように言ってから、聞き返す。

「冥竜？　だとしたら逃げる」

　この乗員配置ではとても勝てそうにない。さっさと撤退するのも手である。

　しおりはしきりとレーダーを操作した。

「冥竜じゃないです。ユーラットですね」

　ならばそれほど慌てる必要はない。ミミはほっとすると、とりあえず今の位置に留とどまるよう告げた。

　しばらくすると、目もく視しでも分かるくらいのところにユーラットの姿が見えた。

　六台ほど飛んでいる。どれも川かわ菱びしの最新型だ。長い砲身がいかにも強力そうで、威い嚇かくするように天を向いている。

　無線が入った。

『……こちらシムーン１、こちらシムーン１』

　年若い少女の声だ。雑音が多いが、それくらいなら聞き取れる。

『シムーン１より正体不明のユーラットへ。さっさと返答されたし』

　ミミは少しむっとする。いきなりこの言い草はないだろう。このエリアはこっちが先に遊ゆう弋よくしているのである。

　ミミはマイクに返答した。

「一〇一受信。貴ユーラットの所属を述べられたし」

『こちらはミストラル社の対冥竜部隊。指揮車シムーン１』

　商売敵がたきかとミミは思った。なんの用だか知らないが、車列を組んで飛んできたらしい。

　彼女はマイクを手で押さえてから、希実香に言う。

「向こうの音声を車内スピーカーにしてください」

「あいよ。でもなんで」

「どうせ偉そうなこと言ってくるに違いないんですから、笑いものにしてやるんです」

　憤然としながらミミは答えた。すでに彼女の中では自分たちが正義で、ミストラル社は悪と決まっていた。

　車内スピーカーから相手の音声が流れた。

『一〇一、そちらの所属社を教えられたし』

「幸塚対竜社所属ユーラット、幸塚一〇一」

『幸塚……この声お姉ちゃん!?』

　ミミはぎょっとした。流れてきた音声はユキのものだったのである。

「ユキ!?　なにしてんの!?」

『お姉ちゃんこそなにしてんのさ！』

「あたしたちは訓練中よ。邪魔しないで」

『戦闘になるかもしれないから、離れて』

「なんでよ」

　ユキは若干ためらったあとに言った。

『ここらへんに冥竜が出現するかもって観測があるの。お姉ちゃんを巻き添えにしたくないもん』

「前に出たところじゃない」

『それは知ってるけど、あり得るの』

「ふーん。じゃあ居座る」

『え!?』

　無線の向こうから驚きよう愕がくの声が飛び込んできた。

『戦闘になるんだよ!?』

「得物を横取りするチャンスね」

『いつからそんなに卑ひ怯きようになっちゃったの!?』

「ここはあたしたちが先にツバつけたの。所場代代わりに冥竜もらうだけよ。理はこっちにあるから」

　正確には、冥竜への攻撃に明確なルールは定まっていない。ふんわりとした仁義があるにはあるが、「ユーラット同士で戦うのはやめよう」くらいである。むしろ大手の落ち穂拾いを狙うことはしばしば見られた。

　ただしこうもあからさまな「横取りする」宣言はさすがになかった。

「一番槍やりはユキに譲るから。あとはもらう」

『駄目に決まってるじゃない！』

　顔を真っ赤にして叫んでいるのが目に浮かぶようだ。ミミは堂々としている。

「零細企業の生きる道なのよ。世の中は無情なの」

『零細が嫌ならミストラルに来ればいいでしょ！』

「大企業に媚こびない道を選んだから。そっちつまんなさそうだし」

『つまんなくないもん！』

「幸塚は楽しいよ。寮がボロくて」

『ボロいんじゃない！　ミストラルなんかお菓子が食べ放題なんだから！』

「じゃあ、前にあたしがユキのプリン食べたのは無罪ね」

『……何個？』

「一つ残らず」

　しばらくの沈黙。

『……お姉ちゃんの馬鹿ーっ!!』

　ぶつっと音がして無線が切れる。ミミはＶサインを出した。

「勝利！」

「そうかあ？」

　希実香が胡う散さん臭くさそうにする。

「ただの姉妹喧げん嘩かじゃねえか。向こうとの関係がこじれたらどうすんだ」

「こじれるほどの関係だったんですか」

「ま、ねえな」

　彼女はあっさりと認めた。

「だいたいミストラル社なんて、どこのＰＭＣとも仲よくねえんだ。あいつらが不幸な目に遭わねえかなって思ってるとこは多い。よくやったぞ鳴門」

「いやあ、えへへ」

　照れ笑いを浮かべて頭をかく。すると突然、鈍い音が響いた。

　同時に幸塚一〇一の上空で爆発。火炎の花が咲き、車体が揺れた。

「なに、なに!?」

　ミミはたまげて転がり落ちそうになった。椅子にしがみつく。

「なにがあったの!?」

「砲撃です！」

　しおりが叫ぶ。

「ミストラルのユーラットが撃ってきました！」

　モニターを見ると、最新型のユーラットが綺麗な隊列を組み、砲身をこっちに向けている。そしてしきりと発砲していた。

　ミミは無線に怒鳴った。

「ユキ！　なに考えてんのよ！」

『あっち行けーっ!!』

　罵ば声せいが返ってくるだけで、取りつく島もない。

　幸塚一〇一の周囲で砲弾が炸さく裂れつし続けた。爆圧でユーラットはシェイクされ、大わらわである。

　ミミは再びマイクに叫ぶ。

「待った待った！　プリン食べたのは全部じゃないって！　あたしが食べたのは四個。一個はお母さん！」

『関係なーい!!』












　砲撃が終る気配はない。しきりと空域外に追い払おうとしていた。

「食いものの怨うらみはこええな」

　希実香が呟く。ミミも同感だった。

　とはいえ、砲撃に直撃弾はなく、わざと狙いを外して撃っているから、本気で撃墜しようとは考えていないようだ。ここから幸塚一〇一を追い出したいのは冥竜が来るからで、プリンはきっかけにすぎないだろう。とりあえずミミは瑠璃に告げた。

「全速後退！」

　瑠璃がモードを後進にする。幸塚一〇一は爆発から逃れるようにして後ろに下がっていった。

　追撃はこない。ユキの隊列はそのまま前方に進んでいった。

　ミミはほっと胸を撫なで下おろした。

「助かった……」

「驚きました」

　瑠璃が言った。

　ミストラル社のユーラット群は、徐々に小さくなり、見えなくなっていく。ミミが手を小さく振り上げた。

「ふーんだ。覚えてなさいよー」

「無線入れるか？」

「止やめてください」

　希実香の言葉を即座に拒絶した。

「あの人たち、どこに行くんでしょう……」

　しおりが疑問をつぶやきつつ、自分で光学レンズの倍率を上げた。さらにレーダーで確認する。

「……ええと、北東ですから、私たちが前に着陸したところですね」

「スーリアを見つけたところ？」

　しおりは肯定した。ミミも映像を見たが、確かにスーリアを救出した地点に向っていた。

　ミミは腕組みをする。

「そっちに冥竜が出現するってことかな」

「そこまでは不明です」

　それはそうだ。追跡しようかとの考えも頭をよぎったが、また怒鳴られて砲撃されるのは嫌だった。

「しょうがない。冥竜はユキに譲ろう」

　ミミは言った。

「手柄を立ててもらえれば、お姉ちゃんも悔しい……嬉うれしいよ。あたしたちが本気を出せば横取りできるけど」

「訓練のつもりだから、どのみちこいつにはたいして実弾積んでないぞ」

　希実香が無情なことを告げる。ミミは聞こえないふりをした。

「進路変更。武ぶ州しゆうに帰還」

　希実香が肩をすくめた。

「なんだ、もう訓練おしまいか」

「ケチつきましたし」

　乗員配置は元のまま、武州海上都市への進路を取った。

　帰路はトラブルもなく、無事にたどり着く。

　誘導灯が点滅する中、滑走路に着陸する。格納庫ハンガーまで自走。

　中では弓子が待っていた。聞くところによると、彼女は常にユーラットの帰還を出迎えているとのことであった。

　ミミは先に降りると簡単な報告をする。弓子はいちいちうなずいて聞いていた。

「希実香から連絡受けたんだが、鳴門が車長をやったのか？」

「あ、はい。そうです」

「どうだった」

「必死でした」

　乗員に指示するだけでも大変だったのだ。ちゃんと帰還できただけでも幸運だ。

　弓子は少し考えてから言う。

「誰にどんなことをやらせたかは覚えているのか？」

「えっと、瑠璃ちゃんに操縦手やってもらって、レンちゃんは砲手で、希実香さんが誘導弾でしおりちゃんが副操縦手でスーリアが……」

　ミミは指を折りながら返事をする。弓子は途中で遮った。

「つまりちゃんと把握できていたんだな」

「まあ、そうです」

「左右音痴だと聞いていたが」

「そうなんですけど、ユーラットに乗ると間違える暇もないというか」

「……ふむ」

　弓子は同じく降車した希実香となにやら話をはじめた。

　ユーラットは帰還すると、即座に点検と整備に入る。本来なら整備員の仕事だが、人手が足りないどころかいない幸塚対竜社は自分たちでおこなう。

　全員で手分けして点検をはじめた。

「弓子さん、ミサイルポッドの予備、まだ来てないんですか？」

　しおりが訊く。弓子は火の点ついていないタバコを咥くわえながら答えた。

「まだだ。メーカーにもう少し安くしろと交渉中だ」

「中古でもいいですよ」

「払ふつ底ていしてるんだ。出物があったら教えろと言ってるが、そうなるとふっかけてくるからなあ」

　幸塚対竜社のように使用するユーラットが一台、ないしは二台しかないＰＭＣは多く存在する。こういうところは手厚いメーカーサポートは望めず、ユーラット自体がどこから調達したのか分からない中古品なのがほとんどだ。なので予備部品も新品ではなく中古から調達することになり、専門の業者や市場マーケツトが存在していた。

　しおりが手元の書類をパラパラめくる。

「弾薬も在庫が心許ないです」

「そっちは取りに行ってくれ。キランの店にあるから」

「分かりました。もう一人、誰かいた方が」

　しおりの言葉に弓子は「そうだな」と周囲を見回した。

　何な故ぜかミミ以外の人間が、一斉に身体からだを引いた。

「希実香、一緒に……」

「えー……。あたしはいいよ、こないだ行ってきた。それに整備終ったら完了のサインするのあたしの役目だろ」

　希実香が首を振る。弓子は隣を見た。

「じゃあ瑠璃」

「わ、私は……キランさんの店って遠いじゃないですか。行ったら帰れなくなっちゃいます」

　トラムの最終に間に合わなくなると主張していた。実際に帰れなくなるのかはよく分からない。

　弓子の視線がさらに隣へ動く。

「レンは」

「嫌」

　ひとことだけしか言わず、しかも拒否。

　スーリアはなにが起こっているのかよく把握していない模様。ミミもそうだったが、いつまでたっても決まりそうにないので手を挙げた。

「あたしが行きましょうか？」

　弓子が振り向いた。

「だったらありがたい。いつもこうやって時間ばかりかかるんだ」

「ずっとあたしが手伝ってもいいです。格納庫ハンガーの中ばかりじゃなくて気分転換もしたいですし、色々勉強もしたいですから」

「助かる」

　弓子は珍しくほっとした表情。他のものたちも、露骨に安あん堵どしていた。

　疑問に思っていると、しおりが「行きましょう」と先導した。

　ユーラット用の弾薬は武州海上都市九区四番街。通称「部品街」で受け取ることになっていた。ここは当初、廃棄予定のユーラットの集まる処分場だったのだが、業者が集まって使える部品を取り外して売買するようになり、自然と中古品も集まるようになってジャンク街に進化したのだ。ちなみに幸塚対竜社の格納庫ハンガーがある滑走路は七区四番街。

　事務所の裏側に年代物の軽トラックが置いてある。これで弾薬を受け取って運ぶと説明を受けた。

　しおりが運転席に乗り込んだ。

「運転は私がします。なんでしたら、ミミさんは寝ていてもいいですよ。はじめての戦車長でお疲れでしょうから」

「ありがとう。でも悪いから起きてるよ」

　ミミは助手席に座ってシートベルトを締める。しおりがエンジンをかけた。

　古ぼけた車だったが、一度でエンジンは始動した。

　ふと、疑問が浮かんだのでミミは訊いてみた。

「あのさ、こういう社用車って車に会社の名前が書いてあるじゃない。なんでないの？」

　このトラックに幸塚のロゴは使われていなかった。しおりが返事をする。

「ない方が都合がいいんです」

「へ？」

「本当はナンバーも隠したいくらいです」

　しおりがアクセルを踏む。

　タイヤが甲高い音を立ててスピンし、軽トラックはロケットみたいなスタートをした。

　左右に車体を振りながら車道に出る。そのまままったく速度を緩めることなく突っ走った。

「うわわわっ!?」

　シートに押しつけられ、ミミは目を白黒させる。軽トラックが恐ろしいスピードで道路に飛び出したのである。

　周囲の風景があっという間に後ろへと流れていく。直線なのでますます速力が上がった。

「しおりちゃん、ぶつかる！　ぶつかる！」

「ぶつかりません！」

　確かに衝突しない。前を走る車が驚いて道を開けるのだ。

　交差点はドリフトで突破。ほとんどブレーキを踏むことなく、ひたすら部品街へ走って行く。












　ミミは悲鳴を上げた。

「スピード落としてー!!」

　しおりが叫び返す。

「これくらい遅い方ですよ！」

「遅くなーい！」

　しおりはミミに「女みたいに叫ばないでください！」と理不尽なことまで言っていた。

　車体が振り回され、ミミはシートベルトを握りしめた。

　信号が赤。軽トラックは滑りながら停車する。

　ミミは大きく息を吐いた。心臓は早鐘みたいに鳴っていて、すぐにでも爆発しそうだ。

　対照的に運転席のしおりの目はぎらついている。ミミは恐る恐る訊いた。

「あの、しおりちゃん……なんでこんな運転を……」

「早く着きたいからです」

「急がなくてもいいんじゃないかな……」

「駄目です。キランさんの店は安いしなんでもあるんですけど、取り置きをしないんです。今日は弾薬の安売り日ですから……」

　右横に目をやっている。同じような軽トラックが止まっていた。

「あれは他のＰＭＣです。やっぱり安売りを狙っています」

「分かるの……？」

「分かります」

　隣の軽トラックのヘッドライトが明滅した。しおりが歓喜の声を上げる。

「面白い！　あのトラック、勝負するつもりです。先に到着した方が弾薬の総取りです！」

　彼女は舌で唇まで濡ぬらしている。どう好意的に解釈しても殺し屋か毒蛇の仕草だ。

　ミミは思わずしがみついた。

「面白くないよ！」

「こんなチャンス滅多にありません！」

　顔を輝かせたしおりはレバーを操作して、ヘッドライトを一回点灯させる。勝負を受けるとの合図だ。

　エンジンがうなり声を上げる。信号が青に変わった。

　軽トラックが二台、どの車よりも速く飛び出した。

「きゃーっ!!」

　ミミは恐怖を振り払おうと叫んだ。しおりはアクセルを限界まで踏み込んでいる。

「腹をくくってください！　ユーラット乗りでしょう！」

「今は軽トラックに乗ってるんだもん！」

　二台は赤になる直前の交差点を左折。九区に突入した。四番街までは一直線。

　ぴたりと並走していた。速度はすでに限界まで上がっている。前方の信号はタイミングを計ったように青。

　差はほとんどない。前方に大きなジャンクヤードが見えてくる。もうすぐだ。

　ほぼ同時に粗末なゲートに飛び込んだ。

　隣の軽トラックがブレーキを踏む。対照的にしおりはハンドルを右に切り、四輪ドリフトの恰かつ好こうで駐車スペースに飛び込ませた。

　彼女は運転席から飛び降りると、相手の軽トラックにＶサインをする。

「私の勝ちです！」

「くそ！」

　ＰＭＣの整備員らしき男性が運転席の窓から拳を振り上げた。

「またやられた！」

「次頑張ってくださいね」

　しおりはぺこりと頭を下げた。

　男性は忌いま々いましそうにしているものの、負けを認めているのでもうなにも言わない。開きかけた口も閉じた。

　口から別なものが出かかっているのはミミだった。

　彼女はぐったりしてプレハブ小屋の壁に手をついた。

「吐きそう……」

「ここでは止めてください。清掃代請求されます」

　しおりが言う。ミミは恨めしそうに見つめた。

「なんだってあんな運転すんのよ……」

「早く着きたいからですけど」

「ハンドル握ると人格変わるタイプだったの？」

「そうじゃないつもりですけど……いつもより積極的になるかもしれません。どうしてでしょうね」

　しおりは自分自身でも不思議そうにしていた。

　なんとか吐き気を抑え、しおりと共にプレハブの小屋に入る。

　内部は雑然としていた。粗末な机が一つあるだけで、あとはユーラットの部品などで埋まっている。それらもちょっとしたボルトから航法装置など幅広い。何故かチューインガムや飴あめまで置いてあった。

　誰の姿もない。しおりは机をバンバン叩いた。

「キランさん、キランさん、弾薬受け取りに来ました！」

　しばらくすると、背の低い、一見小学生にしか見えない女性が奥から出てきた。












「なによ」

「幸塚対竜社です。弾薬持っていきます」

「あらしおりじゃない。またあんたが勝ったの」

　しおりは「どうも」と頭を下げる。

「タイムセールですから七割引ですよね。ありったけ持っていきます」

「相変らず山賊みたいなことするのね。払ってくれれば文句ないから、持っていっていいわよ」

「ミサイルポッドの出物はありませんか？」

「惜しい。三十分前にイエローアーマーが持っていった」

　イエローアーマーは中堅どころのＰＭＣである。ユーラットを安く抑えて数を揃えることで知られている。

「今日の分の安売り弾薬ならちゃんとあるわよ……そっちの娘は新人？」

　ミミは自己紹介をした。

「鳴門ミミです」

「あたしは紫し々し宮みや貴き蘭らんよ。みんなキランって呼んでるから遠慮はいらないわ」

　このジャンク屋は正式名称を「貴蘭堂」というが、みな「キランの店」と呼んでいた。ユーラット関係のジャンク屋では大手で、文字通りなんでも置いてあるため零細ＰＭＣの強い味方となっていた。ただし新品だけはない。

　キランはここのオーナーである。背丈だけは小学生ほどだが、実年齢は不詳。

　彼女はミミのことをじろじろ見た。

「あんた、鳴門ユキの身内？」

「ユキは妹です」

「ああ。妹が大企業で姉が零細って面白いわね。いちいち比べられるでしょう。ちょっとだけ同情するわ」

「それはどうも」

　ミミは恐縮して礼を言った。

　キランはテーブルに飛び乗って直接腰かけた。

「そういや、あんたの妹がいるミストラル、今日冥竜退治に出たそうよ」

「ええ、見ました」

　妹に砲撃されたことを思い出し、ちょっと首をすくめる。

「ユキが指揮してました」

「なんか竜王ドラゴンキング型の冥竜が出るかもしれないから、偵察がてら出撃したんだって。本当なら一大事ね」

　冥竜は竜といいながらドラゴンのような形が少なく、多種多様なものが存在した。そんな中でも竜王ドラゴンキング型はちゃんとドラゴンの形をしていることで有名である。

　そしてこの竜王ドラゴンキング型は、非常に強力なことでも知られていた。一体で大都市を焼き払えると言われており、万が一出現したら各ＰＭＣが総力を挙げて戦う必要があるのだ。

　確認されている竜王ドラゴンキング型は現在まで七体。ただしここ数十年は確認報告がなかった。

　しおりが書類を繰りながら、弾薬の確認をしている。キランは彼女を見つめながら言った。

「ミストラルの規模なら一社でも相手できるかもしれないけど、ちょっと不安よね」

「なんでそんなこと知ってるんです？」

「情報源は色々あんのよ」

　ミミの疑問にキランは含み笑いをしていた。

　しおりが書類の確認を終えた。

「じゃあ貰もらっていきます。支払いはいつものように、電話してもらえれば弓子社長が振り込みますから」

「弓子も老舗しにせの看板背負うのは大変ねえ」

「ご本人は楽しんでるみたいです」

　しおりとミミは外に出た。

　プレハブの裏手には部品取りの終っていないユーラットが置かれている。その向こうに弾薬置き場があった。

　軽トラックを回して、店の従業員にも手伝ってもらい、詰めるだけ積み込んだ。

　かなりの量なので車体が沈み込んでいる。軽トラックにこんな大量の弾薬を積むなんてどう考えてもおかしいのだが、しおりは平然としていた。

「さあ、帰ります」

　しおりが運転席に乗る。ミミはたじろいだ。

「え……またあんな運転するの？」

「ほんの少しスピードは落とします。危ないですから」

「意味ないじゃない！」

「信管は別にしてありますから、そうそう起爆しませんよ」

「そういうことじゃないって！　だいたいなんで弾薬をあたしたちが運ぶのよ。しかも公道でしょ」

「だから安いんじゃないですか」

　つべこべ言わずに乗ってくださいと告げられ、ミミは渋々助手席に座る。

「飛ばしますよ！」

　しおりがアクセルを踏み込む。

　軽トラックは行きとほとんど変わらないスピードで、格納庫ハンガーへの帰路を急いだ。




　格納庫ハンガーに軽トラックが滑り込む。四輪ドリフトで車体が横滑りしており、半回転しながら止まった。

　希実香たちは四方八方に避難しており、危険がなくなったことを確認してから恐る恐る顔を出した。

「お帰り」

「ただいま……」

　ミミは死にそうになりながら助手席から降りてくる。希実香のことを恨めしそうに睨にらんだ。

「こうなることが分かってたから、同乗を断ったんですね……」

「鳴門が立候補してくれて、みんな助かったぞ」

「もう二度としません……」

　とは言ったものの、他に人がいないからまた同乗する羽目になるのではとの予感がしていた。

　幸塚一〇一の整備点検はすでに終っていた。スーリアはすでに帰っており、瑠璃とレンはお茶の用意をしていた。

　ミミは一杯もらう。熱かったが、一気に口に入れた。

「あー、生き返る。死にそうだった」

　瑠璃が微笑ほほえむ。

「しおりさんは運転すると生き生きしますから」

「あれは生き生きなんてもんじゃないわよ」

　どっちにせよ、いつもの姿からは想像もつかなかった。

　ミミはお茶のカップを返した。

「じゃ、あたしは帰るね。瑠璃ちゃん、明日学校でね」

「はい」

　レンと一緒に格納庫ハンガーを出る。弓子にも一声かけて帰宅した。

　寮に帰ったころにはもう真っ暗だった。ミミはそこで空腹なことに気がついた。さらに自室に食べ物がないことも思い出す。

「あー、買い置きないや」

「……作ろうか……？」

　レンが言った。ミミは急いで手を振る。

「いいって。こないだも作ってもらったんだから」

「たいして手間じゃない……」

　そもそも空腹なので、そこまで言われると逆らえない。ご馳ち走そうになることにした。

　レン一人だけに料理させるのは気が引けるので、ミミも手伝うことにした。部屋にいたスーリアも引っ張りだし、厨ちゆう房ぼうへ向う。

　レンの前で胸を叩いた。

「なんでも手伝うよ。任せて」

「どんなことができる……？」

「お湯」

　首を傾げるレン。ミミは自慢げに喋る。

「カップラーメンにお湯を入れるとか」

「…………」

　レンは黙って冷蔵庫を開けた。

　野菜を取り出している。最後にビーフンが出てきたので、野菜と一緒に炒いためるらしい。

　彼女はミミとスーリアに言う。

「じゃあ……野菜を軽く洗ってから白ネギと椎しい茸たけを薄切りニンジンは細切りもやしは湯がく。豚挽ひき肉にくをフライパンで軽く炒めてから醬しよう油ゆとみりんとオイスターソースを混ぜて砂糖を加えてからフライパンに入れお酒を少しかけてアルコールを飛ばしてから切った野菜とビーフンを」

「えっ、えっ、ちょっとストップ！」

　ミミは急いで遮った。

　レンが口をつぐむ。ミミは頭の中でなんとか反はん芻すうしようとした。

「……もう一度言ってくれない？」

「野菜を軽く洗ってから白ネギと椎茸を薄切り」

「やっぱりストップ」

　もう一度止めた。

「レンちゃん、なんかいきなり饒じよう舌ぜつになったよ」

　彼女は不思議そうにしている。

「そう……？」

「たくさん喋れるんじゃない」

「必要なことを言っただけ……」

　なんでも、必要があればちゃんと喋るらしい。普段無口なのは、積極的に会話に参加してもしょうがないと思っているからだそうだ。

　ミミはレンの意外な一面を見た気がした。

「操縦士やってるのは、あまり喋る必要がないからなの？」

「なんとなく……」

　他の役割も別にできないわけではないらしい。砲手をやるには口数が少なすぎるが、ちゃんと指示すればできるはずだ。

（それとも砲手以外の方がいいのかな……）

　ミミは首を振る。知らず知らずのうちに車長の考えになっていた。自分は副操縦手なのである。他のことにまで気を回すのは、今はまだ早い。

　ミミとスーリアは、レンの邪魔にならないように、食器を並べたり使った調理器具を洗ったりするようにした。

　ビーフンの炒め物他三品ほどができあがり、スーリアが弓子を呼びに行った。

　歓迎会のときと違い、弓子は古ぼけたトレーナーの上にどてらを羽織っていた。ミミは怪け訝げんな顔。

「もう少しちゃんとした部屋着ないんですか」

「男が見るわけじゃあるまいし」

「今日ってそんなに寒いですか？」

「私の部屋のエアコンが壊れていて、冷房しか入らなくなった。止めようとしたのに温度がどんどん下がっていった」

「私たちの部屋、エアコンありませんけど」

「ない方がいい。十回に九回は壊れる上に勝手にスイッチが入る。外そうとすると壁が崩れるからそのままだ。呪のろわれてるとしか思えない」

「電源を抜けば」

「抜けないんだ。どうなってるんだあの部屋」

　文句をいいながらも食事がはじまった。

　レンの料理はいつもおいしい。歓迎会のときと違う料理でバリエーションも富んでいた。

　ミミは弓子に訊いてみた。

「こないだ、希実香さんを送ったあとどうしたんですか」

「あいつがマンションの鍵かぎを忘れたから、近くで夜を明かしたよ」

　弓子がカップスープを啜すすりながら答える。

「おかげで不審者と間違えられた」

「大変ですね。置いてくればよかったじゃないですか」

「希実香は寂しがり屋なんだ。酔っ払うと本音が出る。富ふ士じ六ろつ甲こうＤＫにいたころは友達いなかったからな」

「富士六甲ＤＫって、大手のＰＭＣじゃないですか」

　ミミは驚きよう愕がくした。富士六甲ＤＫはレベルの高さを自負しており、契約している企業も多い。入社の面接はかなり厳しく、実技テストまである。ミミもバイトの応募をしたが、書類で落ちた。

「そんな大手にいたのに、なんでうちなんかに」

「うちなんかというところに反論できないのが悲しいな。希実香は富士六甲ＤＫで失敗したんだ。退社してからうちに来た」

「どんなことです？」

「それは本人に訊け」

　ミミはもっと知りたかったが、弓子が話題を変えた。

「そっちはどうなんだ。部屋に不満はないのか？」

「あります。押し入れの建てつけが悪くて、なにもしないのに襖ふすまが倒れます」

「我慢しろ。どのみち他に住める部屋はないんだ。二人暮らしはどうなんだ」

「スーリアと一緒なのは楽しいですよ」

　ミミは「ね」とスーリアに言う。

　スーリアはうなずいた。

「ミミはいびきがうるさいだけ」

「酷ひどい！　……そんなにうるさい？」

「気にならないよ」

「スーリアもいびきがうるさいってことにしていい？」

「駄目。どうせミミが先に寝るから」

　ミミはかなり寝つきがいいのである。着替えようと服を半分脱いだところで寝はじめたこともあった。

「噓つくとかおだてるとかで、いびきをかいてないことにしてよ」

　スーリアは無言で首を振った。

　弓子が言った。

「どこでも寝られるのはユーラット乗りとしていい資質だ。長時間の出撃もできる」

「任せてください。硬い椅子でも大丈夫です。寝ます」

　ミミが変な自慢をする。弓子は苦笑。

「それは頼もしい。明日、出撃があるかもしれないからな。明後日が祝日だから鳴門も長距離出撃できるだろう」

「いいですけど、もう出撃が決まっているんですか？」

「キランに弾薬代をもっと安くしろと言ったら、代わりにミストラル社の情報をくれた。明日、大規模な出撃があるそうだ。くっついていっておこぼれを狙ってこい」

「なんかせこいですよ」

「それが零細企業の生きる道だ」

　弓子はそういうと、ビーフンの残りを自分の皿に移した。
















　翌日、ミミは武ぶ州しゆう一高に登校すると、即座に瑠る璃りを探した。

　最初は校門の前で張るかと考えていたが、すでに登校していた場合は意味がないのでクラスを探す。瑠璃はちょうどバッグを抱えて入ろうとしているところであった。

「いたいた。瑠璃ちゃん」

　彼女を廊下まで引っ張る。

「きゃっ。なにするんですか、ミミさん」

　突然のことなので、瑠璃は悲鳴を上げている。ミミはお構いなしに言った。

「社長から聞いた？　ミストラル社が出撃する話」

「聞きましたけど」

　瑠璃は引っ張られて乱れた制服を直していた。

「おこぼれを狙ねらうんですよね」

「そうそう、なんかコバンザメみたいなことしろってやつ」

　ミミはそう言ってから、

「でもどうすればいいいんだろ。ミストラル社の格納庫ハンガー近くで、出撃するかどうか見張っていればいいんだけど、いつになるか分からないじゃない。出撃したのを見つけてから戻ってたら間に合わないし」

　全ＰＭＣに無条件で通達される冥めい竜りゆう警報とは違い、情報を元に独自出撃する場合は、当然他社には伝えられない。出撃する側も隠いん匿とくすることが多かった。

　ミストラル社は専用の滑走路と格納庫ハンガーを持っており、場所も武州海上都市一区六番街である。幸こう塚づか対たい竜りゆう社しやのある滑走路からは遠く、たとえ見張っていてもおこぼれ狙いでついていくことは難しかった。なにせ人員が不足しているのである。

　瑠璃が答えた。

「そういうのは無線を傍ぼう受じゆするんです。相手も偽情報やコードネームを使いますけど、だいたい分かります」

「なるほど！　さすが瑠璃ちゃん」

　ミミは素直に感心する。瑠璃が少し頰ほおを染めた。

「で、ですから、私たちはユーラットの中で待機していれば大丈夫です」

「あ、でも学校あるから、公欠の届け出さないと」

　ユーラット科の生徒は、冥竜退治に出撃すると公欠扱いになる。今回のような独自情報による出撃は認められるかどうか微妙。

　瑠璃はバッグを開き、二人分の書類を取り出した。

「もう書いてあります。公欠の理由が言い訳っぽいですけど、認められるでしょう」

「瑠璃ちゃん最高！」

　ミミは彼女に抱きついた。

　今度の瑠璃は顔を真っ赤にすると、「ホームルームのあとに提出しますから」と返事をした。

　いくらユーラット科とはいえホームルームくらいは出席することが求められる。ミミは早く終れと念じながら教師の言葉を聞いていた。

　終ると同時にクラスの半分ほどがぞろぞろと教室から出て行く。皆、どこからかミストラル社の情報を仕入れ、ついていく気なのだ。ミミは真っ先に飛び出した。

　瑠璃もすぐに公欠届けを提出した。二人で幸塚対竜社の格納庫ハンガーに戻る。

　幸塚一イチ〇マル一イチの前では、希実香たちが待っていた。

「整備も補給も完了してる。車内待機するぞ」

　ミミは急いで幸塚対竜社のジャケットを着た。

　しおりとスーリアは、万が一に備えて非常食や飲料水などを積み込んでいる。ミミと瑠璃も手伝った。

　準備完了してから乗り込む。

　乗り込んだからといって、即出撃するわけではない。ミストラル社が動き出すまで、ひたすら待つことになった。

　希き実み香かが車長席に座りながら言う。

「しおり、無線のチャンネルを13に合わせろ」

「13？　ミストラル社の専用チャンネルじゃないんですか？」

「ここじゃあいつらの電波がいまいち届かない。あたしらみたいなＰＭＣが共同で金出して、キランに傍受してもらうことにした。ミストラル社が出たら、すぐに通知されるようになってる」

「キランさんが噓うそついたらどうするんですか」

「そんときゃ、みんなであいつの店に火を点つける手て筈はずになっている」

　それも楽しそうだと彼女は言っていた。

　しおりが無線のチャンネルをセットし、音声を車内スピーカーに繋つないだ。

　しばらく雑音が続く。そして無音になり、いきなり曲がはじまった。

　一眠りするかと思っていたミミは、とんでもないダミ声に仰天して飛び上がりそうになった。

「なんですこれ!?」

「キランのやろーの歌だよ」

　希実香が笑った。

「あいつは歌が趣味で、自分で曲作っちゃ流してんのさ。下へ手たすぎて気分悪くなるってもんだが、さすがにもう慣れた」

「なんでわざわざここで流すんです？」

「あたしらに無理矢理覚えさせるか、殺すためだろうな」

　同じ曲が延々リピートされる。さすがにうんざりしたころになって、いきなり中断した。

『ミストラル社の格納庫ハンガーから、ユーラット全車出撃』

「ようやくきたな」

　希実香は口の中にガムを放ほうり込む。

「あたしたちも出撃だ！」

　レンが格納庫ハンガーから幸塚一〇一を前進させる。他の格納庫ハンガーも一斉にユーラットが出てきた。

　ユーラットはある程度滑走してから離陸した方が車体とクリスタルに負担がかからない。だから滑走路が必要なのだが、こうなるとどこのＰＭＣが一番先に飛ぶのかが問題となる。

　これらを差配するのは管制塔コントロールの役目である。だが希実香は従うつもりがさらさらなかった。

「レン、構わねえから飛び出せ！　ぶつかりそうになっても直進しろ。どうせ相手がびびって空あける」

　無線では各ＰＭＣのユーラットが「先に行かせろ」「ふざけるな」と罵ののしり合あっていた。そこに管制塔コントロールの罵ば声せいがかぶさる。この発着場は中小のＰＭＣか多いので、柄もよくない。

　幸塚一〇一はそれらをかいくぐるようにして離陸した。

「ざまみろ、真っ先に飛んでやったぞ」

　希実香が手を叩たたく。他のユーラットは、ようやく離陸しようとしていた。

「高度二百八十まで上昇しろ」

「高くないですか？」

　ミミが聞き返す。希実香は「いいんだ」と言った。

「その方がミストラルの連中を見つけやすい。北西に直進」

　レンは高度を上げた。三百なら車内に緊張が走るが、二百八十ならまだ大丈夫。

　ずっと直進する。やがて十二時の方角下方に、ユーラットの大群が発見された。

　ミストラル社のユーラット群である。かなりの数だ。もしかすると、他の海上都市からも応援を呼んだのかもしれない。あの中にユキもいるんだろうなとミミは思った。

「このままあとをついていくぞ」

　希実香が言う。

　なんとなく車内が無言になった。喋しやべったところでミストラル社に聞こえることはないのだが、気分の問題である。

　後方のカメラに、ぽつぽつとユーラットらしき黒点が映りだした。

「ちぇ、あいつら、追いついてきたな」

　希実香が嘆いた。他のＰＭＣもミストラル社についていこうとしているのである。

「無理して先に離陸するこたあなかったなあ」

「後方のユーラット群、速度を上げています」

　ミミはカメラを見ながら言う。ユーラットの一群はどんどん大きくなっていた。

　希実香がインカムを手で押さえながら言った。

「鳴門なると、ミストラル社の先頭は分かるか？」

「はい。なんとか」

　ミミはカメラを操作して、強引にズームアップする。モニターの一つにミストラル社の先頭車しや輌りようが映し出された。遠距離で解像度が低いから分かりづらいが、川かわ菱びし製二十一式ユーラットである。

　希実香が「最新型じゃねえか」と呟つぶやく。

「あいつにマーキングしてくれ」

「マーカー撃っても届きませんよ」

　ミミが言う。

「メモリーに画像を保存して、あとで比較参照するくらいならできますけど」

「それでいい」

　ミミは言われたとおりにする。次に希実香はレンに命じた。

「速度落とせ。後ろから来る連中のさらに後ろに位置する」

　レンはわずかに首を傾かしげた。

「……いいの？」

「いい。やってくれ」

　レンは言うとおりに速度を落とした。

　多種多様なＰＭＣが幸塚一〇一の真下を通過していく。中には幸塚一〇一に「先導ごくろうさま」と通信を送ってくるものもいた。

「なにがごくろうさまだ。見てろ」

　希実香が小声で言った。

　しばらくすると、中小ＰＭＣのユーラットは、ミストラル社の真後ろにぴたりとついた。

　やがて、なにやらごちゃごちゃやりだした。

　モニターから見ている分には一見ただ飛行しているだけだが、明らかに揉もめている雰囲気である。ユーラットが微妙に飛行進路を変えたり、砲ほう塔とうが左右に動いたりしている。

「はじまった。しおり、あいつらの無線を傍受しろ」

　嬉うれしそうに命じる希実香。しおりは音声を車内スピーカーに流した。

　すぐに罵声が流れこんだ。

『後方のユーラット、いますぐ離れろ！　これは警告だ！　ただちに距離を取れ』

『誰が離れるか間抜け！　てめえらこそ無駄口叩いてねえで進め！』

『当社はいかなる会社とも共闘関係になく、冥竜攻撃の栄誉を分け与えることをしない！』

『たまたま行き先が同じなだけだ阿あ呆ほう！　文句言うんじゃねえ！』

　ミストラル社と他のＰＭＣが遠慮なく罵倒し合っている。当初ミストラル社は丁寧かつ毅き然ぜんとした態度を取っていたが、すぐに中小ＰＭＣの柄の悪さにあてられて、罵るようになった。

　大手ＰＭＣのおこぼれを狙うと、まま見られる光景である。大手ＰＭＣほど獲物を独占しようと考え、くっついてくる中小ＰＭＣを鬱うつ陶とうしく感じるのである。そして中小ＰＭＣは生き残るのに必死だから、なにを言われようと大手に張り付くのをやめなかった。

「お上品な大手ＰＭＣ様が、下品な言葉を使うのはたまらんな」

　希実香がにやにやする。瑠璃が呆あきれた。

「それはどうなんでしょう」

「瑠璃も本音じゃそう思うだろ？」

「……ミストラル社はプライド高いですから、刺激すると本音が出るのは確かです」

　ミストラル社と中小ＰＭＣのユーラット群はなおも揉めている。発砲こそしていないが、時間の問題に見えた。

　やがてミストラル社のユーラットが横に広がりはじめた。

　正確には左右と上下で、網のように展開し、中小ＰＭＣのユーラットを包み込もうとしている。これをおこなっているのは、ミストラル社ユーラットの四分の一ほどで、残り四分の三は速力を増し、離れようとしていた。

　中小ＰＭＣのユーラットもついていこうと速力を増す。だが展開したユーラットに阻まれて進めなかった。

　つまり、一部が足止めをして残りは目標空域に向おうというのだ。もちろん中小ＰＭＣのユーラット群も気づいているのだが、いまさらどうにもできない。

「よし！　あたしらも速度を上げるぞ！」

　希実香が言う。幸塚一〇一だけは高度を上げている上に、かなり後方にいたので巻き込まれていなかった。

「ミストラルの本隊を追跡だ」

　レンが速力を上げた。

　中小ＰＭＣたちが足止めされているところの頭上を通過する。ミストラル社の足止めも、高度を上げていたため無意味だった。

　これで邪魔者はいない。先行するミストラル社の本隊を捉とらえ、慎重にあとを追った。

　ミストラル社のユーラット群は陸地に進路を取っていた。

「あの人たちも、こないだスーリアを見つけたところに行こうとしてますね……」

　ミミが呟く。

「……ユキがなにか見つけたのかな」

　この前、ユキは幸塚一〇一を追い払ったあとも残っていたはずだから、目的のものを発見した可能性はある。それこそ竜王ドラゴンキング型の痕こん跡せきとか。その情報を元にミストラル社は出撃したのかもしれない。

「すぐに分かります」

　瑠璃が言った。

「ミストラル社は無駄なことを極力しませんから、精度の高い情報だったんでしょう。でなければこんなにたくさん出撃しません」

「あたしは外れてもいいぞ。大笑いできる」

　希実香が話に加わった。

「大手の失敗話は酒の席でいいネタになるんだ」

「希実香さんも元は富ふ士じ六ろつ甲こうＤＫでしょう」

「あんなとこはクソだ」

　彼女は苦い表情で呟いていた。

「利益追求ばっかりでユーラット乗りのことを守ろうともしねえ。あたしには幸塚が一番合ってるよ」

「弓ゆみ子こ社長の引きで入ったんですか？」

　訊いたのはミミである。希実香はうなずいた。

「ああ。あいつとはわりと小さい頃から知ってるからなあ。弓子がいなきゃ、あたしは酒で身体からだをぶっ壊して死ぬか、金がなくて死んでいた。助けてもらったよ」

「どうやって助けてもらったんですか？」

「……教えてやんねえ」

　ミミは口を尖とがらせて「えー、ずるい。教えてくださいよ」と言ったものの、希実香はそれ以上語ろうとしなかった。

　幸塚一〇一はいつの間にか陸地の上にいた。ただし元陸地で、今は海の下。

　瑞みず穂ほの国は元々山がちで、名峰と豊富な森林資源を誇っていた。平地には多くの人が住んでいたのだが、気候変動による海面上昇によって水没し、住民は土地を離れた。

　現在は大半の人が海上都市に移住しているため、陸地はひとけのないところが多い。そして高度三百メートル以上に上がれないため、山々もただ眺めるだけになっている。

「右、二時の方向にタワー」

　ミミがレーダーとモニターを見ながら言う。画面には鉄骨で構成された電波発信塔が映し出されていた。

　かつて人々が陸地に住んでいたときの名残である。海抜三百メートル以上は腐ふ蝕しよくして消失しているので、建設途中のようにも見える。これはまだいい方で、諸外国にある巨大ビルには上層部がすっかり消えてなくなっているため、廃虚にしか見えないものがあるという。

　レンがタワーの左側を巻くようにして幸塚一〇一を飛ばせた。

　ミストラル社ユーラットの先頭ではなく、最後尾を追いかける。さらに進むと、今度は本当に陸地に入った。

　視界が白く濁りつつあった。

「霧……」

　レンが呟く。

　濃霧だ。最初は薄くたなびくだけだったが、すぐに濃くなり、視界を塞ふさいできた。

　希実香が命じる。

「連中は衝突を避けるためにライトをつけるはずだ。そいつを追いかけろ。ミミは高度の確認を怠るな。山肌にぶつかったら洒落しやれにならん」

　確かに前方にぼんやりと、ライトの灯あかりが確認されていた。編隊を組むユーラットは車間距離を取るため、このような濃霧の時と夜間にライトを点灯する。

「レン、もうちょい距離を取れ」

「あまり離れたら見失いませんか？」

　しおりが振り返った。

「近づいたらバレるぞ」

「相手にもレーダーがあるんですから、もうバレてますよね？」

「連中も一台くらいならかてえこと言わねえだろ。それより、露ろ骨こつに接近したら文句が来る」

「先回りするとか」

「そっちの方が途中で見失いそうだ」

　まだライトのおかげで見失ってはいない。あまり遠くなると霧に埋没しそうではあった。

　モニターの映像が役に立たなくなりつつあるので、ミミはレーダーを確認した。

「ミストラル社のユーラット群、前進を続けています……あれっ」

　レーダーの画面が乱れた。ミミはスイッチ類を操作する。

「電波障害……？　レーダーが映りません」

　レーダー画面が乱れていた。白い点が無数に発生しており、やがて画面全てを覆って真っ白になる。

　ミミは周波数を切り替えたり受信チャンネルを変更したりして、なんとか回復させようとした。しかしどうにもならない。

「駄目です。レーダー探知不能」

　即座に希実香が指示を飛ばす。

「映像を赤外線か熱探知にしろ」

「どっちも故障して修理できてません。予算不足です」

　しおりが答える。

「修理していても、この距離だときついかもしれないです」

「しょうがねえ。なんとか追いかけろ」

　レンはやや速度を上げた。

　濃霧に晴れる気配はなく、むしろ濃くなっていく一方だ。

　前方にぼんやり光っていたライトは、徐々に小さくなり、ついには消えた。なんとか追跡しようとするも、どうしても見つからなかった。

「最悪だ」

　希実香がうめく。

「これで冥竜墜おとせなかったら、今月の支払いがどうのって話になるぞ」

「あの……」

　ミミが言った。

「ハッチを全開放するのはどうでしょう」

　全員が彼女のことを見た。

　皆の疑問を代表するように瑠璃が訊く。

「開けてどうするんですか」

「音を聞くんだよ。なるべくこっちのエンジン音を絞って、ミストラルの音が聞こえる方向に飛べばいいんじゃないかな。こっちより向こうの方が数が多いから、音も大きいはずだよ」

　ミミにはある種の確信めいたものがあった。ユーラットの視覚が潰つぶされたのなら、聴覚に頼れば良いのだ。

　即座に希実香は言った。

「全部のハッチを開放しろ。高度は百五十まで落とす。レン、エンジンはできるだけ絞れ。会話も禁止だ」

　急いでハッチが開けられた。通常乗り降りする所だけではなく、非常用のハッチまで開けられる。霧の湿気が車内に入り込んで、じとっとしてきた。

　皆、耳を澄ませて集中する。

　かすかだが、人工的なエンジン音が聞こえてきた。

　ミミが顔を上げる。

「聞こえます……十一時の方角です」

「そっちに向けろ！」

　レンは希実香の命令をすぐに実行。ユーラットが方向を変えて進んだ。

　ハッチはまだ開けっ放しだ。ここでまた見失っては元も子もない。高度にだけ注意して、あとは音を追う。

　だんだんと大きくなってきた。モニターにもライトらしき灯りが映る。希実香がほっとした。

「よし、また追跡できるな」

　と、そのとき。

　遠くからのエンジン音に異音が混ざった。

　小刻みに数回、なにかが破裂するような音。すぐにそれらは大きな爆発音に変化した。

「戦闘騒音!?」

　ミミは仰天した。砲撃の音と爆発音が入り交じって伝わってくる。空に響き渡ろうとしていた。

「ハッチ閉め！」

　希実香が命じる。乗員たちは車内を動き回ってハッチを閉じた。

　前部カメラを操作して映像を拡大。いきなり戦闘風景が飛び込んできた。

　ミストラル社のユーラットが戦闘をおこなっていた。砲塔を左上方に向けてしきりと発砲している。空中には炸さく裂れつした砲弾の花が咲き、黒い煙が舞っている。

　霧の中には冥竜が見えた。

「ミストラル社のユーラット、戦闘中です」

　しおりが報告する。彼女の手元には詳しいデータがあるはずだ。

　希実香は手を合せる。

「よし、接近しろ！　横からかすめるチャンスだ！」

「待ってください！」

　ミミが遮った。

　彼女はモニターを凝視していた。瞬きもしていない。

「なにか……いました」

「なんだって？」

「とても大きい冥竜です。翼があって……」

　突然霧の中から、大きな竜が出現した。

　長大な翼を持ち、一つ目の頭と長い首、尻尾しつぽを備えている。一見生物だが、身体の所々が青く発光しており、すぐに人工物だと分かった。なにより全身が装甲で覆われていた。

　その姿は巨大だ。頭部だけでユーラットとほぼ同じ大きさなのだ。アンテナらしき角を合せるとユーラットよりずっと大きい。

　そして全身は銀色に輝いていた。

「竜王ドラゴンキング型だ……」

　ミミは喫きつ驚きようした。聞いたことはあっても、見たことははじめてだったのだ。

　車内のデータベースで検索、すぐにヒットした。

　銀竜王シルバードラゴンキングという識別名がついていた。もちろん竜王ドラゴンキング型であり、瑞穂周辺でのみ目撃例があった。瑞穂と周囲の地上都市で破壊のかぎりをつくしたのが、この冥竜だったのである。

　銀竜王シルバードラゴンキングの周囲には、多種多様な冥竜が遊ゆう弋よくしている。まるで王に従う家臣だった。

　冥竜群とミストラル社のユーラットが交戦中だった。銀竜王シルバードラゴンキングはただ浮かんでいるだけで、なにもしていない。

　一機の冥竜に砲弾が命中、火を噴いて落ちていく。

　突然、銀竜王シルバードラゴンキングの頭が光った。

　正確には単眼の部分だ。目も眩くらむような灯りと共に光線を発すると、首を下から上へと振る。

　空が切り裂かれた。光線の通過点にいたユーラットが、数台爆発した。

　銀竜王シルバードラゴンキングは同じ動作を繰り返す。そのたびにミストラル社のユーラットが破壊され、落ちていった。

「まさか……ユキ……！」

　ミミが息を呑のむ。あの中に妹はいるのだろうか。

「後退しろ！」

　希実香の声が車内に響く。

「あんなのに目ぇつけられたら、ただじゃすまねえ。遠ざかるぞ！」

　それからミミに言う。

「鳴門、妹のことが心配だろうが、今は自分のことが優先だ。不安はどこかにしまっておけ」

「……はい」

　努力して、なんとか言われたとおりにする。手をぎゅっと握りしめた。

　レンが幸塚一〇一を後退させる。主砲は前方に向けたままで、あとは後部カメラが頼りだ。

　ミストラル社と冥竜の戦闘空域から離れる。と、霧中の爆発が見えなくなった。

　遠ざかったためかとも思われたがそうではなかった。今まで激しく交戦していたのに、戦闘が止やんだのである。正確にはユーラットはまだ砲撃しているものの、冥竜側の反撃がない。

　希実香が身を乗り出してモニターを確認した。

「なんだ……？」

　全員の頭上に疑問符が浮かぶ。そのとき。

　霧が晴れ、真っ正面に一つ目の冥竜が出現した。

　幸塚一〇一の乗員全員の心臓が、口から飛び出しそうになった。

「銀竜王シルバードラゴンキング!?」

　ミミは目を疑った。間違いない。特徴ある単眼と銀色の身体は銀竜王シルバードラゴンキングだ。つい先ほどまでミストラル社のユーラットと交戦していたはずなのに、眼前にいた。

　銀竜王シルバードラゴンキングが光線を発さない。代わりに羽ばたいた。

　それだけで突風が起こり、幸塚一〇一が揺れる。

「下がれ、下がれ！」

　希実香の絶ぜつ叫きよう。

「あたしたちだけじゃとても無理だ！」

「救援を頼みますか!?」

　しおりが叫ぶ。

「連中も手一杯だ！」

　面子メンツ抜きにミストラル社に救援を求めようにも、向こうもまた冥竜群との交戦を再開していた。銀竜王シルバードラゴンキングだけがこちらに来ているのだ。

　下がろうとした幸塚一〇一に、今度の銀竜王シルバードラゴンキングは身体ごと激突した。先ほどの比ではないほど揺れる。

「きゃー!!」

　悲鳴を上げたのは誰だったか。しおりかもしれないが、頭が攪かく拌はんされてそれどころではない。

　ミミは必死になって副操縦席にしがみついた。外部カメラを操作して、周囲の確認に努めようとする。

　いくつかは壊れていた。手元のモニターに生きているものを映し出す。

　黒い冥竜が見えた。魚みたいな形の物体。

「左下、小さいのがいます！」

　小さいといってもユーラットと同じくらいの大きさである。銀竜王シルバードラゴンキングの手下だ。

　銀竜王シルバードラゴンキングがすっと浮かび上がった。

「銀竜王シルバードラゴンキング、上昇していきます……？」

　自分で言いながら、ミミは疑問に思っていた。あいつはなにをしてるんだろうか。

　銀竜王シルバードラゴンキングはどんどん上がっていく。海抜三百メートルを越えた。

　いきなり幸塚一〇一が揺れた。

「また攻撃してきたのか!?　敵はどこだ」

　希実香が指示を下し、ミミがカメラとセンサー類を操作する。

　モニターの画像が切り替わるが、どこにも冥竜の姿はない。だが振動は続いていた。

「どこだろ……？」

　彼女は何の気なしに高度計を見る。目を剝むいた。

「車体、じょ、上昇しています!?」

　高度計が十メートル上昇していた。当初は見間違いかと思ったがそうではない。百五十メートルだったのが百六十メートルとなり、百七十メートルまで上がった。

　ミミは上昇の原因を探ろうと、もう一度外部カメラを操作する。

　真下に黒い影があった。

　ミミははっとして希実香に伝えた。

「冥竜です！　冥竜が下に張り付いています！」

「なんだって!?」

「黒いのが幸塚一〇一を押し上げているんです！」

　冥竜が真下に取りついていた。自分の背中に幸塚一〇一を乗せ、上昇しているのだ。

　瑠璃が驚く。

「冥竜ってそんなことするんですか!?」

「あたしもはじめて見た！」

　ミミは返事をしながら高度計を確認。百九十メートルから二百メートルになろうとしていた。

「ひゃっ、まだ上がってる！」

　そして背中に冷たいものが流れる。このまま行くと、ある結果にたどり着くのだ。

「希実香さん！」

「レン、下に行け！　上昇するとまずい！」

　ユーラットの推力は三次元機動ができるほど変更が利きく。レンは推力の全てを上から下に押し下げるように指向した。

　幸塚一〇一の上昇が止まる。だがそれも一瞬のこと。再び上へ上へと動いていった。

「二百三十メートル！」

　ミミが高度計を見ながら叫ぶ。希実香が命じた。

「しおり、ミサイルポッドを真下に向けろ！」

「ミサイルありません！」

　ミサイルポッドは片方が脱落し片方を外したまま、取りつけていないのである。下を狙える武器がなかった。

「二百四……二百五十メートル！」

　高度計の針がまた上がる。ユーラット内にはデジタル高度計とアナログ高度計の二つが取りつけてあるが、どちらも正確に数字を刻んでいた。

「二百六十メートル！」

「レン、全開だ、推力を全開にしろ！」

　言われるまでもなく、レンはとっくにやっていた。それでも上昇速度が鈍にぶっただけで止まらない。

　ミミの背中にまた汗が流れる。彼女だけではなく、皆同じだった。

　このままだと確実に三百メートルを越えてしまう。そうなったらユーラットの外板が腐蝕し、崩壊してしまうのだ。三百メートル以上上空から放り出された人間がどうなるか、考えるまでもない。

　瑠璃は震える声で言う。

「しおりさん……パラシュートってありました？」

「ありますけど……こんな状況じゃ……」

　しおりは引きつりながら返事をする。三百メートルは死ぬには十分だがパラシュート降下には低い中途半端な高さだ。今からパラシュートを装着してハッチを開けて飛び降りて無事でいられるかどうかなんて分からない。ましてや下に冥竜がいるのである。

　幸塚一〇一が揺れる。ミミは急いで高度を確認した。

「二百八十メートル……！」

　希実香は叫んだ。

「前進しろ！　冥竜の上から抜け出せ！」

　レンは操縦桿かんを前進に入れる。だが動かない。むしろ下向きの力がなくなった分、上昇スピードが早くなった。

　ミミはカメラを操作して下を映す。爪つめのようなものが車体に食い込み、黒い冥竜の上部で固定していた。

「二百九十メートル！」

　情け容赦なく高度計は数字を刻んでいく。

「三百！」

　ミミの声が響く。

　すぐに腐蝕して崩壊したりはしない。ユーラットは頑丈なのだ。だがここからが本番。すでに危険高度に突入している。

「三百二十！」

「が、外部瘴しよう気き流りゆう測定計、イエローゾーンに入りました！」

　ミミのカウントの直後に、しおりのうわずった声。

　装甲板から少しずつ異音がしてくる。瘴気がゆっくりと浸食しているのだ。

「後進に入れろ！」

　希実香の指示でレンがユーラットをバックさせようとする。だがしっかりと捕らえられており、どうしても動かなかった。

「動かない……」

「前進と後進を繰り返し続けるんだ！」

　その間にも幸塚一〇一は上昇を続けている。

「三百四十……三百五十！」

　弾けるような、ひび割れのような音の回数が増え始めた。瘴気は濃くなっており、人類の作った人工物を葬り去ろうと活動を強めている。

「三百七十！」

「外部瘴気流測定計……レッドゾーンです！」

　ミミのカウントとしおりの報告が車内に響く。皆、唾つばを飲み込んでいた。

　測定計は瘴気流の濃さを計る。レッドゾーンは「ただちに降下せよ」との意味。だが、不可能だ。まだユーラットはやられていない。動けないがエンジン部も主砲も稼働している。しかし降下できないという事実が、心にずしりとのしかかっていた。

「三百九十！」

　ミミがカウントする。目を何度も擦こすっては数値を見て、間違いでありますようにと確認する。

「よ……四百！」

　突然、ガラスの割れるような音がした。

　全員がぎょっとして車内を見回す。

　スーリアが悲鳴を上げた。

「ク、クリスタルが……」

「一番クリスタル破損！」

　しおりが真っ青になってアクリルケースの中を確認した。

　クリスタルはユーラットを動かす重要な部品だ。ここから発生する波動が装甲板を強きよう靱じんにする。これが壊れるというのは、瘴気によって波動が押し返されていることを示す。

　収められているクリスタルは五つ、中でも一番古い、左端のものが粉々になっていた。

　ユーラットが今までで一番大きく揺れた。

　しおりとスーリアが座席から転がり落ちる。ミミはかろうじてしがみついていた。

「高度四百二十突破！」

　同時に外部を移していたモニターのうち、二つの画面が真っ暗になった。

「一番カメラ、四番カメラ停止！」

　これを皮切りに、幸塚一〇一の車内はアラートが鳴り響き、パネルというパネルが真っ赤に染まった。

「エンジン出力低下！　前部センサー部脱落！　速度測定器が反応しません！　外部瘴気流測定計の針が振り切れました！」

　被害報告と応急処理はしおりの役目だ。だが次から次へと各部が壊れていき、てんやわんやだった。

　希実香の声も思わず上ずる。

「レン、車体を横に滑らせられねえか!?」

「それも駄目……」

　レンの額ひたいにも汗が滲にじんでいる。口数が少ないのは変わらなくても、焦あせりが手に取るように分かった。

　また破裂音がする。しおりが反射的に頭を押さえながら叫んでいた。

「二番クリスタル破損！　後部ライト破損しました！」

　残りのクリスタルは三つ。全てのクリスタルが壊れるようなら、瘴気を防ぐ物はなにもなくなり、人工物はあっという間に崩れ落ちていく。

「副砲コントロール不能！　……え、後部が……」

　しおりの目の前にあるパネルのうち、右端の計器の針が見えなくなるほど振り切れていた。

　彼女の声は悲鳴に近くなった。

「後部ハッチのパッキングが破れています！　瘴気流内部侵入！」

「瑠璃、スーリア、後ろに行って塞ふさげ！　瘴気を車内に侵入させるな！」

　希実香の言葉に、二人は急いで後部へと向った。ユーラットには冥竜の残ざん骸がいを利用した応急措置用充じゆう塡てん剤ざいがある。短時間なら十分持つ優れものだが、これもクリスタルがなければ効き目を発揮しない。

「エアタンクのバルブ開けろ！　車内気圧を高めるんだ！　ベンチレーターを動かしまくれ！」

　希実香の指示に、しおりのうわずった声が被かぶさる。

「そのベンチレーターが破損しました！　非常ハッチも壊れてます。瘴気流の車内濃度上昇！」

　三度目の破裂音。もう見なくてもなにが起こったか理解できた。

「さ、三番クリスタル破損……！」

　あと二つしか残っていない。うち一本は細かく振動しており、長持ちしそうになかった。

　希実香は恐怖を振り払うように叫ぶ。

「鳴門、高度計の表示をこっちに回して、お前は非常ハッチの応急処置を……鳴門!?」

　ミミは副操縦席から動いていなかった。

　希実香の声は耳に入っている。だがそれよりも、眼前のモニターに目が釘くぎ付づけになっていたのだ。

　幸塚一〇一の上空に、銀色の巨体が見え隠れしているのだ。

「銀竜王シルバードラゴンキング……！」

　希実香が近くまで来てモニターを覗のぞき込こんだ。

「いなくなったんじゃないのか!?」

「います！　頭の上です！」

　巨大な冥竜は翼を広げており、鉤かぎ爪づめをこちらに向けている。ユーラットの装甲板など簡単に引き裂きそうに思えた。

　銀竜王シルバードラゴンキングは空中に静止したまま、待ち構えていた。

「応急処置終えました！」

　瑠璃とスーリアが息を荒くしてやってくる。

「でもいつまで持つか分からなくて……」

　途中で瑠璃が絶句する。銀竜王シルバードラゴンキングの姿を見たのだ。

　スーリアも顔を青くしている。そして頭を押さえてうずくまった。

「痛……」

　突然、銀竜王シルバードラゴンキングが動き出した。

　降下すると、足を開いて鉤爪で幸塚一〇一に摑つかみかかる。

　がりがりと異音が続く。装甲板を引ひっ掻かいているのだ。車体が不規則な揺れ方をした。レンが必死で安定させようと操作するも、そもそも黒い冥竜の背中に乗っているのでうまくいかない。

　さすがに皆、死を覚悟した。

　だがここで銀竜王シルバードラゴンキングは動きを止める。上昇して元の位置に戻った。

　あの巨大な冥竜は幸塚一〇一を敵として認識していた。それは誰の目にも明らかだ。だが、どういうわけか一度で攻撃を止めた。

「どうなってるんですか……？」

　瑠璃が呟く。ミミは首を振った。

「分からないけど……。爪がこっち向いてるよね」

　その台詞せりふに瑠璃がうなずく。

「そうですね。足を開いているみたいです」

「もしかしたら、あたしたちを捕まえて食べるとか……」

「ええっ!?」

　瑠璃が目を剝むく。

「まさか……」

「銀竜王シルバードラゴンキングが待ち構えているところに、別の冥竜があたしたちを運んでさ、こう食事を差し出すみたいに……」

　ミミは自分で口にしておきながら、最悪の想像に気分が悪くなった。

　冥竜が人間を捕食するなんて聞いたことがない。だがそう考えるとしっくり来るのだ。単に撃墜したいのであれば、普通に攻撃すればいい。あのデカブツはそれだけの力を持っている。だがわざわざ別の冥竜が上空まで運び上げているのである。

　爪で装甲板を切り裂き、エビみたいに中身だけを取り出すのではなかろうか。わざわざ三百メートルより上を選んだのは、邪魔が入らないようにするため。

　そうなるのは最悪の結末だ。ただ死ぬより最悪だった。

　希実香が絶叫する。

「なんとしても逃げるぞ！　鳴門、非常ハッチ直してこい！　瑠璃、砲身を上に向けろ！」

「効くんですか!?」

「撃たねえよりはマシだ！」

　瑠璃は急いで砲手席に座ると、砲塔を回転させて砲身を上に向けた。

　まだ砲は生きている。瘴気がどこまで腐蝕しているか分からず、最悪なのは発砲と同時に砲弾が砲塔内で爆発することだ。それでも銀竜王シルバードラゴンキングに捕まるよりはいいのだ。

　瑠璃は急いで狙いをつける。

「撃ちます！」

　腹に響く発射音。砲弾が放たれ、銀竜王シルバードラゴンキングに直撃した。

　だが相手に影響は見られない。傷すらついていないように感じられる。そして銀竜王シルバードラゴンキングは腹を立てていた。

　また降下してくる。爪の一撃が幸塚一〇一に加えられた。

　車内が上下左右に揺さぶられた。敵の攻撃が真下の冥竜ごと揺らしているのだ。全員座っていられなくなった。

　もう一度銀竜王シルバードラゴンキングの攻撃。やはり一気に破壊しようとはしていない。缶詰の蓋ふたを開けるようにしていた。

　それでもユーラットにとっては災厄以外の何物でもない。

　もの凄い破裂音。クリスタルがアクリルケースごと炸裂したのだ。残りは剝むき出だしになった一本のみ。

「四番クリスタル破損！　副砲塔消失！　左後部着陸脚……きゃあっ!!」

　機器の一部がショートして火花を発する。なにかのフックが外れて修理器材が落っこちた。

「うわっ!?」

「きゃっ！」

　転倒した希実香とスーリアの上にハンマーやらペンチやらが雪崩なだれ落おちる。瑠璃が這はいながら近寄った。

「しっかりしてください！」

　二人は意識を失っていた。希実香、スーリアとも息はあるが返事がなかった。

　なんとか非常ハッチの補修を終らせたミミが戻ってくる。倒れている希実香とスーリアを見て心臓が飛び出しそうになった。

「大丈夫!?」

　また揺れる。攻撃が続いていた。

　と、震動が収まる。

　モニターを見ると、銀竜王シルバードラゴンキングが上昇していた。理由は分からないが、距離を取ろうとしている。

　今しかないと、ミミは直感した。

「希実香さん、逃げま……」

　言葉が止まる。幸塚一〇一の戦車長である希実香は、気を失っているのだ。

　ミミは思わず天井を仰あおぐ。

「もう！　これじゃどうやって逃げれば……」

「ミミさん」

　瑠璃の声がする。

「逃走するチャンスはあると思いますか？」

「もちろんだよ。今しかないくらいだよ」

「車長をやってください」

「えっ」

　思わず瑠璃の顔を見返す。

「あたしが!?」

「ミミさんは訓練のときも車長をやりましたよね。いい指揮でした」

「あたしよりも瑠璃ちゃんの方が」

「ミミさんが適任です。お願いします」

　瑠璃だけではなく、レンもしおりもミミのことを見つめていた。全員が、この言葉を指示していた。












　瑠璃はさらに言う。

「時間がありません、早く！」

　ミミは拒絶しようとして、言葉を飲み込んだ。

　幸塚対竜社では戦車長が指揮不能になったとき、そのときの最適任者と思われる人物が引き継ぐのだ。機械的に次席が決定される大手ＰＭＣとは違う。

　これはとっさに次の車長が決定されないという欠点を含むが、皆の支持を得るので最適な環境で指揮ができた。

　瑠璃はミミが最適任者だと判断して、レンとしおりもそうだといっているのであった。

　息を大きく吸い込む。

「……分かった」

　彼女は決断した。

「あたしが幸塚一〇一の指揮を引き継ぐ。全員持ち場に戻って」

「お願いします」

　瑠璃が返事をした。

　レンとしおりが、気絶している二人を床に寝かせてロープで固定した。今はこれで我慢してもらうしかない。

　ミミが叫ぶ。

「脱出する！　しおりちゃんは高度計のカウント！　レンちゃん、前進して。あたしの合図で左右に切って！」

　レンがスロットルを全開にして前進モードにする。

　幸塚一〇一はがくんと揺れたが、前には進まない。冥竜に捕まえられたままだ。

「左！」

　車体が左に動こうとする。

「右！」

　今度は右。だが冥竜はまだ離さない。

「高度四百八十メートルです！」

　もう安全高度をとっくに振り切っている。残るクリスタルは一本のみだ。

　それでも同じ動きを繰り返させる。反動で左右の揺れが大きくなっていく。

　真下の冥竜が手こずると思ったか、いっそう強く捕まえようとしていた。

　上部カメラ用のモニターを凝視。銀竜王シルバードラゴンキングが不審に感じたらしく、また降りてくる。

　鉤爪がきらめいた。

　動きを止めるつもりなのだろう。鋭い先端が近づいてくる。ミミはタイミングを見計らい、レンに叫ぶ。

「右、大きく右！」

　幸塚一〇一が右に傾く。鉤爪が装甲板をかすめ、黒い冥竜に突き刺さる。

　黒い冥竜が震える。ショックで頸くび木きが外れた。

　ミミは怒鳴った。

「前進全速！」

　今度こそ幸塚一〇一が進んだ。空中に解き放たれる。

「地面に向かって突っ込め！」

　ユーラットの動きとは思えないほどの角度で急降下する。黒い冥竜が追いかけてくるが、降下速度で振り切る。

　モニターに瑞穂の大地、森林地帯が大写しになる。

「後進！　不時着態勢！」

　着陸脚は展開しない。後進して速度を落とし、緩降下しながら森に突っ込んだ。

　木々が倒れ、生木の裂かれる音が周囲に轟とどろく。

　いくつもの木をなぎ倒し、あちこちをえぐりながら、幸塚一〇一は地面を滑り続けていった。
















　ミミは車しや長ちよう席から投げ出されていた。身体からだのあちこちをぶつけていたものの、頭だけは無事だった。不幸中の幸いである。

「いたた……」

　腰をさすりながら立ち上がる。車内を見回した。

　乗員は、あらかじめ床に寝かされていた希き実み香かとスーリアを除き、全員転がっていた。瑠る璃りは砲ほう手しゆ席にぶら下がる恰かつ好こうになっており、レンはうつぶせに倒れている。しおりは端で伸びていた。

「みんな、大丈夫!?」

　声をかけていく。一人ずつ起き上がった。

　ミミは瑠璃が立ち上がるのに手を貸した。

「痛いところない？」

「平気です……」

　顔をしかめているからまったくの平気ではないのだろうが、弱音は吐いていなかった。

　レンも起き上がる。普段から無口で表情を変えないから、痛いとも言わない。しおりは「酷ひどい目に遭いました……」と半泣きであったものの、むしろ平気そう。

　ロープで床に固定されていた希実香も、目を覚ましていた。

「……おい、こいつを外せ。きついぞ。新あら手てのＳＭか？」

「今やります」

　ミミが近づく。希実香の額ひたいからは血が流れていた。

「出血してます！」

「ああ？　これくらいなんでもねえよ。ちっと痛いけどな」

「今止血しますから、じっとしててください」

「いらねえ。さっさと解ほどけ。鳴門なるとの変態趣味につきあう趣味はないんだ」

「もっときつくしてもいいんですよ？」

　希実香は口をつぐむ。しおりが遠くに転がっていた救急箱を探しだし、二人で治療をした。

　ミミもしおりも医者ではないので、簡単なことしかできない。傷口を消毒してから包帯を巻いた。

「頭がずきずきする……」

　希実香が呟つぶやいた。ミミは言った。

「帰ったらお医者さんに見てもらいましょう」

「医者は嫌いだ」

「あたしもです。見てもらってください」

　念を押してから、ロープを解いた。

　問題はスーリアだった。

　身体を見たがどこにも外傷はない。息もある。だが、気を失ったままだった。

　寝ているようにも感じられた。あえて言えば、最初に発見したときと同じような雰囲気である。

「スーリア、スーリア、聞こえる？」

　耳元で声をかけたが、返事はない。

「駄目か……」

「そのままにしておきましょう」

　瑠璃が言う。ミミも同感だった。

　その間に、レンとしおりが幸こう塚づか一イチ〇マル一イチの各部点検をおこなっていた。

　幸塚一〇一は奇跡的に、ほぼ水平を保ったまま不時着していた。水すい平へい儀ぎの傾きがほとんどない。恐らく着陸脚も破損していないはず。ただ電装系が全すべて落ちているので、詳しい状況は不明。

「外に出よう」

　とミミ。

「でなきゃなんにも分かんないよ」

「冥めい竜りゆうとか、いませんよね……？」

　恐る恐るしおりが訊きく。ミミは首を振った。

「この状態でも無事なんだから、多分危険はないよ」

　他に野生動物に注意すべきであるが、これだけ派手な物音を立てて不時着したのだから逃げ散っているだろう。動物は基本的に臆おく病びようである。

　外気の状態を確認しようとしたが、計測器が壊れていて分からない。しょうがないのでそのまま側面ハッチを開ける。

　生暖かい空気が流れ込んできた。見たところ、危険はなさそう。

　ミミがまず降りた。ついで瑠璃、しおり、レンの順。最後に希実香が降りる。スーリアは動かさない。

「ここはどこでしょう……」

　瑠璃が呟く。ミミたちにも分からない。幸塚一〇一の電源は落ちているので、位置の把握ができなかった。地図はあるが、そもそも現在位置が不明だ。

　しおりがいったん車内に戻ると、地図を持ってきた。

　ミミに渡された。しわくちゃになっているのを広げる。

「ええと……ここが武ぶ州しゆう海上都市で、こう来たはずだから……」

　ぶつぶついいながら、地図を指でなぞる。

「ここで戦闘があったから……旋回して……うーん……」

「よく分からないですね」

　隣から覗のぞき込んでいた瑠璃も、お手上げといった風情であった。

「貸してみろ」

　希実香が地図をミミから受け取る。彼女は戦闘の様子を聞きながら、地図を眺めていた。

「風の具合も換算すると、多分、このあたりだな」

　かつての丘陵地帯に指を置いた。

「不時着したこともあわせると、妥当だろう」

「でも、予想範囲広いですよね」

「まあな」

　希実香はミミの言葉に顔をしかめた。

　丘陵地帯に不時着しているだろうというのは想像がつく。ただそれが、半径八十キロほどの圏内なのだ。

　希実香は地図から顔を上げた。

「……しおり、武州と予よ州しゆうってロランの電波出してるはずだな」

「はい。でも、こっちで受信できませんから」

「じゃあそいつを直すしかない。あとは地形から判断だな」

　武州海上都市と予州海上都市には無線測位局が置いてあり、常に信号を発している。これはロランと呼ばれる電波航法システムで、ユーラットはそれを受信して自らの位置を測定するのだ。

　ミミに地図が返された。彼女は折り畳みながら言う。

「希実香さんが持ってた方がいいんじゃないですか？　航こう法ほうもできるんですよね」

「そりゃ全部経験したからな。ただまだ頭痛がするんだ。鎮痛剤飲んだのにろくに効きやしねえ」

「休んでてください。倒れたら大変です」

「車長が寝てるわけにはいかねえだろ」

「残念ですが、今はあたしが幸塚一〇一の車長です」

「なんだって？　なんで鳴門が」

　希実香は不審な表情を浮かべる。ミミはきっぱりと言った。

「希実香さんが気絶しているときに引き継ぎました。乗員全員の支持を受けています。そしてあたしは車長として乗員の健康状態にも配慮する必要があります。希実香さんは休んでいるべきです」

「この前鳴門に車長やらせたのは、訓練だからであって……」

　反論しようとする希実香。ミミはさらに言う。

「拘こう束そくしてもいいんですよ。みんなあたしに従ってくれるはずです」

　瑠璃としおり、レンまで彼女の言葉にうなずいていた。

　希実香はなおも反論しようと口を開く。だがミミたちの意思を感じ取ったか、諦あきらめて降参のポーズを取った。

「分かったよ。横になってりゃいいんだろ」

「安静にしているのが条件です」

「とんだ独裁者だ」

「権力って楽しいです」

　希実香は諦めて車内に戻った。

　ミミは改めて、外にいる全員に告げる。

「じゃあ、あたしと瑠璃ちゃんで周辺偵察をやろう。レンちゃんは食事の用意、しおりちゃんはユーラットの損傷をチェックして。修理が必要なところは全員で手伝うから」

　全員異論なくうなずいた。

　車内から緊急用の装備を下ろす。そこかしこに散乱していたので、集めるのにやや時間がかかった。

　緊急用装備は、このような遭難した場合に備えてユーラットに常備されているものだ。ライターやらコッヘル、着火剤といった調理器具や、懐中電灯、双眼鏡、鉈なたにハンモック、寝袋まである。

　ミミは必要なものだけを身につけた。瑠璃をうながして出発した。

　といっても、遠征するわけではない。まずは幸塚一〇一の周りを一周して状況を確認した。

　幸塚一〇一は森の中に突っ込んでいた。地面には車体の跡が残っており、土が露出している。不時着方向には山があり、あのまま進むと岩肌に激突していたところであった。

「ちょっと登ってみようか」

　それほど急な山ではない。ただ、どう見ても海抜三百メートル以上の高さがありそうなので、慎重を要した。

　ミミと瑠璃は登れそうなところを探し、上を目指した。

　岩がごろごろしているので、下へ手たをすると足を挫くじきそうだ。慎重に、いざとなったらすぐに引き返すことを頭に入れながら進む。

　人間が三百メートル以上に達したところでいきなり死ぬわけではない。ただし人工物が全て崩れ落ちだすため、靴だの手袋だのは使い物にならなくなる。

　それは服も同じで、自然由来の繊維だろうと人の手のかかったものは全て腐るのだ。ようするに高いところに上がるにつれて裸になってしまう。つまり全裸ならどこまでも上れるのが理屈だが、乙女であるミミたちはそこまでする気になれなかった。なお三百メートルに達した途端、飛んでいた冥竜に見つかって攻撃を受けた例も多いので、どっちにせよ危険。

　適当な高さで登るのを止やめた。

　周囲を見渡す。そこそこ見晴らしがよかった。

　ミミは手でひさしを作りながら、左右を眺めた。

「んー……左手側の山に、鉱山跡みたいなのがあるなあ」

　双眼鏡で確認する。やはり鉱山の跡だった。

　瑠璃が地図を広げる。

「ここに鉱山のマークがありますね。銅鉱山跡地みたいです」

　彼女は指を差す。ミミも一緒になって何回か確認した。

「とすると、あたしたちはこっち側から陸に入ったはずだから……距離からいってこのあたりが不時着地点かな」

　マーカーで印をつける。瑠璃も「そうでしょうね」と言った。

　これで現在位置は分かった。

「あ。あそこ。沢があるよ」

　ミミは瑠璃に双眼鏡を渡す。瑠璃はレンズをその方角に向ける。

「……本当です。飲み水には困りませんね」

　緊急時のための飲料水は積んであるが、どれだけ使うことになるか分からないのだ。水があるのは助かる。

　一通り周辺の偵察はすんだので、二人は山を下りた。

　幸塚一〇一の側そばではレンが食事の支度をしていた。簡素なかまどを作り、火を熾おこしている。ちょうど着火したばかりのようで、小さい炎が揺らめいていた。

「レンちゃん、向こうに沢があったよ」

「汲くみに行く……」

　彼女は答えると、薪まきを放ほうり込んでからバケツを手に取った。

　重くなりそうなので、ミミも手伝った。水を入れたバケツを持ちながら戻ると、空はもう夕焼けだった。

「今日はここで寝ることになりそう」

　ミミは呟く。学校には数日間の公欠届けを出しているから平気だろうが、弓ゆみ子こが心配しそうだ。

　バケツの水を使ってお湯を沸かす。飲むわけではなく、缶詰やレトルト食品を温めるのだ。

　搭載していた飲料水は飲み水に使用する。準備ができてからしおりを呼んだ。

「ご飯にしよう」

　しおりが手を止めてやってくる。車内で横になっている希実香も呼んだ。

　彼女は不時着直後よりはずっとよくなっている様子であった。

「頭痛、どうですか？」

「収まった。薬が効いたかどうかは分からん。鳴門、そろそろ指揮権返せ」

「まだ駄目です」

　瑠璃とレン、しおりも首を振る。こうなると希実香も無理強いはできない。

「土ど下げ座ざしてお願いすればいいのか？」

　ミミはにこりとする。

「それよりも、あたしのことをミミって呼んでください」

　渋い顔をする希実香。

「鳴門の方が呼びやすいんだよ」

「他の娘こたちには下の名前で呼んでるじゃないですか」

「分かったよ。呼んでやるから指揮権返せ、ミミ」

「でも駄目です」

　あっさり拒絶する。希実香は「詐欺師め」と騒ぐが、ミミはまだ彼女を休ませるつもりであった。

　食事の時間となる。レトルトパックと缶詰が開けられた。

　この手の緊急時用食糧は、なるべく飽きが来ないようバリエーションに富んでいる。ミミは五目ご飯に豚肉と里芋煮、フルーツゼリーであった。

　味つけは濃いが、アパートにいた頃より豪華だ。空腹だったこともあって、ミミは一心不乱に食べ続けた。

　水で胃に流し込む。それから「食べながらでいいから聞いて」と言い、周辺捜索で見たものを告げた。

「だいたいの不時着地点は分かったよ。高たか松まつ岬みさきから東北方向、九十キロほど内陸に入ってる」

「結構流されたんですね」

　しおりが言った。作業中だったので、手袋をしたままチキンパテをスプーンですくっていた。

　ミミはチューブゼリーを口に含む。

「むぐ……希実香さん、スーリアの具合はどうなんです？」

「あたしが起きたときにはまだ寝ていた」

「寝てるんですか」

「起きそうにないけどな」

　どう見ても気絶じゃないが起きないと、彼女は答えた。

　レンは黙々とビーフカレーを口にしている。瑠璃はマカロニシチューを食べていた。

　ミミはしおりに訊いた。

「幸塚一〇一の具合はどう？」

「よくはないんですが……」

　しおりは考えながら返事をしていた。

「思ったほど酷くはありません。ベンチレーター回して瘴しよう気きを追い出したのが利きました。発電機を直せば電装系も復活できます」

「よかった」

　ミミは胸を撫なで下おろす。しおりの顔は晴れない。

「装甲板はほとんど全部傷ついています。後部貨物室は穴が大きすぎて塞ふさげません。着陸脚は動かしてみないことにはなんとも……」

「武装は？」

「副砲は全損です。主砲は動きそうです。砲身も無事でした」

　ミミは肝心のことを質問した。

「で、飛べそう？」

　しおりは食事を中断すると、少しの間黙考した。やがて答える。

「多分、飛べます」

　ミミだけではなく、全員が安あん堵どの息を漏もらす。しおりは続けて言った。

「やってみないと分かりません。クリスタルが一本しか残っていませんから、浮力に全部使っちゃうかもしれないんです。装甲にまで回す余裕はありませんから」

「冥竜と遭遇したら大変なことになる、かあ……」

　ミミは腕を組んだ。

　装甲がないユーラットなんて、冥竜にかかればウェハースより脆もろい。帰る途中で遭遇したら全力で逃げるしかないだろう。

　しおりがさらに言う。

「飛ぶ前に色々修理しなきゃならないですよ。エンジンだってもっと確認したいですから」

「分かった。手伝うから、あとで指示して」

　ミミはそう言った。

　暗くなるにつれて気温も下がってくる。森の中はしんとして音もない。ミミはかまどに寄った。

　炎が昇り、ゆっくりと揺らめいている。

「キャンプしてるみたいだね」

　食事を終えた瑠璃が言う。

「あれは公園でするものでしょう」

「こっちが本家でしょ」

　海上都市で暮らす彼女たちにとって、キャンプとは整備された公園でおこなうものだった。都市の住民の中には、生涯を海の上で終えるものも多い。

「海上都市なら安心なんですけど、陸だと不安ですね」

「冥竜に見つかるかもしれないからねえ」

　ミミは瑠璃に同調した。海の上でも危険がないとは言えないが、陸よりはずっと安全だ。

「……あの冥竜……」

　それまで無言だったレンが口を開く。自然とみんな注目した。

「なんで私たちを……見つけたんだろう……」

　彼女が言っているのは銀竜王シルバードラゴンキングのことだった。それまでミストラル社のユーラットを攻撃していたのに、突然自分たちの眼前に出現した。そのことを疑問に思っているのだ。

　これは全員同じ気持ちだった。

「なんでだろうねえ」

　ミミとしてもそう答えるより他ほかはない。

「あたしたちに狙ねらいを定めたのかな」

「あの距離で……？」

「疑問なんだけど、他に考えつかないし」

　たまたまそこにいたので攻撃したとは、どうしても考えにくかった。明らかに狙うべき獲物と認識していた。別の冥竜などは幸塚一〇一を捕獲して上空に押し上げたのだ。

「あたしたちを食べるつもりだか知らないけど、捕獲しようとしたじゃない。やっぱり狙ったんだと思う」

　レンは首を傾げる。

「なにか……冥竜を怒らせるようなことした……？」

「怒りたいのは人間の方よ。あたし個人は身に覚えないけど」

「プリン食べたとか言ってなかった……？」

「あれは妹の！」

　冥竜はプリンを食べないだろうから、他に襲ってくる理由があるはずだ。

　しばらく考えたものの、いい答えに思い至らない。今は諦めて、皆に告げた。

「食事が終ったら、しおりちゃんの指示で修理やろう。今日はここで寝て、明日帰る。しおりちゃん、無線は？」

「故障してますから、そっちも直します」

「弓子社長が心配してると思うから、優先的に直したいなあ」

「私、エンジンに集中したいです」

「うーん、他に扱える人は……」

　すると、レンが手を上げる。

「できる……」

「レンちゃん修理できるの？」

　彼女は小さくうなずく。ミミは思わずレンの手を取った。

「ほんと!?　だったら助かるよ」

「エンジン回りも、一応……」

「そうなんだ。言ってくれればよかったのに」

　レンは「言う機会がなかった。今言った」と返事をした。

　修理できる人間が二人いれば話は早い。希望が見えてきた。

「じゃ、やろう！」

　立ち上がる。最後に希実香が言った。

「あたしは？」

「寝てる役です」

　ミミはそう言い放った。




　修理はエンジンと電装品を動かす発電機、無線機の三つに絞ることにした。

　ユーラット乗りは簡単な整備と修理をできるように教育される。なので大掛かりになりそうなエンジン回りはレンとしおりが二人で担当することになった。

「エンジンを二回確認した……。そんなに酷くなかった……」

　レンがミミに説明した。

「腐ふ蝕しよくした部品は捨てて、積んである予備でなんとかなる……」

「安心したよ。さすがレンちゃん！」

　ミミは彼女に抱きついた。レンは戸惑っていたが、そのままでいた。

「無線も直せるはず……でも、発電機が」

　発電機の損傷も見かけほどではなかった。ただし動かすための軽油タンクに大穴が開いているという。中身が空っぽだった。

　自動車と違って、幸塚一〇一はエンジンの回転運動を利用した発電システムがない。独立した発電機が必要だった。動かす軽油がなければただの箱である。

「バッテリーに電力残ってない？」

「あるけど……少し。制御系に回すだけで手一杯だと思う」

　そしてそれも長続きしそうにない。

　どうしよう、とレンは目で訴えていた。

　歯ごたえがありすぎる問題だった。これが解決しなければ、最悪徒歩で人家のあるところに行かねばならない。

　どれだけ歩けば良いのかなんて見当も付かない。瑞みず穂ほの国は人口の大部分が海上で生活しているのだ。

　ふと、山の上で見た光景が脳のう裏りに浮かんだ。木の生えていない山肌と、トンネルらしき入り口。

「そういえば……鉱山があった！」

　聞いたレンが目をぱちくりさせる。ミミは早口で説明した。

「あたしと瑠璃ちゃんでここらの偵察したとき、向こうの方に鉱山跡を見つけたの。もしかしたら、燃料とかユーラットの部品とか、全部あるかも！」

「名案……」

　合点がいったらしく、レンは感嘆していた。

　一部海底資源を除き、人類が文明を維持するのに必要な資源は地上から採掘する。海抜三百メートルより上になければ採掘設備も一応安全なのだが、冥竜はしばしば低空に降りてそのようなところを急襲する。

　そのため資源採掘会社は安全確保のため民間軍事会社ＰＭＣと契約することが多かった。常時駐留することもある。今は廃鉱となったところにも、遺棄された部品などが残っているかもしれなかった。

「歩いて持って来るのは無理だよね……」

　とレン。重い部品や軽油をかついで森の中を歩くのはまず無理だった。

「うん。短距離でいいから幸塚一〇一を飛ばせるようにして。向こうに到着してから直そう」

「なんとかする……」

　レンは請け負ってくれた。

　ミミと瑠璃も修理を手伝った。四人がかりで、メドが見えるまでおこなう。しずまりかえった森のなかに金属音が深夜まで響いていた。

「あとは明日ですね」

　しおりがグリスで汚れたジャケットを脱ぎながら言った。

「多分飛べますが、夜間の浮上テストは危険すぎます」

「そうだね。今日はもう寝よう」

　ミミは手を叩たたいて作業を終らせた。

　万が一野生動物に襲われると危ないので、幸塚一〇一の中で睡眠を取る。ハンモックを引っ張り出し、車内に吊つるした。歩きづらい上に頭も上げづらくなったが、これはもう仕方がない。

　ミミはハッチを閉め、「お休み」と言うと、ハンモックに潜り込んだ。

　すぐに寝息が聞こえる。レンとしおりのものだ。疲れたのか、あっという間だった。

　対照的にミミはなかなか寝つけなかった。「いびきがうるさい」と言われたのが理由の一つだが、もっと別に気になることがあった。

　隣のハンモックがもぞもぞ動く。

「ミミさん」

　囁ささやき声。瑠璃だった。

「寝られないんですか？」

「うん」

　ミミも小さく返事をした。

「ちょっとね……」

「よければ話してください」

「個人的なことだよ」

「いいです。私も寝られないですから」

　ミミは躊躇ためらったものの、結局口を開いた。

「昼間、ミストラル社も戦闘していたじゃない」

「はい」

「妹、どこにいたのかなあって思って」

　瑠璃は無言になった。ミミは小声で話をする。

「ユキはあたしよりずっとできるからさ、絶対に戦っていると思うんだよねえ。銀竜王シルバードラゴンキング相手だって逃げないと思うんだよ。敢闘精神の塊かたまりみたいな娘だから」

「…………」

「でもそれだと怪け我がしちゃうかもしれないからさ。こういう商売だし、少しくらいの怪我なんて当たり前だけど、やっぱり妹のことが心配になるんだよ。ユキは大きなお世話くらいに考えてるかもしれないけど、こう見えたって姉だもん」

　彼女は天井を見つめていた。暗いため、ぼんやりとしか目に入らない。この天井の向こう側、空のどこかにユキはいた。

　寝返りをうつ。

「あのときの戦闘であたし、ユキがいませんようにって考えちゃったんだよねえ。ミストラル社のユーラットがいくつか墜落してたし、そこの乗員だって立派なユーラット乗りのはずなんだ。だけどユキじゃなければいいって願ったりした。でもそういうのって勝手な考えで、なんか駄目だなあって思えてきてさ、考えているうちに寝られなくなった」

　ふうっと息を吐く。

　瑠璃は返事をしない。他のハンモックからはかすかな寝息が聞こえるだけで、静かだった。

　隣の瑠璃が手を伸ばす。

「……ミミさん」

　ミミは反射的にその手を握った。瑠璃が言う。

「気にしないようにしてください。私の父も事件があったときは悩んでました。ユーラットの設計者ですから世間体も気になります。結局父は一人で責任を背負い込んでしまって……」

　彼女は言葉を切る。どれだけの辛いことがあったのか、ミミは想像するしかない。

　瑠璃はまた小声で話しはじめた。

「父は、余計なことまで考えなければ良かったと思うんです。もっと気楽に、ふてぶてしくて良かったはずです。そうしていればあんなことにはなりませんでした。だからミミさんも、他のことは考えないで、妹さんのことだけを思っていてください」

　彼女の言葉と手には力がこもっていた。

「妹さんのことを心配するのは当然ですよ。そこから先のことは考えても考えなくてもいいんです。私たちは神様じゃないんですから」

　瑠璃の台詞せりふが、しみじみと身に染みていく。

　ミミは一介の学生兼ユーラット乗りで、全知全能の存在ではない。自らの手の届く範囲でしか動けないし、心配もできないのだ。

　もし、それこそ世界を動かすような力を得たら、彼女は今と違う考えになるし、別のことをやりだすだろう。だが今はそうではない。

　やれることだけをやる。それで十分だった。

　瑠璃の声がする。

「妹さん、きっと無事ですよ」

　ミミは彼女の方を見た。

「……ありがとう」

　小声で礼を言う。

「楽になったよ」

「よかったです」

　真っ暗な車内の中で瑠璃が微笑ほほえんだのが分かった。

「もう寝ましょう。明日は力仕事になりそうですから」

「そうだね」

　二人は目をつむる。そのまま自然と寝入っていた。





　　　　　○






　翌朝。

　天気は晴れ。上空に冥竜の姿はない。少なくとも、今のところは。

　昨夜の修理で無線機はある程度は直っていた。予備の部品がいくつかあれば、多少は使えるようになる。

　発電機も軽油があれば動き出す。となると、あとはエンジンだ。これが稼働しないことにはどうしようもない。

　ミミたちは起床すると食事を簡単なものですませて、再び幸塚一〇一に乗り込んだ。

　今度は就寝のためではない。再び飛ばすためだ。

　乗員配置はいつもと同じ。ただし車長はミミで副操縦手が希実香。スーリアは寝続けている。

　レンが起動スイッチに指を乗せる。ミミに視線を送った。

「やって」

　ミミはうなずく。

　レンがいつもよりも強くスイッチを押した。

　沈黙。なにも起こらない。

　誰もが、しくじったと感じた瞬間、後部から軽やかな音が響いた。

　その音はすぐに重々しいものとなる。車内のパネルが点灯した。

　全員大きく息を吐き、ついで笑顔になった。

「よし、やった！」

　ミミは思わず立ち上がりかけた。

「バッテリーを節約するよ。飛行以外の電力供給はカットして集中させて。離陸用意！」

　座席に座り直す。レンが操縦桿かんを引いた。

「離陸！」

　幸塚一〇一は、ゆっくりと浮かび上がった。

　安定性はよくない。修理が完全ではないのだ。速度も出ないので、二十メートルほど上昇してからゆっくりと方向を変える。

　レンが前部ハッチを開けた。外気が流れ込む。節約のため外部モニターが使えないから、目視で操縦するのである。

「東南の方角に向けて。鉱山跡へ行くわよ」

　幸塚一〇一はのろのろとしたスピードで、かすかに見える鉱山跡へ進んでいった。

　接近するにつれ、鉱山跡と周辺設備の細かいところが視認できるようになってくる。見た感じ、ひとけがないだけで廃虚にはなっていなかった。ユーラットの整備施設らしきものまであった。

　レンがスペースを見つけて着陸する。ミミたちはさっそく降車して施設内の捜索に入る。

　思った通り、格納庫ハンガーの中に予備部品があった。ここに駐留していたＰＭＣが撤退の際に遺棄していったのだろう。幸塚一〇一にも使える旧型の部品だった。

「これで修理ができます」

　しおりは喜んで取りかかった。

　さらに軽油も見つかる。きちんと密封されていたので、揮き発はつもほとんどない。これで発電機の心配もなくなった。

　食糧のたぐいは持っていったのかどこにもなかった。これは仕方がない。

「レンちゃん、どれくらいで修理終る？」

「あまりかからない……」

　レンはしおりと共に手を動かしながら返事をした。

　そこに希実香が駆け寄ってくる。

「おい、ミミ」

「なんですか。寝てなきゃ駄目じゃないですか」

「寝てられるか。スーリアが起きたぞ」

「ええっ！」

　驚くのも変だと自分で思ったが、とりあえず操縦室に向った。

　スーリアは副砲手席に座らされていた。

　確かに起きている。目を開いていた。ただぼんやりしており、虚うつろなままだった。

「スーリア。聞こえる？」

　ミミは話しかけた。返事はない。

　同じ事を何度も繰り返し、ようやく目がこちら側に動いた。

「……ミミ……？」

「よかった……」

　ほっとした。今回は、記憶をなくしたようなことはない。

　ミミは彼女の手を握りしめる。

「あたしのこと分かるよね」

「もちろん……」

「まだ横になってていいよ。今、これの修理をしてるんだ。もうすぐ直るから、一緒に帰れるよ」

「ごめんね……私のせいで……」

「そんなことないよ」

「私のことを、銀竜王シルバードラゴンキングが狙ったから……」

　思わずミミは「え？」と聞き返していた。

　スーリアは独り言のように続けている。

「私を追ってきたから……私はもう辞めたかったのに、巫み女この義務だからって続けさせられていた……。あの娘たちは銀竜王シルバードラゴンキングを使って私を奪い返そうとして……」

「スーリア、スーリア!?」

　ミミは反射的にスーリアを揺さぶっていた。

　スーリアはミミのことを見つめる。徐々に、虚ろな瞳ひとみに生気が戻ってきた。

　それから手で口を塞いだ。

「あれ……？　私なにか変なこと喋しやべっていた……？」

　ミミは、その言葉を肯定するのが躊躇われた。

「記憶、戻ったの？」

「分からない……でも、色んなことが頭に浮かんできた……」

　スーリアはぎゅっと目をつぶる。思い出そうと集中していた。

「私は……そう、七人の巫女なの」

　彼女ははっきりと口にした。さすがにミミの口から疑問が出た。

「それってどんなの？」

　スーリアは首を振った。

「よく分からない……けど、七人の巫女の一人だってことは覚えている。場所は……どこか高いところ。そして広いところ……。でも確か、そこから逃げだそうとした。なにかとても嫌なことがあったからだと思う。それで地上に降りて、でも途中で捕まった……。乗っていた竜ドラゴンが壊されて……あとは……」

　あとは言われなくても分かる。ミミたちが発見したのだ。

　スーリアはこめかみを押さえる。頭痛がするのか顔をしかめていた。

「無理しないで」

　ミミはそう言ってから、希実香と顔を見合わせる。

　二人とも驚きよう愕がくと疑問を混ぜたような表情をしていた。

　スーリアが噓うそを言っているとは思えない。記憶が曖あい昧まいで前後しているところはありそうだが、一貫して同じことを口にしていた。

　だがその内容は、理解の範はん疇ちゆうの外にある。聞きようによっては、荒こう唐とう無む稽けいで錯乱しているようにも思える。それほど奇妙な単語が並んでいた。

「希実香さん……」

　ミミが囁く。

「どう思います？」

「分からねえ……だけど、ミミは本当だと思うんだろ」

　ミミは「はい」と答える。彼女はスーリアが本当のことを言っていると直感していた。

　虚きよ言げんではない。わずかだが寝食を共にして理解できた。スーリアは根本的に噓のつけない娘なのだ。

　彼女は「七人の巫女」なのである。それがなにか、よく分からないが。

　スーリアは目を閉じている。様々なことを思い出したせいで、疲労したようだ。

　そこにレンとしおりがやってきた。

「終った……」

　レンが表情を変えずに言う。しおりは明るい顔をしていた。

「エンジン回りの修理が完了しました。発電機への燃料補充もオーケイです。無線機もいけます。これで帰れますよ」

　そう伝えてから、しおりは不思議そうに付け加える。

「どうかしたんですか？」

「……ううん」

　ミミは首を振る。

「ご苦労様。よし、さっさと帰ろう」

　彼女は全員に席に着くよう告げる。

「発電機動かして。希実香さん、希実香さん、無線のスイッチ入れてください。弓子社長と連絡取ります」

　発電機の運転ランプが灯ともった。希実香は無線の周波数を合わせる。

　彼女は音声に耳を傾け、顔をしかめた。

「雑音ばかりだなあ」

　音声が聞こえない。幸塚対たい竜りゆう社しやと繋つながったかどうかもよく分からなかった。

「離陸します。もっと高いところで通信しましょう。レンちゃん」

　ミミが告げる。レンは幸塚一〇一を離陸させた。

　今朝よりはずっとスムーズにいった。電力も問題なくなったので、外部モニターを作動させる。

　希実香はもう一度無線を操作した。

「……繋がったぞ、弓子だ」

　さすがの彼女もどこか弾むような声で言う。同時に別の声が車内スピーカーに乗った。

『幸塚一〇一、幸塚一〇一、聞こえるか？』

「幸塚一〇一受信。弓子社長、鳴門です」

　ミミはインカムのマイクに喋る。

　電波の状況は悪くなかった。声質はクリアだ。弓子がほっとしているように感じられた。

『心配したぞ。どうしたんだ』

「冥竜との戦闘で損傷しました。乗員に死傷者はなく、幸塚一〇一の修理も完了、帰き投とうします」

『了解した。あまり外に出っぱなしなのも赤字になるから戻ってこい……待て、鳴門が戦車長なのか？』

「事情がありまして」

『希実香のやつは車長の任務を面倒くさがったのか？　仕方のない』

「そういうわけでも……」

　と口にした途端、雑音が混じった。弓子の声が聞こえない。ザーザーと激しい雨のような音だけが響き、急に無音となる。

　希実香が慌てて無線を操作した。

「ありゃ弓子との音声が途と絶ぜつしたな」

「また故障ですか？」

「そういうわけじゃないみたいだが……」

　ミミの疑問に希実香も首を傾げている。

　突然音声が流れ込む。だが弓子と繋がったわけではなかった。

　激しい雑音交じりであり、深刻な、切せつ羽ぱ詰つまった声だったのだ。

『……ちらシム……救え……』

　聞き覚えのある声に、ミミは身を乗り出した。

『……こちらシムーン１、こちらシムーン１。現在銀竜王シルバードラゴンキングと交戦中。当方の被害拡大、シムーン２から６は脱落応答なし。救援求む。繰り返す……』

「ユキ!?」

　ミミは思わず大声を出した。

　助けを求めているのは自分の妹、ユキであった。

　電波障害が起こっているのか、ひどい雑音だ。音声を拾おうにもうまくいってない。弓子との通信が切れたのだから、ここら一帯は長距離通信が不可能になっていたのだろう。幸塚一〇一がたまたま拾ったのだ。

「希実香さん、カメラを！」

　言われるまでもなく希実香は外部カメラを動かしていた。破損しているもの以外を全て光学ズームとし、くまなく捜索する。

「いたぞ！」

　内陸方面、ちょうど昨日戦ったあたりの空域に黒点が動いていた。

　希実香は一番大きなモニターに映し出し、さらに拡大する。

　ユーラットが一台、冥竜と戦っていた。

　巨大な冥竜は間違いなく銀竜王シルバードラゴンキングだ。そして翻ほん弄ろうされながらも戦い続けるユーラットは川かわ菱びしの最新型。側面にＭＩＳＴＲＡＬミストラルとＳ１のロゴ。

「やっぱりユキだ……」

　ミミは呟いた。

　妹が戦っているのだ。どうしてここにいるのか不明だが、銀竜王シルバードラゴンキング相手に一台だけでやりあっている。

　他は全て落とされたようだ。このままでは、ユキのユーラットも時間の問題だろう。

「やられそう……」

　レンがぽつりと言った。

　それは乗員全員が感じていたことだった。銀竜王シルバードラゴンキング相手に無傷でいられるわけがない。

　ミミは目をそらしたくなった。

「なんでこんなとこに」

「私のせいかも……」

　スーリアが悲しげな顔をする。ミミは思わず聞き返した。

「どういうこと？」

「私が……私がいるだけで銀竜王シルバードラゴンキングを呼ぶのかもしれない」

「あ……そうか！　スーリアの意識が戻ったから」

　銀竜王シルバードラゴンキングが存在を察知し、やってきたのである。そしてたまたまユキのユーラットと交戦した。

　副操縦席の希実香が後ろを振り返る。

「ちょっと待て。だったら武州海上都市にも襲ってこなきゃおかしいんじゃねえか」

「あんまり遠いとスーリアのことを探知できなくなるんじゃないですか。もしかしたら、意識が戻ったのと関係あるのかも！」

　ミミは叫ぶ。瑠璃としおりとレンが怪け訝げんな顔をしていたので、手短に説明した。

「銀竜王シルバードラゴンキングはスーリアが狙いなんだ。だからあたしたちを捕まえようとしたんだって。途中で攻撃が止まったのも、スーリアが気絶したからだと思う」

　瑠璃が訊く。

「昨日も今日も出てきたんですよ。なんで竜王ドラゴンキング型なんて大物が、こんな急に出現したんでしょう」

「なんか事情があるのかも。スーリアを取り返す必要が出てきたんだよ」

　ミミは答えた。本当のところはスーリア自身にも分かっていない。彼女の記憶は斑まだら模も様ようとなっていて、所々しか思い出せないようだった。

「理屈は分かったけど……」

　レンが操縦桿を握りながら言う。

「どうする……？」

　ミミは言葉に詰まった。つまり、ユキをこのままにしておくかと問われているのだ。

　仮に加勢したところでユーラットが二台に増えるだけ。これで銀竜王シルバードラゴンキングと戦わなければならないとは無謀にもほどがある。交戦前に墓石の購入が必要だった。

　画面では、銀竜王シルバードラゴンキングが上昇していた。いったん離れただけにすぎないのは明らかで、再びユキを襲うはずだ。

　ユキのユーラットはのろのろしており、速度が出ていないので離脱できない。逆に考えると、幸塚一〇一は逃げ出すチャンスなのだ。

　ミミは黙る。皆の視線が集中する。

　ゆっくりと呼吸した。

（どうしよう……）

　頭の中では感情と理性が浮かんでは絡み合い、混こん沌とんになりつつあった。

　苦戦しているのは妹だ。肉親の気持ちとしてはなにがあっても助けに行きたい。だが同時に戦車長でもある。乗員の安全にも配慮する必要があった。

　相手は銀竜王シルバードラゴンキングだ。尻尾しつぽを巻いて退散するのが一番である。無線が通じる場所まで逃げて、救援を要請すればいい。

　だがそれでは、ユキは助からない可能性が大きい。

　どちらをとるべきだろうか。

　決断は急がなければならない。長引けば、ユキのシムーン１も幸塚一〇一も、共倒れになるかもしれなかった。

（あたしが決めなきゃいけないんだ……）

　それが車長席に座っているユーラット乗りの責務である。

　大きく息を吸う。彼女は口を開いた。

「じゃあ……」

「助けよう」

　自分の声ではない。

　副砲手席から伝わってきた。

「ユキさんを助けよう」

　それはスーリアだった。

　彼女はミミの目を見据え、はっきりと言っていた。

「ミミの妹さんなら助ける。私はミミに助けられたから、今度は私を使っちゃえばいい」

「使うって……？」

「銀竜王シルバードラゴンキングに差し出して」

　車内の全員が仰天した。

　彼女は言い続ける。

「あいつの狙いは私。私を捕まえるか殺すこと。だから差し出せばいい。そうすればミミもみんなも、ユキさんも逃げられる」

　彼女は冗談でこんなことを言っていない。強い口調と顔つきを見れば明らかだった。

　本気で、我が身を犠牲にしようとしているのだ。

「幸塚一〇一の上に立っていれば、銀竜王シルバードラゴンキングがさらっていくと思う」

「えっ、えっ、えーっ!?」

　しおりが口から泡を吹きそうになっていた。

「それじゃスーリアさんがなにされるか分からないですよ！」

「どうなってもいいよ。犠牲になる。だから……」

「そんなの駄目です！」

　怒鳴り声に近い台詞が飛ぶ。

　瑠璃だった。彼女は立ち上がり、まなじりを吊り上げ、本気で怒っていた。

「自分だけが犠牲になるなんて思っちゃ駄目です！　残った人間が後悔します。死んだ人は気楽です。でも残った人は、いつまでもいつまでも、ずっと悩み続けるんです！　だから……自分だけが犠牲になるだなんて言わないでください！　絶対に、絶対に言わないで！」

　スーリアは瑠璃の迫力に圧おされた。彼女だけではなく、みんなそうだった。

　瑠璃はそれほど感情を爆発させていたのだ。

　二つの瞳から、静かに涙が流れている。

　彼女の感情、父親の事件とミストラル社を辞めたことへの想おもいが、頰ほおを伝わるものに現われていた。

「……分かってる」

　スーリアではなく、ミミはそう言った。

「あたしだって同じ。瑠璃ちゃんが言わなきゃあたしが言うつもりだった。スーリア、悪いけど置き去りにしないからね」

　戸惑うスーリア。

「えっ、じゃあどうするんですか」

「そんなの決まってる……あたしたちでユキを助ける！」

　彼女は言い切った。

「相手が銀竜王シルバードラゴンキングだからってあとには引かない。やれることをやる。あたしたちが頑張れば、絶対になんとかなる！」

　拳こぶしを作り、握りしめた。

　彼女が下した決断。それはユキを助けることだったのだ。

　幸塚一〇一は万全の状態ではない。そもそもクリスタルはわずか一本しかない。

　だけど助ける。スーリアも犠牲にしない。そして皆で帰る。

　成功する根拠はない。だけど、やるのだ。

　ミミは車内を見回した。

「……いいぜ」

　真っ先に賛同したのは希実香だった。

「車長が決めたことなら、あたしは全力で支持するよ。銀竜王シルバードラゴンキングとやらに一泡吹かせてやろうじゃねえか」

「私も賛成です。やりましょう」

　しおりも言う。レンは無言でうなずき、瑠璃は涙を拭ふいた。

「私も全力を尽くします」

　そして最後に、スーリアがミミの上半身に抱きついた。

「ありがとう……私のことまで案じてくれて」

「あたしは一人だけ見捨てたりしないんだよ」

　ミミは抱きしめ返した。

「あたしは妹を救う。みんなと帰る。約束する」

「……きっとできる。ミミならできるって信じてる」

「ありがと。よし、総員配置……いや」

　ミミはあえて前言を翻ひるがえした。

「配置を換える。レン、応急処置担当の席について」

「え……」

「あんたなら短い言葉で必要なことだけを言えるから。希実香さんは副砲です」

「副砲なくなったじゃねえか」

「そこからでも電装系の様子が見られます。できますよね、やってください」

「分かったよ」

　希実香が副砲手の席に移動する。ミミは矢継ぎ早に言った。

「スーリアは副操縦手の席について、カメラの操作だけをして。操縦はしおりちゃんに任せればいいから！」

「わ、私が操縦手ですか!?」

　しおりは驚き、眼鏡がずり落ちた。かけ直す間も与えずミミは命じる。

「軽トラのときと同じだよ！　派手にやっちゃって！」

「うう……」

「やるの！」

「……分かりました」

　覚悟を決めてしおりはレンと席を替わる。操縦桿を握った。

　最後にミミは、ぽんと瑠璃の肩を叩く。

「砲撃は任せるよ！」

「任されます」

　にこりとして瑠璃は答え、手を重ねた。

　ミミは車長席に座り直す。そして叫んだ。

「ただ今より幸塚一〇一は、ミストラル社シムーン１の救出に向う！　前進全速！」

　しおりが力を込めてスロットルを全開にした。




　幸塚一〇一は戦闘中の空域へ、一直線に向って行った。

　操縦桿を握るしおりの表情は、いつもとまるで違うものになっていた。呼吸は浅く目はぎらつき、前方に集中する。

「目視確認！」

　シムーン１はまだ浮いていた。銀竜王シルバードラゴンキングの姿は見あたらないが、どうせすぐに戻ってくる。

「上空！　銀竜王シルバードラゴンキング！」

　スーリアの報告。

　思った通りだった。銀竜王シルバードラゴンキングは上空からあたりを睥へい睨げいしており、獲物を探すかのように長い首を左右に振っていた。

　単眼がシムーン１を見つける。銀竜王シルバードラゴンキングは急速に降下すると、両足の鉤かぎ爪づめを広げた。

　ユキのシムーン１は損傷していてこの攻撃に対処できない。よろよろと旋回しようとするだけで、爪の餌え食じきになろうとしていた。

　ミミが思わず身を乗り出す。

「ユキ!?」

　指示を下そうとした瞬間、しおりが声を張り上げる。

「行きます！」

　ミミは彼女がなにをしようとしているか悟り、「やっちゃって！」と叫ぶ。

　幸塚一〇一が増速。一本しかないクリスタルが大きく輝く。

　中古のユーラットが速度を増す。銀竜王シルバードラゴンキングに迫った。

　しおりはスピードを落とさない。

「全員、衝撃に備えて！　なにかに摑まって！」

　ミミは注意を飛ばし、しおりはこれがユーラットの限界とばかりにぎりぎりまで加速させた。

　前部モニターに、銀竜王シルバードラゴンキングの足の付け根、太ふと腿もものあたりが大写しになった。

　ミミが絶ぜつ叫きようした。

「ぶつけろーっ!!」

　幸塚一〇一は自らの何倍もある冥竜の脚部に、正確に突っ込んだ。

　もの凄すごい振動が車体を襲う。まるでミキサーの中に放ほうり込まれたかのようだ。モニターの画面が乱れ、一部は真っ暗になる。スーリアが座席から落ちないよう身体を支えつつ、必死で操作した。

　外部カメラが回復。銀竜王シルバードラゴンキングの鉤爪は、空しく宙を掻かき回まわす。ミミは無線に怒鳴った。

「ユキ！　聞こえる!?　ユキ！」

　雑音が激しいが、近距離なのでなんとか音声が乗った。

『……お姉ちゃん!?』

　さすがに驚いている。

『どうしたの!?』

「決まってんじゃない、助けに来たのよ！」

　銀竜王シルバードラゴンキングは体勢を立て直している。長い首が動き、幸塚一〇一を向いた。

「下がります！」

　しおりが後進させ、少しだが距離を取った。ミミは無線に喋り続ける。

「あたしたちがやるから、ユキは逃げなさい！」

『えーっ!?　無茶だよ！』

「無茶じゃない！　ユーラット乗りは度胸でなんとかすんの！」

『うちのより古いじゃない！』

「乗ってる人間は新しいわよ！」

　ミミはしおりに言う。

「ユキの頭の上に乗って！」

　シムーン１が上昇できないようにするのだ。しおりは強引に、車体を冥竜とユーラットの間に割り込ませる。

　シムーン１が沈み込む。

『なにすんのよ！』

「さっさと逃げんの！」

『ミストラル社が逃げ出したら、面子メンツ丸つぶれだよ！』

「知ったこっちゃないわよ！　危ないんだから諦めるの！　不時着してなさい！　あとはあたしたちに任せんの！」

『なんでそこまでするのよ！』

「妹の心配しない姉なんていないからよ!!」

　一瞬、無線が途切れる。

　そしてユキは涙交じりの声で言い返してきた。

『お姉ちゃんの馬鹿ぁ……』

　ユキのシムーン１は、よたよたしながらも降下していった。

　胸を撫で下ろすミミ。一度深呼吸をして気合いを入れ直した。

「よし、これで遠慮なくできるわね！」

　彼女は瑠璃に言う。

「ぶちかましちゃって！」

「はい！」

　砲ほう塔とうが動き、砲身が上を向く。歯車と油圧が働き、自動装そう塡てん装置が弾を込めた。

「アンカー展開完了！」

　スーリアの報告。瑠璃がアイピースに目をつける。

「撃ちます！」

　二〇〇ミリ対たい竜りゆう砲ほう弾だんが放たれる。銀竜王シルバードラゴンキングの真ん中に命中し、爆発を起こした。

　だが、銀竜王シルバードラゴンキングは、なにごともなかったかのように降下してくる。細長い尻尾が動いた。

　ミミの背中がぞくっとする。

「回避！」

　尻尾の先が青白く光ったかと思うと、光線が放たれる。

　直前にしおりが車体を横滑りさせていた。光線は空を切る。もちろんこれで終らず、立て続けに放ってきた。

　そのたびにしおりが幸塚一〇一を操り、銀竜王シルバードラゴンキングの狙いを外すように起動する。おかげで車内は激しく揺さぶられたが、しおりはお構いなしだった。

　ミミも止めろとは言わない。そして瑠璃も振動の中、正確に照準を合わせていた。

　第二撃、第三撃を放つ。そのたびに冥竜の表面に炎の花が咲いた。

　だがダメージは与えられていない。体表が焦げる程度で、なかなか致命傷とならなかった。

　すっと銀竜王シルバードラゴンキングの姿が消える。

「後方！」

　スーリアが言うと同時にカメラを切り替える。幸塚一〇一の真後ろに、銀竜王シルバードラゴンキングは移動していた。

　尻尾の先端がこちらを向き、青白く光る。

　光線が放たれた。同時にしおりが操縦桿を右に倒す。

　敵の攻撃が荷物室をかすめた。

「荷物室に損傷。瘴気侵入なし。空気圧正常。車体に異常なし」

　よく通る声が響く。レンが淡々とかつ簡潔に報告をおこなっている。

「電気系統にも異常なし。でも副砲ないから撃てねえぞ」

　これは希実香。ミミは言う。

「砲を後ろに！　車体は後退させて！」

　幸塚一〇一が銀竜王シルバードラゴンキングとの距離を詰める。

「離れないで！」

　なるべく接近することによって敵の攻撃から身を守り、かつこちらは接射するつもりだった。銀竜王シルバードラゴンキングの攻撃手段は幸塚一〇一より多く、下手に離れると一方的に光線の雨を浴びる。

　砲塔が回転する。砲の軸線が銀竜王シルバードラゴンキングに合う。

「発射！」

　砲弾が放たれる。お返しに銀竜王シルバードラゴンキングの光線。

　しおりが車体を沈ませた。かわしたとみるや上昇。同じ位置にぴたりとつける。

　瑠璃が発射ボタンを押す。さきほどと同じ位置に命中したらしく、銀竜王シルバードラゴンキングの身体が揺らめいた。

　相手は身体を回転させ、離れようとする。幸塚一〇一はへばりつこうと、懐ふところへ懐へと動いていく。

　銀竜王シルバードラゴンキングの巨大な翼が動いた。

　大きく羽ばたく、突風で幸塚一〇一の安定が崩れた。

「まずいっ！　かわして！」

　ミミが思わず叫ぶ。しおりは車体を安定させるのに手一杯で、ほんの少し反応が遅れた。

　冥竜の首が動き、単眼が青く輝く。

　光線が幸塚一〇一の中央を捉とらえた。モニターが白くなり、全員目をつぶった。

　直撃。しかし、なにも起こらない。衝撃があったものの、幸塚一〇一の装甲は破られていなかった。

「クリスタルは……？」

「無事」

　ミミの質問にレンは即座に報告する。ただ無事なだけではなく、クリスタルはまばゆいばかりの銀色に輝いていた。

　ミミは目を丸くした。ただ一本だけ残っていたクリスタルは、車体全てを包み込むように光る。彼女はこんな色を発するクリスタルを見たことがなかった。

　そして光を発しているのはこれだけではなかった。

　スーリアの髪も、同じく銀色に輝いているのだ。

　彼女はミミの方を向く。そして全員に聞こえるように言った。

「大丈夫、まだまだ戦える。絶対に負けないから！」












「……うん！」

　ミミは直感した。

　もう幸塚一〇一はやられない。このユーラットに敵はいない。冥竜がどんな攻撃を仕掛けてこようと、装甲は壊れないしエンジンはいつまでも動き続ける。この輝きがそれを可能にしていると確信があった。

　あの竜王ドラゴンキング型にだって勝てるのだ。

「しおりちゃん、車体を銀竜王シルバードラゴンキングと正対させて！　瑠璃ちゃん、一発で仕留めるよ！」

「了解！」

　瑠璃が気合いの入った声音で答える。

　しおりが操縦桿を操る。

「真っ正面に向けます！」

「やって！　絶対大丈夫！」

　幸塚一〇一が移動する。銀竜王シルバードラゴンキングの尻尾が動き、光線を発する。

　正面装甲に命中した。一瞬だけ車体が揺れる。

　レンが即座に告げた。

「各部損傷なし。エンジン出力正常。クリスタル」

　彼女はちらと視線を向ける。

「正常。最高に正常」

　大きく輝くクリスタル。車内の全てを包み込み、幸塚一〇一と一体化して力を放出する。これなら負けないとの確信を全員に与えている。

　銀竜王シルバードラゴンキングが威嚇するように首を動かす。単眼から何度も光線が放たれる。

　直撃しても影響はない。そしてクリスタルの光は、砲塔内にもたっぷり力を注ぎ込んでいた。

　ミミが叫ぶ。

「撃てーっ!!」

　瑠璃が発射ボタンを力一杯押す。

　砲口から放たれた二〇〇ミリ対竜砲弾は銀色の光に包み込まれていた。銀竜王シルバードラゴンキングの胴体中央に直撃。どんなに砲撃しても傷すらつけられなかった外皮に、大きく穴を穿うがつ。

　耳をつんざく金属音が、天空まで届く。

　冥竜の断だん末まつ魔まだった。銀竜王シルバードラゴンキングの身体が裂け、小さく爆発を起こす。それはすぐに、巨大な火の玉となってあたりを照らした。

　冥竜の身体は粉々になって、地表に落ちていった。

「……やりました」

　瑠璃が呟く。

　彼女はミミの手を摑つかんだ。

「やりました、やったんですミミさん！」

「うん……あたしたちは……あたしたちはやったんだ！」

　ミミは無意識のうちに、瑠璃の手を握り返していた。
















　幸こう塚づか一イチ〇マル一イチは高度を下げて着陸した。

　ごつごつした岩が転がる荒れ地だったので、着陸は慎重を要する。だが怖いものなしのしおりは乱暴に着陸した。

　すぐそばには、緊急着陸したシムーン１がいた。

　ミミはハッチを開けると飛び出す。気づいたユキがこっちに駆けてきた。

「お姉ちゃん！」

「ユキ！」

　二人は抱き合った。

　しばらくそのままで、お互いの体温を確かめ合う。無言で無事を喜んだ。

　ミミはようやく妹を離した。

「見ていた？　あたしの活躍！」

　ミミは自慢げに言う。

「あいつを退治したんだよ！　あたしと、幸塚対たい竜りゆう社しやの優秀な乗組員たちが！」

「竜王ドラゴンキング型を……？」

「そう！」

　ユキはきょとんとすると、困ったようになり、頰ほおを引ひっ掻かいた。

　視線を合わせないようにしながら言う。

「えーと、実は……なんにも見てない」

「へ？」

「ずっと修理してたから……。どうやって銀竜王シルバードラゴンキングが倒されたのか知らないの…………」

「えー！　あんだけ派手な戦闘したんだよ!?」

「おっきな音がしたのだけは知ってるけど……」

　最後の爆発だ。どうやら本当になにが起こったのか知らないらしい。

　絶句するミミ。慌ててユキは言う。

「で、でもね、信じるよ。お姉ちゃんの言うことだからきっと本当。みんなが信じなくても、ユキが信じてあげるから」

「ちょっと！　あたしがかわいそうな娘こみたいじゃない！」

「大丈夫だよ。お姉ちゃんもがっかりしないで！」

「本当、本当に倒したんだから！」












　ミミは頑かたくなに主張を続けた。

　ふと、彼女は妹に質問した。

「なんでこんなとこにいたのよ」

「昨日の戦闘の後始末に来たの。ユーラットの残ざん骸がい回収とか行方不明の人を探したりとか」

「大手は昨日も今日も仕事で大変ねえ。うちもだけど」

「会社から、この周辺の捜索しろって厳命されたんだもん。他の支社からも応援が来て驚いた」

　そう言ってから、ユキは思い出すように付け加える。

「報告書にはお姉ちゃんのことは書かないでおくね。書いても信用されないと思うし」

「だから、あたしたちは本当に銀竜王シルバードラゴンキングを退治したの！」

「うん。信じてる。うん」

「信じてないでしょう！」

　離れたところから、この光景を眺める幸塚一〇一の乗員たち。瑠る璃りが呆あきれて肩をすくめる。

「仲がいいですね」

「きっと前からああ……」

　レンが呟つぶやく。しおりはにこにこしていた。

「可か愛わいい妹さんですよね。ちょっと羨うらやましくなっちゃいます」

「そうかあ？　あたしはユーラット乗りの姉妹は嫌だなあ」

　希き実み香かが渋い顔をした。スーリアは微笑ほほえみながら、ミミとユキのやりとりを見つめている。

　ふと、瑠璃が訊きいた。

「希実香さん、頭痛はどうです？」

「だいぶよくなったよ」

「じゃあ帰りは指揮しますか？」

「……いや」

　希実香は首を振る。

「あたしより車しや長ちように向いてるのがいるから、そいつに任せる。分かるだろ？」

「ええ」

　瑠璃は納得し、ミミのことを見る。

「まったくです」

　彼女の言葉に、レンもしおりもスーリアも、心から賛同していた。





　　　　　○






　武ぶ州しゆう海上都市より遠く離れたローラシア連合国。

　この国は瑞みず穂ほと違い、都市の大半は地上に存在する。以前は冥めい竜りゆうの攻撃を防ぐために、都市部の大半は高射兵器により要よう塞さい化かされていた。今はユーラットによる防衛に移行しており、各都市は大手民間軍事会社ＰＭＣと契約して防衛システムを構築している。

　ローラシアの首都はベルフォール。この都市の全すべてを担っているのが巨大企業ターブルロンド社であり、密接な関係にあるＰＭＣはミストラル社であった。

　ベルフォール市内の川沿いに立つひときわ大きな建物が、ターブルロンド社の本社ビルである。

　このビルは三十五階建てだ。百メートルを越える建築物は冥竜の注意を引くとして規制が入るものだが、例外として堂々と建築してしまうあたりにターブルロンド社の権勢が現れていた。

　ここにはミストラル社も入居していた。そして最上階である三十五階に、社長室があった。

　社長室内には二人の女性がいる。革張りの豪ごう奢しやな椅い子すに座り、机の上に据えられた電話で会話をしているのが、ミストラル社社長のシャルリーヌである。

　シャルリーヌは母親から継いだミストラル社を、瞬く間に世界企業へと押し上げた傑物だ。その台詞せりふにはしばしば針のような鋭さを伴っていた。

「……銀竜王シルバードラゴンキングは破壊された？　そうか。では例の女は捕らえられなかったというのだな」

『は……はい。ですが待機中の小隊を派遣すればすぐにでもユーラットの制圧は可能で、捕らえることも容易です。いかがいたしましょう』

　社長と会話をしているためか、電話の向こうは緊張を伴っている。シャルリーヌは相手の動どう悸きが収まるのを待った。

「駄目だ。竜王ドラゴンキング型が捕らえなければ意味がない。手を出さずにしていろ」

『では監視は……』

「好きにして構わない」

　シャルリーヌは電話を終えた。

　椅子を回転させる。職人に作らせた高級品は軋きしみすら上げない。

「かくして銀竜王シルバードラゴンキングは失敗したわけだ。しょせんは冥竜、魔の力で動くものに、人間並みの知性など期待するべくもない」

「人間にも個性というものがありましょう。七竜王にも様々なタイプがあるだけです」

　そう言ったのは、社長室にいるもう一人の女性だ。

　年齢は不詳だが少女と呼んでも差し支えない外見だ。物腰は優雅で言葉遣いも丁寧。ただ髪は炎のように赤く、ときおり蛇のようにうねっていた。

　シャルリーヌは彼女を見た。

「銀竜王シルバードラゴンキングはとりわけ出来が悪いか」

「そうは申しません」

「お前の言うとおりにしたがこのざまだ。わざわざ武州支社のユーラットまで使って挑発したのだぞ」

「どのような計画だろうと、失敗の可能性は常にあります。ビジネスでもよくある話でしょう」

　シャルリーヌは笑った。

「まるで俗世で生きているような思考をする。お前たちは皆そうなのか？」

「それも人間と同じく、個性の違いです」

　少女はそう答えた。

　シャルリーヌは再び椅子を動かす。巨大な窓から外を眺めた。

　かつてベルフォールより東側は冥竜の攻撃に晒さらされていた。今でこそある程度の復興が進んでいるが、放棄されて無人となった場所も多い。

　シャルリーヌのルーツはそこにある。今や誰も足を踏み入れなくなった地。

「……あの広大な大地が手に入ると言うから、お前の願いを聞いた」

　彼女は呟つぶやく。

「即物的と思われようと、この機会を逃すことはできない。まして瘴しよう気き流りゆうの全てをコントロールできるのであればな」

「ただ操れるだけではありません。濃度、出現高度ですら自在です」

「それは世界を手にするのと同義だ」

「でしょうね」

　少女が言う。ゆっくりと、彼女は述べていた。

「七人の巫み女こがいるのであれば、それも可能です。ただ、巫女は滅多に互いと交わりません。巫女の心がそうさせます。スーリアが逃げ出したのもそのためでしょう」

「それもやはり、個性か？」

「はい」

　少女はうなずいた。シャルリーヌは口の端を曲げる。

「お前はずいぶんと悪い個性を持ったな。他の巫女を差し出すとは」

「差し出すのではありません。巫女という名の存在は私だけいれば、それで十分なのです」

「その個性を尊重するのに骨が折れそうだ」

「人間なら容易なはずです。個性の扱いには慣れているでしょう。少なくとも、私たち巫女よりは」

　七人の巫女の一人、真紅のレイニアはそう言うと、はじめて微笑んだ。









あとがき






　築つき地じです。これまで男性主人公がヒロインとどうこうという話をたくさん書いてきましたが、この本ではとうとう女性主人公かつ女の子しか出てこなくなりました。正確にはモブでちょびっと男が出てきますが、あとは女の子のみです。わお。




　ライトノベルというと女の子の可か愛わいさを前面に押し出すことが多いのですが、本シリーズはとにかくがんばることをテーマとしています。今までは特定の部隊とか、学校の一クラスとか、一つの寮が舞台であることがほとんどでした。今回はもっと小さなコミュニティです。女の子たちは戦車の中にいます。このポンコツを操って世界をどうにかします。

　主人公は元気だけが取り柄なのですが、自分の実力をよく理解しており、それでもなんとかしようとします。主人公の相棒である胸が大きい女の子も、自分と自分の家族の名誉をかけてがんばります。他にも無口な女の子もがんばりますし、眼鏡めがねで気弱な女の子もがんばります。クールだけど人生つまずいた女性も、記憶をなくした女の子も、やっぱりがんばります。

　すなわちがんばる女の子たちがつまずいて、倒れて、それでも立ち上がって目標にひたすら邁まい進しんしていく話であり、ほんの少しの達観と、少しの熱血と、多くのかっこよさがあります。熱血や王道を手放しで認めることは、どこか照れくささを伴うものですが、一つのことに向けてがむしゃらに立ち向かう姿はやはりかっこよく、多くの共感を呼ぶのだと信じています。

　当シリーズがどれだけ続くのか分かりませんが、最後まで悔いのないようにキャラクターたちを活躍させるつもりです。どうかよろしくお願いします。




　本作執筆に当たって多くの方々のご助力を戴いただきました。貴重なアイディアを提供してくれた古ふる橋はし秀ひで之ゆき氏、イラストのＮＯＣＯノコ氏、担当編集の川かわ﨑さき拓たく也や氏に御礼申し上げます。

　ではまた。




　二〇一六年十月三日


築地俊とし彦ひこ
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